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1.会場までの交通(図 1) 
筑波大学への交通は以下の通りです。筑波大学 (http://www.tsukuba.ac.jp/access/tsukuba_access.html)等の;j';ームペー

ジもご参照下さい。会場の筑波大学周辺には宿泊施設がほとんどありません。そのため，つくば駅または lつ前の研究学

園駅周辺のホテルにお泊まりいただくのが比較的便利です。各自でお調べいただき，手配をお願いします。

つくばエクスプレスを利用する場合

「秋葉原」から「つくば」行きに乗車し，終点「つくば」で下車します。所要時間は快速で45分，区間快速で 52分，普

通で 57分です(運賃 1，150円)0A3口から出て「つくばセンタ ー」パスタ ーミナル 6番乗場で、筑波大学循蹴ノてス(左右

回りがあるが左回りの方が若干早い)または「筑波大学中央」行きに乗車し，いずれも「筑波大学中央」で下車します(運

賃 260円)。パスは平日で 10分間隔，土日は 20分間隔で運行しています。所要時間は 10分"'"15分です。「筑波大学中央」

から会場へは徒歩数分で、す(図 1参n日)0 rつくばセンター」からタクシーで大学中央までは約 10分， 2，000円程です。

常磐線を利用する場合

「上野」から乗車 し rひたち野うしく J，r荒}III1I1Jまたは「土浦」で下車します。それぞれ駅東口，西口，西口のパス停でト「筑

波大学中央」または「つくばセンタ ー」行きに乗車し，終点、で下車します。所要時間は「筑波大学中央」までそれぞれ40

分"'"50分， 30分"'"40分， 35分""'40分です。「筑波大学中央」および「つくばセンター」からは前項参照。

高速パスを利用する場合

東京駅八重洲南口に高速パス乗り場があります。「筑波大学」または「つくばセンター」行きに乗車 し(ほとんど「筑波大学」

行きにそれぞれ終点で下車 します。運賃は通常 1，150円，回数券 5枚綴4，800円， 1週間有効往復切符 1，700円， 1 週間

有効路線ノTス込み (300円区間内)往復切符 1，900円， 1 1三|有効往復 +JR者1¥区内フ リー切符 2，000円です。所嬰|時間は渋

滞していない場合でそれぞれ約 75分， 65分です。成田・羽田空港から「つくば、センター」行きの高速ノてスもあります。「筑

波大学J (= r筑波大学中央J) および「つくばセンター」からは前々項参照。

乗用車を利用する場合
ささぎ ひがしおおどお

常磐高速「桜土浦 I.c.J で|経り ，筑波方面へ左折し，大角豆交差点を右折，県道 55号線(東大通り)を北に直進，筑

波大学中央入り口 (T 字型の石柱あり)を左折，すぐ左側の駐車場をご利用ください(図 1 参n~i) 。 桜土浦 I.C . から約 8

km， 20分程です。迷惑駐車とならないようご配慮願います。
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2.会場{図1，2) 
編集委員会・評議員会:筑波大学生物農林学系棟B801

大会:筑波大学第2エリア 2A，2B，2C棟4階

総会:筑波大学第2エリア 2B棟4階2B411

懇親会:筑波大学第2エリア 2B棟 1階大食堂

公開シンポジウム:筑波大学総合研究棟All0

エクスカーション:筑波実験植物園

藻類学ワークショップ1:筑波大学総合研究棟Al11

藻類学ワークショップrr:国立環境研究所環境生物保存棟

レクリエーション:筑波大学 中2テニスコート

@N 

1階:大食堂(懇親会会場)
2階:自動販売機

1.2階からバス停「筑波大学中央』ヘ

図2 大会会場(筑波大学第2エリア 2A-2C棟4階)

3.日程
2010年3月 19日(金)

10:00 -12:30 ワークショップI
15:00 -16:30 編集委員会(生物農林学系棟B801)
16:30 -18:00 評議員会(生物農林学系棟B801)

2010年 3月20日(土)
8:30- 参加・ファイル受付
9:00-11:45 口頭発表 (A・B会場)
12:45 -15:45 口頭発表 (A.B会場)
15:50-17:20 ポスター発表(奇数番号)
17:30 -18:30 総会 (A会場)
18:40 -20:40 懇親会(第2エリア大食堂)

2010年3月21日(日)
8:30ー 参加・ファイル受付
9:00 -10:15 口頭発表 (A・B会場)
10:30 -12:∞ ポスター発表(偶数番号)
13:00 -14:15 口頭発表 (A.B会場)
15:00 -17:00 公開シンポジウム
(14:20) 15:00 -17:30 エクスカーション
ワークショップrr 14:30までに参加受付に集合

2010年 3月22日(月)
10:00 -17:00 ワークショップ11
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※3月20日{土}は，第2エリア大食堂{会場1階)が 11時30分から 13時30分まで曽業しています。 3月21
日{日}は大食堂が休業ですので.20日{土}昼頃までにお弁当の予約を受付付けます。他には，周辺のコンビニ

や弁当屋をと利用いただくことになります。

4.参加受付
大会会場4階ロビーにて参加受付を行います(図2参照)。当日参加も受け付けます。大学3年生以下の方は大会参加費

無料ですので，学生証を提示してください。

大会参加費 6，000円(学生4，000円)
懇親会費 6，000円(学生4，000円)
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5.クローク
大会会場4階 2A4Jlにて荷物をお預かりします(図 2参照)。

3月20日(土) 8:30 -18:40 

3月21日(日) 8:30 -15:00 

6.編集委員会および評議員会
編集委員会:3月 J9日(金) 15:00 -16:30 

評 議 員 会: 同 16:30 -18:00 

会場:筑波大学 生物農林学系棟 8階 B801 (図 1参照)

j皇絡先 TEL: 029-853-6656 (宮村)

7.発表形式

(1)口頭発表
・一つの発表につき発表 J2分，質疑応答 3分です (1鈴 10分， 2鈴 12分，終鈴 15分)。

-発表 はデジタルプロジェクタ ー とします。デジタルプロジェクタ ーをご利用の際のソフ トウエアは Microsoft

POW巴rPointをご使用下さい。

-本大会で使用する OSおよび PowerPointのパージョンは以下の通りです。

WiJ1dowsの方 :WindowsVista Offic巴2007

Macintoshの方 :MacOSX Office2008 

・フォン トは標準的なものをご使用下さい。特殊なフォン トをご使用になる際は，文字を画像に変換して下さい0

. PowerPointファイルの受付

発表者は以下の時間までにデータをファイル受付ー (2A411;図2参照)にご持参下さい。データ受け渡しメディアは

USBメモ リか CD-Rとします。その他(フロッピー・ MO・ZIP等)のメディアはお受けできません。上記メディア

での受け渡 しができない方は発表前日までにご相談下さい。ファイル名は半角英数字でご自身の講演記号と番号にし

て下さい(例:A07.ppt)。

ファイル受付時間(以下の時間までにファイル受付にデータの提出をお願いします)

3月20日午前(前半)に発表の方 (A，801 ....... 05) : 20日 8:45まで

3月20日午前(後半)に発表の方 (A，806....... 10) : 20日 10:00まで

3月20日午後に発表の方 (A，81 1 ....... 21) : 20日 12:00まで

3月21日午前に発表の方 (A，822....... 26) : 21日 8:45まで

3月21日午後に発表の方 (A，827....... 31) : 21日 12:00まで

(3月21日に発表の方は，なるべく 20日中にデータを提出してください)

※PowerPointデータは受付にて発表会場のパソコンの

ハー ドディスクにコピー します。お預かりしたデー

タは大会終了後に通常'の方法で消去しますが，問題

のある方は実行委員会にご相談下さい。

パネル幅 120cm 

発表番号表題 ↑1 1;.......つI;r-"，

氏名(所属)↓・- ---… 

m
O

のヨ

(2)ポスター発表(図 3)
・ポスターは，縦 150Clll，横 120Clll以下の大きさで作

成して下さい。J!占り付け用のピンまたはテープは大

会実行委員会で準備します。

-ポスタ ーの上部に，発表番号， 表題，氏名(所属)

を明記して下さい 0

・目的，実験結果，考察，結論についてそれぞれ簡潔

にまとめた文章をつけて下さい。また，写真や図表

には簡単な説明文を添付 して下さい。

-文字や図表の大きさは，少し離れた場所からでも判

読できるようにご配慮下さい。

. 3月20日(土) 12:00頃までに所定の場所に掲示し，

21日 (日) 15:00頃までに撤収して下さい。

パ
ネ
ル
高
さ

8.公開シンポジウム
世話人 :渡治 信 (筑波大学)

本大会の公開シンポジウムとして「未来を拓く 藻類エ

ネルギー」を開催 します。詳細は p.66をご覧ください。 図3 ポスター説明図



日時:3月21日(日)15:00 -17:00 
会場:筑波大学総合研究棟AllO(園 1参照)

9.藻類学ワークショップ
全体世話人:河地正伸(国立環境研)

問い合わせ先:E-mail: jsp_workshop@nies.go.jp Phone: 029-850-2345 

ワークショップ Ir藻類30億年の自然史」

内容:講義形式のワークショップです。譲類からみる生物進化，地球，環境について講義して頂きます。

日時:3月 19日(金)10:00 -12:30 
会場:筑波大学総合研究棟Alll(園 1参照)

講師:井上勲(筑波大学)

参加費:500円(テキスト代込み，徴収は当日)

ワークショップ11 r藻類色素の HPLC分析入門」
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内容:藻類の色素の多様性，分類，応用利用等について，そして色素分析の実際について講義して頂いた後，環境試料

や国立環境研究所の様々な藻類保存株の色素分析を実習形式で行って頂きます。

日時:3月21日(日)14:30 -22日(月) (14:30までに大会参加受付に集合)

会場:国立環境研究所環境生物保存棟

講師:宮下英明(京都大学)

参加費:2，000円(テキスト代と実習費用込み，徴収は当日)

10.エクスカーション
世話人:北山太樹(国立科学博物館)

本大会のエクスカーションとして「昭和天皇の生物標本コレクション」を開催します。生物学者としても世界的に著名

であった昭和天皇の生物標本コレクションを所蔵する国立科学博物館昭和記念筑波研究資料館(筑波実験植物園内)を見

学します。昭和天皇は，ヒドロ虫類など海産無脊椎動物をご専門とされましたが，相模湾では海藻類もご採集になられ，

北海道帝国大撃の山田幸男教授(本学会初代会長)らがそれをもとに十数種の新種を記載しています。また，植物園の温

室や植物研究部の藻類標本室 (TNS，同圏内)の見学も予定しています。

日時:3月21日(日)15:00-17:30 
集合:筑波実験植物園正門・教育棟(15:00)
解散:現地(植物研究部棟)

定員:30名

参加費:無料

申込み:定員に空きがある場合，大会会場で受け付けます。ただし，雨天の場合は募集しません (1112以前に申込みの

方のみで決行)。

備 考:集合場所は筑波大学の大会会場にも用意します (14:却頃出発，植物園まで徒歩で移動。雨天の場合は車を使用)。

詳細は大会会場に案内を掲示します。

11.レクリエーション
日時:3月 19日(金)10:00 -16:00 
場所:筑波大学 中2テニスコート(バス停「第3エリア前」下車，西へ約 150m，プラズマセンター裏)

12.特別企画
休憩室 lで f(有)浜野顕微鏡コレクション特別展示J を開催いたします。

13.日本藻類学会第34回大会実行委員会
笠井文絵，河地正仲(国立環境研究所)

北山太樹，大村嘉人(国立科学博物館)

渡遺信，井上勲，白岩善博，宮村新一，鈴木石根，石田健一郎，岩本浩二，横山亜紀子，中山岡(筑波大学)

14.問い合わせ先
干 305-8572
茨城県つくば市天王台 1・1・1 筑波大学生命環境科学研究科内

<日本藻類学会第34回大会実行委員会>

τ芭L: 029-853-6656 FAX: 029-853-6614 
E-mai1: aIgae2010.tsukuba@gmail.com (極力 e-mailでご連絡下さい)
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日本藻類学会第 34回大会講演プ口ク‘ラム

3月20日(土)午前の部

A会場 (28411)

9:00 A01 スベリコガネモ (OLislhodiscus)の系統的位置につ 801 

いて :ラフィド藻網からぺラ ゴ蔀網へ
0中山|刷 l・山口|情代 1・甲斐厚 2・井上勲 1(1筑波大・

院 ・生命環境 2神戸大 .Jlli) 

9: 15 A02 無殻渦鞭毛藻 Cochlodiniul'lI.polykrikoidesの微細構造 802 
0岩沌光儀 l・GertHansen2・の'jvindMoestrup2 (1 山形大・

組 ・生物 2コペンハーゲン大)

B会場 (28412)

環境変動が褐部 アン トクメ(コンブ科)のフェノ

ロジーに与える影響

0寺田 竜太 l・湾野 尚 子 1・児玉昂幸 1・GI巴goryN. 

Nishihara2 (1腹大 ・水 2長大 ・151東シナ海環境セ)

褐藻ノコギ リモ クとクロメの光合成一温度関係
0村瀬 昇 1・吉田吾郎 2・鱒谷賢治 2・t?i本 俊也3(17J( 

}!E大学校 2水liJfセ瀬戸内水研 3広大 ・院 ・生物園)

9:30 A03 タイ ドプール性渦鞭毛藻 2極の分類学的再検討
。高容瑞・明日健k;!f: ( ;/七大 ・院五日・ I~I 然史)

803 光質が異な るLED照射によるアカモ クの光合成 と

生長
O~諸国 11煩司 ・ 村瀬 昇 ・ 野日:1 幹k;/f. 須田有!/ij/ì .上野俊

二l二郎(水産大学校)

9:45 A04 Periωachnium myxobrachium (放散虫)に共生する

Scrippsiella trochoidea (渦鞭毛務)

804 異なる府L濃度環境に生育するシオ グサ属藻類の生

耳目特性の比較
大金燕 i・鈴木紀毅 2.相聞 吉11自3・平山 裕美子 1.

加藤 勝利子 3・大塚攻 4.員!日秋刻p.中口和光 5・111

口修平 5・高橋工事 4・辻彰洋 1(1科博・植物 2東北大・

院 ・理 3宇都宮大 .J;~ ， 4広島大 ・|涜・生物園科学，

5広島大 ・生産)

10・00 A05 クロロフィル a，bを持つ緑色渦鞭毛藻類 Lepido・ 805

dinium chlorophorumの葉緑体起源探索 :11葉緑体

遺伝子配列データに基づく解析
。松本拓也 1・篠崎 xjftj2.千図友子 1・矢吹彬慾 1.

詰id下清貴 3.河地正仲 4・中山 剛 1.橋本哲男1.5・稲

垣 祐司 1.5 (1筑波大・院・生命環境 2筑波大・生物学類，

3海洋研究開発機構 4国JJ¥'HiJf.5筑波大・院・計算科学)

l0・15 休憩

10:30 A06 地中海産クロララクニオン諜の多様性 806 

0大田修平・MaonViprey・DanielVaulot (仏ロスコア研)

10:45 A07 クロララ クニオ ン競 P314株における巨大多核細 807 

胞の分裂過程の解明

。工藤敦子 1・石田健一郎 2 (1筑波大 ・生物学類，

2筑波大 ・院 ・生命脱税)

11:00 A08 アオコ形成ラン藻 Microcyslisαeruginosaにおけ る 808 

霞 ヶ浦水系固有系統if:(oの発見

。回辺雌彦 ・波返 信 (筑波大 ・|涜・生命環境)

11:15 A09 霞ヶ浦に発生 したアオコの微生物群集構造解析 809 
0"国務省'}Jn1.二渡辺、J11.制山 宗彦 1・jjf{田 健 ー2• 

白井誠 1(1茨城大 ・伐， 2 f:1城大 ・楽)

11 :30 A10 沿岸環境サンフ。ル中におけ るラ ビリンチュラ類の 810 

梢成属調査法の検討
。上田 真由美 i・本多大i/ij/i2(1 Ef1南大 ・|涜・自然科学，

2 1~3南大・理コー )

。早川 雄一郎・ 古川 仲裁・大城香 ・相/1谷充仲(:福チ|

県立大 ・海洋生物資源)

コアマモ種子発芽におよぼす水温の影響
。森日|晃央 1・国分 秀樹 2・富松国美 3・J隊;J:J:f/t;l秘 3.

倉島彰 4・前川 行幸 4(1三重大・社会迎携研究セ ンター，

2三重県 ・水産研究所 3三重大 ・生物資源 4三重大 ・

院 ・生物資源)

松江市近郊のため池における車取h藻類の分布及び

季節的消長

。曽問予定利香 ・大谷修司(島根大 ・教育)

富士北酷，山中湖における水中の光環境と水草類 ・

フジマ リモの分布下限水深
。芹津 (松111)稿!日11・安田若手i/ij/i1.中野 |監志 i・]宇津

立1]比古 2 (1山梨県環境研 2山梨大 ・教育)

特別天然記念物「阿寒湖のマ リモ」の保全対策ー

その現状と課題
。若菜勇 l・中村 圭吾 2. 中 II~自信美 3 ・ 111田浩之 4 .本

間 1~'1i 5・|壬l才:!1ff:iit6・長田啓 7 (1却1/路市教委・マリモ砂f，
2 医|交省 ・ 砂防計画謀 3 医l窃'Hilf ・ ~E物閤環境 4 北大 ・

}];1学研究院 5文化庁 ・記念物語11，6道教育庁・文化・

スポーツ諜 7環境省・自然環境計画需品)

山形県小波渡漁港における海蔀植生の季節変化と

流動環境
Ol/Z野央 1・粍l谷 和寿 l・桜井克l陰2・藤聞大介 2 (1 LLi 

形県水産試験場 2東京海洋大学 ・応J'I同i鎖)

Maximull1 algal richness is correlated to the 

characteristics of breaking wav巴S

ONISHIHARA， Gregory N.1・TERADA，Ryuta2 (1長崎大

学 2脱児島大学)
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3月20日(土)午後の部

A会場 (28411) B会場 (28412)

12:45 A11 渦鞭毛藻感染性 ウイルス HcDNAVと既知ウ イル 811 コンク リー トブロック礁上 における海藻植生の経

ス群との系統学的比較 年変化について
。長崎慶三 i・1豊田健介 1.中山奈津子 1・外丸総司 1. 。村岡大祐 l・坂見 知子 l・奥村 裕 1・玉置仁2(1水研

白井菜子2・Jean-MichelClaverie 3 .緒方博之 3(1瀬 セ東北水研 2石巻専修大)

戸内水研 2前瀬戸内水liJf.3仏 CNRS)

13:00 A12 褐蕗ア ミジグサ@ハイオオギ属の分類学的再検討 812 人工基盤上カ ジメ群落の長期モニタ リング
。孫 J志民 l・羽生田岳H自1.田中次郎2・川井浩史 l 。青木優和 ・土屋泰孝 ・佐藤蕎彦 ・品川 秀夫(筑波大・

(1神戸大 ・内海域セ，2*京海洋大) ド回|臨海)

13:15 A13 褐諜ムチモ類、特にヒ ラムチモ (Cutleriamultifid，α) 813 九州産 ホンダワ ラ類幼体の付着器からの再生能と

の分子系統学的解析と 系統地理 埋没耐性の比較
句 11井浩史 1 . 小岸圭太 1 ・ 羽生 |王| 岳 H百 1 . 新~:I二章吾 。吉田吾郎 1.島袋寛盛 1・荒武久道2・秋本恒基 3. 

2・北山 太樹3・W巴ndyNelson 4・AlexandreMein巴SZ5 • 中島泰 4・八谷光介 5・吉村拓 5 (1瀬戸内7l<liJf，2宮

Kostas Tsiamis 6・AkiraF. Peters 7 (1神戸大 ・内海域 附水試 3福岡水技セ 4オフィス MOBA， 5西水研)

セ， 2 (株)海藻研，31;!l1立科博， 4 NIWA， NZ， 5 Univ 

Nice， France， 6 Univ. Athens， Greece， 7 Bezhin Rosco， 

France) 

13:30 A14 沖縄県破名城 に生育するアオサ諜綱カサノ リの季 814 鹿 児島県沿岸磯焼け域での藻場形成 とホンダワラ

節消長 類の耐砂性
松川 愛未 !・ 堤敏郎2.香村 長引E13.石川依久子 4• 円11俣茂 1.吉満敏2・猪狩忠光 2.徳永成光2・田中

平t:1:t1晴朗 5・田端重夫 5.0)唱団結1I(1お茶大 2那覇 敏博 3(1水総研セ水工研 2鹿児島水技セ 3鹿児島県

港管理組合，3 ì中総務l~科学センタ ー 4 理研 5 いで 水産振興諜)

あ(;株))

13:45 A15 洞窟の照明下で生育する気生緑藻類 815 宮崎県串間市沿岸における藻場と磯焼けの維持機
。半|王|信司 1・大村 嘉人2・川村 宗弘 3.吉村和l正]. 構
阿野裕司 3(1広島県環境保健協会 2科博 ・植物， 。荒武久道 1・佐島圭一郎 1.渡辺耕平2・吉田吾郎3

3111日産技セ) (1宮崎水試 2西日本オーシャン リサーチ 3瀬戸内海

水研)

14:00 A16 捕食性原生動物を用いたミ ドリ ゾウ リムシ共生藻 816 日本新産種 Sargassumdenticarpum (褐藻綱 ・ヒパマ

および自 由生活藻の細胞内消化耐性の検討 タ I~I )の形態 と分布
。早川 昌志 l・芝!野郁美 i・洲11筒f政{II'2 (1神戸大 ・理 ・ 。鳥袋寛盛 ・ 川;fl~昌子 ・ 浜口 昌 巳 (瀬戸内水研)

生物 2神戸大 ・続理 ・生物)

14:15 休憩

14・30 A 17 ChlolVl'I1onas augllsfaιC.serbinowiiおよび Gloeomonas- 817 高知県黒湖町地先における ウニ類 除去に よる藻場

clade 5種(オオ ヒゲマ ワリ 目，緑藻綱)の鞭毛装 の再生 とその有効期間

置構造の進化 。日:I ~:I:野 清 也 1 ・ 林芳弘 1 ・ 石川 徹 1 ・ 尾崎憲二 2 (1 高

。波過信 1・野附久義2・利lEEI崇志 3(1 'i富山大・|涜Jm工， 7、[J水試 2~lit ì仰11] 役i場)

2東京大 ・|涜迎 3慶大 ・先端生命日f)

14:45 A18 単細胞性緑藻 Chloromon.aspseudoplatyrhynchaのピ 818 魚類の食害防除に よるホンダワラ類の生長生残の

レノイド構造 と系統上の位置 変化
。松111奇令 l・仲間崇志2・原俊明 3・野崎久義 1(1東京大・ 。八谷光介 ・清本館j夫 ・吉村 拓(西水研)

続耳p.・生物科学 2慶大 ・先端生命日f，3山形大 ・理 ・

生物)

15:00 A19 コナミ ドリム シ (Ch.lamydomon.asreinhm・dfii)およ 819 鉄 と腐 植物質(フ ミン酸 ・フルボ酸)が赤潮藻類

び近縁藻類の分類学的研究 の増殖に及ぼす影響

。仲間崇志 ・新川 はるか ・伊藤卓朗 ・冨悶 1m (慶大・ 。福附康司 1・内藤佳奈子2・津山茂樹 1.今井一郎3

先端生命研) (1京大 ・院 .J~!J;， 2県広大 ・生命環境 3北大 ・|涜・水)

15:15 A20 緑藻 lゐIvox属 Merrillosphaeraif(iの l新種 820 淡 水 紘 藻 BOfryococcusbraunii における 13Cグ ル

。野崎久義 1.A. W. Coleman2 (1東京大 ・理 ・生物， コースを用 いた トリ テルぺノイド合成経路の検討

2ブラウン大学) 。石松 純 1・松浦裕志 1・平川 泰久 1.佐野友春2・彼

谷邦光 1・波治信 I(1筑波大学 2匡l立環境研究所)

15:30 A21 接合藻 ヒメミカヅキモのホモタリック株における 821 緑藻 Botryococc川 braunIIの炭化水素生産能の向上

「性」の発見 に関する最適化条件の検討
。土金勇樹 l・土産美紀 1・日向 淑盟、 i・関本弘之 Z 。矧王|英美江 ・坂本幸玉jZ.馬場将人 ・鈴木石根 ・波

(1日本女子大 ・型 ・物生 2日本女子大 ・|涜 ・型) 溢信 ・白岩普1等(筑波大 ・院 ・生命環境)
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ポスター会場 (2C404，2C41 0) 
15:50-17:20 ポスター集中討議(奇数番号)

ポスター会場1(2C404) 
P01 日本産Leptofauchea属植物の分類

。鈴木雅大 1・橋本哲男 2・寺田竜太3・林綴美4・吉崎誠 1(1東邦大・理， 2筑波大・院・生命環境， 3鹿大・水産， 4台湾海洋大)

P03 褐藻マツモ属 (Analipus)の分子系統学的解析
。石111彰造 l・阿部剛史 2・川井浩史3・小亀一弘 1(1北大・院理・自然史， 2北大・総合博物館， 3神戸大・内海域センター)

P05 小笠原のアントクメ(褐藻綱)について
北山太樹(国立科博)

P07 日本産シヤジクモ科藻類の多様性情報データベース構築に向けて
0坂山英俊 l・伊藤元己 2(1神戸大・院・理・生物， 2東京大・院・総合文化・広域システム)

P09 Morphological and phylogenetic studies on a hot spring cyanobacterium， Mastigoclad凶 laminosus
OKhin Myat Soel・YoshiakiH紅 a2・JunYokoyama2 (1山形大・院・地球共生圏科学， 2山形大・理・生物)

P11 Chlorococcum属およびその近縁属(緑藻綱)の系統
。渡逃健司・般坂友子・高梨雅吏・渡遜信(富山大院・理工・生物)

P13 クリプト藻Chroomonas属藻類のピレノイドへのチラコイド陥入様式
。山口晴代・中山剛・井上勲(筑波大・院・生命環境)

P15 水面浮揚性黄緑色藻の一培養株の分類学的位置と浮揚様式
。平美砂歌・野水美奈・中山剛・井上勲・石田健一郎(筑波大・院・生命環境)

P17 不等毛藻Aurearenaにおける好オスミウム小胞の局在と細胞質分裂
。甲斐厚・川井浩史(神戸大・内海域)

P19 黒潮及び対馬暖流域の Neoceratium属渦鞭毛藻類の出現種とその分子系統学的研究
。高野義人 1・岩滝光儀 2・堀口健雄 3・松岡数充 1(1長崎大・環東シナ海洋セ， 2山形大・理， 3北海道大・院・理)

P21 沖縄県沿岸のピコ真核植物プランクトンについて
。新垣陽子 1・穴原知英 1・加藤頭記2・須田彰一郎 1(1琉大・理・海洋自然， 2琉大・熱生研)

P23 貝類寄生藻ノ号ーキンサスへの遺伝子導入に用いる薬剤選択系の開発
。松崎素道 l・野崎久義2・北潔 1(1東大・院・医・生物医化学， 2東大・院・理・生物科学)

P25 ラン藻Synechocystissp. PCC 6803のヒスチジンキナーゼ SphSとSphUの相互作用解析
。木村聡・白岩善博・鈴木石根(筑波大・院・生命環境)

P27 二分裂型トレボキシア藻の細胞壁合成と娘細胞接着による糸状化
。山本真紀 l・半田信司 2・宮村新一 3・南雲保4・河野重行 5(1専修大・自然科学研， 2 (財)広島県環境保健協会， 3筑波大・

生命環境， 4日本歯科大・生物， 5東大・院・新領域・先端生命)

P29 日本全国のダム湖における植物プランクトンの網羅的調査
。新山優子 l・辻彰洋 l・一柳英隆2・高村典子 3 (1国立科学博物館・植物， 2ダム水源地環境整備センター， 3国立環境研究所)

P31 松江市近郊の不耕起水田と耕起水田における淡水藻類相の比較研究
。長谷川孝太 l・大谷修司 2(1島根大・院・教育， 2島根大・教育)

P33 炭化水素産生緑藻ボトリオコッカスの自然界における季節的消長
。黛裕介 1・高橋春瑠香 1・河地正仲 2・出村幹英2・白岩善博 1・井上勲 1・田辺雄彦 l・彼谷邦光 1・渡遺信 1(1筑波大・院・

生命環境， 2国環研)

ポスター会場2 (2C410) 
P35 環境省モニタリングサイト 1000沿岸域調査における藻場のモニタリングと展望

。寺田竜太 l・川井浩史 2・田中次郎 3.坂西芳彦 4・倉島彰 5・村瀬昇 6・吉田吾郎 7.中111雅博 8・熊谷直喜 8・島袋寛盛 9.

藤田道男 10・脇山成二 10・水落朋子 10 (1路大水， 2神戸大内海域セ 3海洋大海洋科学， 4北水研， 5三重大院生資， 6水大校，

7瀬戸水研， 8国際湿地保全連合， 9国際湿地保全連合(現:瀬戸水研)， 10環境省生物多様性セ)

P37 和歌山県白浜町臨海海岸における打ち上げ海藻類の季節変化
0木寅佑一朗 1・津山茂樹2・鯵坂哲朗 2 (1京大・農， 2京大・院・農)

P39 表面形状の異なるカキ殻ブロックにおける海藻植生の遷移
。細矢玲奈 1・鈴木平吉 I・伊猿田紀子 2・藤田大介 1(1東京海洋大学・応用藻類， 2五洋建設(株))

P41 室内培養における紅藻フサノリの最適培養条件
藤田大介・ 0藤原一恵(東京海洋大学・応用務類)

P43 千葉県沖の島産紅藻ミリンの黄化と栄養塩添加による体色改善
藤岡大介・ 0小林美樹(東京海洋大・応用藻類)

P45 神奈川県江ノ島(基準産地)におけるコトジツノマタの季節的消長と興定個体の生長
。鈴木平吉・細矢玲奈・前田高志・能登谷正治・藤田大介(東京海洋大学・応用藻類)

P47 クロメの生育に及ぼす温度，光量，塩分の影響
。馬場将輔((財)海洋生物環境研究所)

P49 海藻類CDM貫誼のための模擬事業場における海藻栽培
。申宗岩 1・徐台美 l・朴光錫2・朴憲字 2・玉政王室 3・鄭翼数 4(1全南大・海洋技術撃部 2浦項産業科墾研究院， 3釜山大・

海洋研究所， 4釜山大・地球環境システム挙部)

P51 磯焼け海域に移植したツルアラメの生育
。林裕一 1・能登谷正浩 2(1岡部株式会社， 2東京海洋大・応用藻類)
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P53 褐藻ネジモクの分布
。岩尾監紀 i ・ 倉島彰 i ・ 奥田まき 2 ・ 斎藤洋_ 3 ・ EEI中次郎 4 ・ l~ÿ木俊布 1 5 ・ 前川 行幸 1 (1三重大院・生物資源 2三重県度会郡，

3鳥羽市水研 4海洋大 ・藻類 5筑波大 ・下回!臨海実験セ)

P55 高知県沿岸に生育する南方系ホンダワラ類の季節消長 と温度に対する生育特性
0原口展子 1・平岡雅規 2・村瀬昇 3・井本善次 2・奥田 _t;(il(1高知大・|涜・黒潮l圏 2高知大・総合セ・海洋生物 3水産大学校)

P57 鹿児島県桜島におけるホンダワラ属 4種の季節変化と生長特性
0土屋勇太郎 i・Gr巴goryN. Nishihara2 .寺日|竜太 1(1鹿大 ・水 2長崎大 ・蹴東シナ海セ)

P59 ホンダワラ類の衰退期における植食性魚類ノ トイ スズミの胃内容物の変化

。八谷光介 ・清本節夫 ・吉村拓(凶水研)

P61 中国青島産グリーンタイド Ulvasp.とスジアオノリ U.prol(向αの培養下における分枝頻度の比較
0平阿君m規 l・岩崎大地 1・朱文栄 2・馬家海 3 (1高知1大・総合セ ・海洋施設 2象山旭文海務開発 3上海海洋大)

P63 移植 した リュウキュウスガモ (Thalassiahemprichii) の地下茎の仲長について
0野中圭介 1・久保田康裕 2 (1 i中縦環境調査(株)， 2海洋プランニング(株)) 

A会場 (28411)

17:30 -18:30 総会

第2エリア 28棟 1階 大 食 堂

18:40 -20:40 懇親会

3月21日(日)午前の部

A会場 (28411) B会場 (28412)

9:00 A22 微細藻の鞭毛挙動をみる 822 ジベレ リンによる褐藻ワカメ ・カジメ配偶体の成
0石川 依久子 ・宮脇敦史(理研 ・細胞機能傑索技術 熟促進
開発チーム) 。倉鳥彰 ・前川 行幸(三重大|坑 ・生物資源)

9: 15 A23 クリプ ト藻 Pyrenorn.onashelgolandiiの外部刺激に 823 高浸透圧処理による緑藻ノ、ネモの配偶子放出誘導

対する鞭毛反応について 。峯 一朗 1・尾崎 9;[1栄 2・奥田 一雄 1(1高知大 ・|坑・

。山岸隆博 ・川井 浩史(神戸大 ・内海域セ) 黒潮|劃 2高知大 ・理 ・生物科学)

9:30 A24 電子線 トモグラ フィー法を用いた褐藻エゾイ シゲ 824 ヒラ アオノ リの成熟制御機構に関する研究

の細胞質分裂における膜構造変化の解析 。田中未来 ・桑野和可(長崎大 ・院 ・生産科学)

。長里千香子 1・梶村直子 2.植木知佳 3・降雪芳宣". 

本村 泰三 1(1北大 ・北方セ 2大阪大 ・超高圧電顕セ，

3新日銭 ・先端研 4兵庫県大 ・院 ・生命理学)

9:45 A25 褐藻アミジグサにおける細胞質分裂時に形成され 825 ヒラ アオノリで見られるオルガネラ遺伝の多様性，

るplasmodesmataの微細構造解析 母性遺伝，父性遺伝，向性遺伝

。寺内真 L 梶村直子 2 長里千香子 3 Christos 。今泉慧子 l・茂木祐子 1・畠山 陽子 1・宮村新一 2• 

Katsaros4，降雪芳宣三本村泰三 3 (1北海道大 ・院・ 桑野手口可 3・河野重行 1(1東大 ・院 ・新領域 ・先端i生
環境科学 2大阪大・超高圧電顕セ 3北海道大・北方セ， 命 2筑波大 ・院 ・生命環境 3長崎大 ・院 ・生産科学)

4アテネ大・ 生物 5兵庫県大 ・|涜・生命理学)

10:00 A26 有殻アメ ーパ Paulin.ellaChrOmalOphorαにおける新 826 ヒラアオノ リで見られる接合初期のオルガネラ排

j品目投のi構築様式 除と葉状体発達過程のオルガネラ選択
0野村真未 l・中山 卓郎 2・石田健一郎 2 (1筑波大 ・ 。佐藤康太 1・茂木祐子 1・宮村新一2・桑野和可 3.

生物学類 2筑波大 ・|坑・生命環境) 河野 重行 1(1東大 ・院 ・新領域 ・先端生命 2筑波大 ・

院 ・生命環境 3長崎大 ・院 ・生産科学)

ポスター会場 (2C404，2C41 0) 
10・30-12:00 ポスター集中討議(偶数番号)

ポスター会場 1(2C404) 
P02 Obs巴rvationson th巴m加'inered algal Family Gracilariaceae around Hakata Bay， northern Kyushu， Japan 

ONarongrit Muangmai 1・YukimasaYamagishi2・RyutaTerada3 • Shigeo Kawaguchjl (1九大 ・段 2福山大 ・生命工 3鹿大 ・水)

P04 褐藻カヤモノリ目フクロ ノリ属の一種の形態と分類
。岡元悠太 ・田中次郎(東京海洋大 ・院 ・藻類)

P06 北関東沿岸における褐藻ワカメ集団の遺伝的分化の解析
。江村望 i・森田晃央 2・倉島彰 2・上井進也3 (1新潟大 ・|涜・自然科学 2三重大 3新潟大 ・理)
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P08 日本におけるヒメフラスコモ類N舵助ル~lis∞mplex (αaraIes， Charophy;ωae)の遺伝的多様性と分類に関する研究
。西山未理 l・坂山英俊2・渡溢信 1(1筑波大・院・生命環境， 2神戸大・院・理)

P10 地衣植物 Cladoniaのphotobiontに関する研究
。平田悦也・中野武登(広工大・院・環境学)

P12 氷雪藻Ancylonemanordenskioeldiiに近縁な日本新産Heterothrichopsisviridisの形態と系統および分類学的な扱い』こ
ついて

0安冨友貴 1・半田信司 2・中原一坪田美保3・向井誠二 3・坪田博美 3{I広島大・院・理・生物科学， 2広島県環境保健協会，

3広島大・院・理・宮島自然植物実験所)

P14 PCR-RFLP法による海産浮遊性珪藻 Ch田 tocerosEhrenbergの種識別
0豊田健介・外丸裕司・長崎慶三(水産総合セ・瀬戸内水研)

P16 淡水産黄緑藻Pseudostaurastrumenorme (RaIfs) Chodatの分類学的検討
。須谷島之 1・大谷修司 2(1島根県立出雲商業高校， 2島根大・教育・生物)

P18 土壌性の Paraphysomonas属(黄金色藻綱)と渦鞭毛藻類の分類学的研究
。花房友香里 1・高野義人2・堀口健雄 1(1北大・院理・自然史， 2長崎大・環東シナ海洋セ)

P20 沖縄島沿岸から分離された Gambierdiscus属種について
Sh油，Md. Mahfuzur Rahman 1・加藤亜記 2.0須田彰一郎 3(1琉大・理工学研究科， 2琉大・熱生研， 3琉大・理・海洋自然)

P22 有殻アメーパPaulinellachromatophoraにおいて発見された核コード有色体遺伝子
。中山卓郎・石田健一郎(筑波大・院・生命環境)

P24 淡水産アオノリ Ulvalimneticaを用いた淡水誘導性遺伝子の単離と発現解析
0市原健介 1・鳥田智 2(1北大・理学院， 2お茶大・人間文化)

P26 海藻由来酸性多糖類の化学修飾による構造と抗酸化作用の変化
。中田礼子・吉江由美子(海洋大)

P28 コンブおよびワカメのレーザー分光法を用いた細胞周期の解析
0荻田信二郎 1・山村理恵 l・野村泰治』・加藤康夫 I・松村航 2{I富山県立大学， 2富山県農林水産総合技術センター)

P30 中海における過去 100年間の藻類群集の変化ープランクトンデータおよび堆積物中の遺骸群集からー
虞瀬孝太郎 1・0大谷修司 2・後藤敏_3・香月興太4・瀬戸浩二 I{I島根大・汽水域セ， 2島根大・教育， 3近畿大・医学， 4

高知大・コアセンター)

P32 大気降下物より単離された気中珪藻類
。溝淵綾 1・半田信司 1・中野武登 2{I広島県環境保健協会， 2広島工大・環境)

ポスター会場2 (2C410) 
P34 山形県女鹿漁港及び早田漁港における藻場の海藻の種組成と現存量の季節変化

。桜井克聡 I・平野央2・粕谷和寿2・藤田大介 I{I東京海洋大学・応用務類， 2山形県水産訴験場)

P36 三重県尾鷲市賀田湾の海藻植生
。倉島彰 1・森田晃央 I・岩尾豊紀 I・鈴木望海2・竹内大介3・JII崎泰司 3・前川行幸 1(1三重大院・生物資源， 2 (有)ダ

イビングテクノ， 3尾鷲市水産農林課)

P38 Waves and functionaI form influence由eaIgal richness of the intertidal zone 
ONISHIHARA， Gregory N.I・叩RAOA，Ry脚.2{I長崎大学， 2鹿児島大学)

P40 海洋深層水で培養したモカサ属 1種の生長と成熟
藤田大介・ 0渡辺梨里(東京海洋大学・応用藻類)

P42 館山市沖ノ島における紅藻ミリンの世代別海中育成と近年の減少について
藤田大介・ 0岩館教博・小川晃弘・井上大輔・細矢玲奈(東京海洋大学・応用漢類)

P44 Physiology of the red aIga， Gracilariopsis bailiniae Zhang et Xia， as a function of environmentaI factors and nutrient sources 
o Rhea Joy Carton・Mas組出Notoya・OaisukeFujita (東京海洋大・応用藻類)

P46 青野川に生育する 5種の汽水性紅藻類の分布について
藤田隆夫 1・鈴木雅大2.0吉崎誠 2:(1日大習志野高校， Z東邦大・理)

P48 ホソメコンプの初期発生における栄養塩濃度と流速の関係
津田藤典 1・0秋野秀樹2・高橋和寛2・蔵田護 2(1道立釧路水試， Z道立中央水試)

P50 ツルアラメ養成藻体移植による藻場形成
。林裕一 1・矢田大輔2・染川勝英2・能登谷正治 3(1阿部株式会社， 2長崎県平戸市役所， 3東京海洋大・応用藻類)

P52 フシスジモクの付着器からの栄養繁殖
。林裕一 1・藤川義一2・能登谷正浩 3(1阿部株式会社， 2青森県水産総合研究所， 3東京海洋大・応用藻類)

P54 鹿児島県長島と桜島におけるヒジキの季節的消長と温度耐性
。天野裕平I・土屋勇太郎 I・G問 goryN. Nishihara2・寺田竜太 1(1鹿大・水産， 2長大・環東シナ海セ)

P56 高知県におけるホンダワラ類の分布様式一波当りの強さとの関係について一
。田中幸記 l・川俣茂 2・岡井野清也3・原口展子4・平岡雅規S(1財)黒潮生物研究所，高知大・院， 2水産総合研究センター，

3高知県水試， 4高知大・院，S高知大・総研セ)

P58 ガンガゼ優占域に移植したホンダワラ類と加入した幼体の減耗要因
藤田大介 1.0尾形梨恵 1・中岡敬子 1・高木康次2・御宿昭彦 1(1東京海洋大学， 2静岡県水産技術研究所伊豆分場)

P60 静岡県，御前崎の緑藻相と気温・水温の長期的変動
。芹津知比古 1・芹津(松山)和世 2(1山梨大・教育， 2山梨県環境研)
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P62 広島県因島大浜UIJのグリーンタイド形成アオサの分類と生態
。IlJ岸幸正 1・垣本{住者 2・岡勇i締1・郷力皮浩 1・三輪泰彦 1 (1福山大 ・生命工 2福山大 ・院 ・工)

P64 湯ノ 湖におけるシヤジクモ類の保全を目指 した分布と生態の解明

:高田備紀子¥， 2 0塚田早紀 1 津田洋平 ，小暮 はるか，白岩 善 博 三 渡迫信 3 (1筑波大・生物学類， 2 (株)エス・

エム ・エス 3筑波大 ・院 ・生命環境)

3月21日(日)午後の部

A会場 (28411) B会場 (28412)

13:00 A27 配列組成の極端な変化によるモデ、ル不整合が分子 827 Variations in th巴phlorotanninlevels in the Sargαssum 

fusザormeand Sargasswn thunbergii (Phaeophycea巴)

13:15 A28 

系統解析に与える影響について
。石川奏太 1・稲垣祐司 1.2.神川龍馬 l・田辺品史 1.

橋本哲男1.2 (1筑波大 ・院 ・生命環境 2筑波大 ・計

算科学研究セ)

クロララクニオン高'liLotharellaαmoebiforl1lisのヌク

レオモルフゲノムに関する比較解析

O I~1戸秀 1 . 遠藤箆子 2 ・ "1" 111 卓自IP ' 平川 泰久 2 ・ 4、

池さやか 3・石田健一郎 2 (1筑波大 ・生物学類 2筑

波大 ・院 ・生命環境 3金沢大 ・|涜.gl然科学)

oGraczyk-Raczynska Monika Zofia .田中次郎(東京海

洋大学 ・|涜 ・海洋科学技術研究科)

828 フコキサンチンに着 目したオキナ ワモズクの有効

利用
。三瀬武史 1・上回消fj1・須藤裕介 2・安元健 1 (1沖科

技振興セ 2沖水海研セ)

13:30 A29 クロララクニオン藻の核コ ー ド葉緑体タンパク質 829 板 こんにゃくに入っている海藻粉，海草粉とは何

(RubisCO small subunit)がもっ新規輸送シグ、ナル か
配列の機能 。'俄|日l邦雌 l・鈴木雅大 2・吉附誠 2 (1千葉県立土気

。平}II泰久 ・石田健一郎(筑波大 ・院・生命環境) 高校 2耳切11大 ・理)

13:45 A30 寄生性渦鞭毛藻ノ号ーキンサスのミ トコン ドリア遺 830 メコン)11流域で、の食用淡水藻調査(続報)

伝子に見出されたフレームシフ トを伴 う遺伝子発 鯵坂哲朗(京大 ・院 ・農)

現系
0増任1:りJ・松崎索道・北潔(東大・院医 ・生物医化学)

14・00 A31 ス 卜ラメノパイ ル類における翻訳伸長因子遺伝子 831 盟竃(しおがま) 神社末社，御也(おかま)神社

の進化 の藻塩焼神事
0事l'川 龍馬 ・橋本哲男 ・稲垣 祐司(筑波大 ・院 ・生 0演|日仁 1・木村光子 2・村|時大祐 3 (1富山大 ・医，

命環境) 2 (材、) 100， 3水研セ東北水研)

総合研究棟A110 
14:30 -15:00 受付

15・00-17・00 公開シンポジウム 「未来を拓く藻類エネルギー」

15:00 -15:30 藻類エネルギー開発の重要性と必要性

渡溢イ言(筑波大 ・|涜・生命環境)

15:30 -16:00 炭化水素を産生する藻類ボト リオコッカス

。河地 IE伸 l・渡治信 2 (1国立231境研究所 2筑波大・院 ・生命環境)

16・00-16・30 トリ グリセ リドを産生する海産珪藻類の探索

田中剛(東京農工大院 ・工)

16・30ー 17:00 藻類エタノ ール;増産に向けたシンセティックバイオエンジニア リング

近藤昭彦(神戸大 ・|涜 ・工)
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口頭発表要旨

A01 0中山剛山口 11育代甲斐 厚 2 井上昇~J I .スベリコ

ガネモ(0 listhodis c IlS ) の系統的位i置について:ラフィド藻

網からペラゴ、藻網へ

スベ リコガネモ (OlωIhodiscω luteus) は砂浜などに生育す

る単純l胞 自由遊泳性の藻類である。細胞は扇平で腹面から前

後に伸びる 2本の鞭毛をもち，黄褐色の側!院性葉緑体を複数

もっている。この生物は当初，黄緑藻綱に分類されていたが，

アカシオモ (Heterosigma) と混同されていた時期があり，そ

の分類学的位置は混乱していた。その後，原記載に合致する

株が確立され，これを用いた研究から本種はラフィド藻綱に

分類されるようになった。 しかしその微細梢造学的特徴には

他のラフィド藻には見られない特異な点があり，スベリコガ

ネモの系統分類学的位置については再検討が必要である。そ

こで本研究では，微細構造学的観察に加えて分子系統学的解

析を行い，スベリコガネモの系統学的位置について調査した。

18S， 28S rDNAの分子系統解析か らは，スベ リコガネモが

ラフィ ド説綱には含まれず，むし ろペラゴ藻綱に近縁である

ことが示唆された。本種には薄い組|胞外被(テカ)が存在す

ることが再確認されたが この特徴はオクロ植物(不等毛植

物)の中ではペラゴ藻綱のみに見られる特徴である。さらに

鞭毛装置における Rlの配行もぺラゴ藻綱の特徴を示す。ま

た葉緑体周辺区画が陥入するピレノイドは，ペラゴ藻綱の姉

妹群であるディクティオカ藻綱に見られる特徴であり，この

ことは本種がぺラゴ藻綱内で初期に分岐した生物であること

を示唆 してい る。以上の結果から，スベ リコガネモはぺラゴ

藻綱の新|三|・新科として扱うのが妥当であると考えている。

('筑波大 ・院 ・生命環境，2神戸大 ・盟)

A030高容瑞 ・明日健s;f[': タイドプール性渦鞭毛ì~i 2輔の分

類学的再検討

渦鞭毛瑛の中にはタイ ドプールに特異的に生息し，大量

に繁殖してブルームを形成する極がいくつか知られている。

Gymnodinium pyrenoidosumとSC/・ippsiellahex，αpraecingulaもそ

のような渦鞭毛誌類でいずれも 1980年代に記載された。記

載時には，当時の形態的な分類基準に従ってそれぞれ所属す

る属が決定された。 しかしながらその後，分子系統解析結果

に基づき Gyrnnodinium属の再定義がおこなわれるなど，既存

の属について分類の再検討が活発におこなわれている。そこ

で今回は，分子系統解析などをおこないこれら 2極の分類学

的再検討を行った。

神奈川県のタイドプールより単離した G.pyrenoidosum 2株

とS.hexapraecingulaの 2株について， 18S rDNA取基配列を

決定し，さらに透過型電子顕微鏡により微細構造の観察を

行った。分子系統解析から， S. hexapraecillgulaは淡水産の

Peridiniopsis属のタイプ種 P.borgeiと単系統を形成するこ と

が示された。G.pyrenoidosumは Gym.nodi川 um属のタイプ種

Cメuscumとは系統的に離れており，むしろ S.hexaprαecingulα 

を含むクレードと の近縁性が示された。S.hexαpraecingulaは

P. borgeiと鎧板の配列が異なっているが，系統的にごく 近

縁であるこ と，微細構造に多くの類似が見られるこ とか ら，

Peridiniopsω属に移すことが妥当であると結論した。一方，

G. pyrenoidosumは他の鎧板の無い各属とは，やjs:表の条線や

apical grooveを欠くこと，眼点やピレノイドの梢造などによ

って区別される事から事IT属を設立することを提唱したい。

(北大 ・院理 ・自然史)

A020岩滝光儀 I• Gert Hansen2 • 0jvind Moestl・lIp2: 1!l~殻渦鞭

毛藻 Cochlodiniul1lpolykrikoidesの微細構造

1!l~殻渦鞭毛藻 Cochlodiniwn fJolykrikoidω は魚類艶死を 引き

起こす有害赤潮原因種で，分子系統解析析-カか当らは C.βルdν凶esκιcel加Eω仰n凡1，白

と近縁であることがわかつているものの，これらに類縁のあ

る渦鞭毛藻は不明である。本研究では類縁種と系統的位置の

推定を目的としてC.fJolykrikoidesの微細構造，特に上錐織

と鞭毛装置構造を走査電顕と透過電顕で観察 した。本種の上

錐満は U字型で狭義の Gymnodiniumのものと形状は似るが，

上告mにも浅い縦満が腹面より細胞左側へとやjlび，背面で上錐

檎と連結する。出111胞内の観察では，光学顕微鏡下でも上錐背

面に確認される赤色頼粒は，葉緑体内に頼粒が並ぶ典型的な

眼点であることがわかった。核膜には通常の核)J英孔が観察さ

れ，狭義の Gymnodiniumか ら報告されている 小胞 (nllcl巴aI

chamber)は見られない。 2つの基底小体は約 lμm離れてお

り， src (striatecl root connectiv巴)と R4により連結する。鞭毛

装置と核を接続する NFC(nllclear fibrolls connective)は無いが，

核のー音11が鞭毛装置へ伸長 し， 電子密度の高い層を介して

RIと背而側で接続する。本種の鞭毛装置構造の特徴として，

太〈縞模様のある vc(v巴ntralconnectiv巴)が RIの腹面側よ り

細胞後方へややび、ることが挙げられる。数種の無殻渦鞭毛藻で

は細い vcが縦鞭毛の移行部周辺に接続することが報告され

ているが，本種と 同様の vcの特徴は無殻渦鞭毛藻 Akashiwo

sanguineaから報告があるのみである。

('山形大 ・理 ・生物 2コペンハーゲン大)

A04大金京 I 鈴木紀毅 2・相田吉昭 3 平山 裕美子 I 加藤

摩利子 3・大塚攻 4 • ~l!l l 秋雄 5 .中口和光 5・LIJ口修平 5 高

橋卓 4 辻彰洋 1・PeriCl1・'achniul1ll1lyxobrachiul1l (放散虫)に

共生する Scrippsiellatrochoidea (渦鞭毛部)

放散虫は海洋性プランク トンで， リザリ アに属する。二酸

化ケイ素や硫酸ス トロ ンチウムの骨格を持つ。多くが共生

藻類を持つ。Periarachniummyxobrachiumは放散虫の一種で，

産出記録が 10例に満たず，非常に珍しい。 また，ゼラチン

質の出!日胞質や，細胞質内の長円形の褐色粒などを持つ I唯一

の種である。本研究の 18SrDNAを用いた分子系統解析の結

果，褐色粒は渦鞭毛藻の Scrippsiellatrochoideaと分かった。

試料は，奄美大島北西沖 (28023.582N，129012.834E)で，水

温24.70C，塩分濃度 34.4PSUの表層海水から採集した。 こ

こから P.myxobrachium 1個体を拾い出し， 99.9%のエタノ

ールで 3カ月保管 した。その後，褐色粒の入った細胞質外質

を切り出して DNAを抽出， PCR法で 18SrDNAを増幅した。

PCR産物から， 18SrDNAの頃基配列を特定した。

類似の塩基配列を DDBJから検索したところ， S. trochoidea 
の 18SrDNAが 100%一 致した。 ここから， 褐色粒は S

tl町 hoideaと考えられる。

褐色粒の形状は，遊離状態の S.Irochoideaと異なる。放散

虫の共生藻類は coccoiclformとい う特殊な形態を示すので，

褐色粒も P.myxobrachiumに共生していると思われる。

また，宿主の P.myxobrachiumは外洋域に分布するのに対

し，S. trochoideaは沿岸性で，両者の分布に違いがある。 こ

の解釈として， S. trochoideaは放散虫に共生することで外洋

へ分布を広げている，ある いは褐色粒が， 18Sでは区別でき

ない S.trochoideaの crypticspeciesの可能性がある。
('科 |専・植物 2東北大 ・院 ・理 3宇都宮大 .Jl!J:， 4広島大・

院 ・生物|霊1，5広島大 ・生産)



AOSO松本拓也 1・篠崎文彦 2.千園友子 1.矢吹彬憲 l・瀧下清
貴3・河地正伸4.中山剛 1・橋本哲男 1.5・稲垣祐司 1.5.クロロ

フィルa，bを持つ緑色渦鞭毛藻類Lepidodiniumchlorophorum 

の葉緑体起源探索 :11葉緑体遺伝子配列データに基づく解析

光合成渦鞭毛藻の多くは， chlorophyll cを持ち，カロテノ
イド系色素としてペリディニンを持つ葉緑体を保持してい
る。渦鞭毛藻類の祖先型葉緑体は，ペリディニンタイプで
あり，二次共生した紅藻類に由来すると考えられている。渦
鞭毛藻類の中には，祖先型葉緑体を一度手放した後，三次
共生により新たな葉緑体を獲得した生物種も知られている。
渦鞭毛藻Lepidodiniumchlorophorumは，祖先型葉緑体では
なく， chlorophyll bを含む緑色の葉緑体を保持している。 L.

chlorophorum葉緑体からプラシノ藻特有の色素を検出したと
の報告もあり，この渦鞭毛藻類葉緑体はプラシノ藻起源であ
ると考えられている。しかし， 8種類の葉緑体遺伝子配列に
基づく分子系統解析では，L. chlorophorum葉緑体はプラシノ
藻類との近縁性を示さなかった。今回， 6種のプラシノ蕩類
と2種の緑藻類から，新たに 11種類の葉緑体遺伝子配列を
決定し分子系統解析を行い，三次共生植物L.chlorophorum葉
緑体起源を詳細に検討したので報告する。
e筑波大・院・生命環境， 2筑波大・生物学類， 3海洋研究開
発機構， 4国環研， 5筑波大・院・計算科学)

A070工藤敦子 1・石田健一郎 2.クロララクニオン蕗P314

株における巨大多核細胞の分裂過程の解明

クロララクニオン藻は，無色ケルコゾア生物が細胞内に緑
藻を共生させることで葉緑体を獲得した二次植物である。現
在7属 12種が知られているが，栄養細胞の形態や生活環に
大きな多様性見いだされており，葉緑体獲得後の光合成生物
としての進化という観点から大変興味深い藻群である。クロ
ララクニオン藻の葉緑体獲得後の生活様式の進化を議論する
上で，個々の種について生活環を正確に把握する必要がある。
P314株は，現在大田らにより Gymnochlora属の新種として
記載準備中のクロララクニオン藻であるが，生活環の一部で
巨大多核細胞が出現することがわかっている。巨大多核細胞
はGymnochlora属の別種G.stellataでも知られており(金田
ら私信)，これとの比較においても P314株の巨大細胞と生
活環の様式は興味が持たれる。
そこで今回我々は， P314株の巨大多核細胞がどのように分

裂し，生活環のどのステージへと移行するのかを，光学顕微
鏡によるタイムラプスビデオ解析および核の蛍光顕微鏡観察
を行なった。その結果，巨大多核細胞は分裂により移動性の
娘細胞を生じる場合L 不動性の娘細胞を生じる場合がある
ことがわかった。また，不動性の娘細胞はその後非同調的に
移動性のアメーパへと変化するらしいことも観察した。この
ような娘細胞の挙動の相違は， 2分裂により栄養増殖する場
合の細胞分裂でも見られる本種に特徴的なものである。
e筑波大・生物学類， 2筑波大・院・生命環境)
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A060大田修平・ MaonViprey・DanielVaulot :地中海産クロラ
ラクニオン藻の多様性

クロララクニオン藻類は，海産微細藻類の一群であり，現
在7属 12種が知られている。本研究では，ロスコフカルチャ
ーコレクシヨン (RCC)の培養株の形態，微細構造，生活環
の観察，および環境DNAライブラリーの系統解析により，地
中海域におけるクロララクニオン藻の多様性の解明を試みた。
現在RCCには，海産の微細藻類を中心に約 1，500株の培養

株が維持されており，その中で，クロララクニオン藻は約 10

株が公開されている。われわれは，地中海産本藻群の 6培養
株を選び出し，それらの形態，徴細構造を観察したところ，
Bigelowiella属，Lotharella属，Partenskyella属に属する種が確
認された。 Bigelowiella属では， RCC530株を B.naωnsと同定
したが，それ以外の 2培養株においては，生活環が既知種と
明らかに異なるため，新種とするのが妥当であると判断した。
Lotharella属には 2培養株が存在し，これらも生活環の違いに
より，新種の可能性が高いと判断した。 Partensかella属に関し
ては，P. glossopodia一種のみが確認された。
次に， 18S rDNAの部分配列環境DNAライブラリー

に基づき，系統解析を行った。この結果，Bigelowiella， 
Chlorarachnion， Partens.わ，ellaの各系統群に含まれる環境配列
が検出された。さらに，クロララクニオン藻と思われる未知
系統群が3つ発見された。これらは，既知のクロララクニオ
ン藻の系統群の基部から分岐しており，本藻群の分類および
進化を考える上で重要な系統群であると考える。また本研究
の結果から，本藻群は富栄養環境から貧栄養環境まで，ある
いは，表層から水深50m付近まで，広く分布していることが
明らかとなった。
(仏ロスコフ研)

A080田辺雄彦・渡遺信:アオコ形成ラン藻Microcys前

aeruginωaにおける霞ヶ浦水系固有系統群の発見

ラン藻類に限らず微生物一般においては，個体群サイズ

が非常に大きいこと，細胞サイズが小さいことなどから長
距離移動分散が容易に起こると想像される(“Every出ingis 

everywhere" hypothesis)。この仮説の下では，地理的に離れた

種内個体群は頻繁に交じり合い遺伝的に均一化されると考え

られるため，地理を反映した系統分化は生じないと考えられ

る。事実，地理的系統分化パターンを示す微生物種は高温・
低 phな特殊環境に生息するアーキア等の一部の例外を除い

てほとんど見つかっていない。アオコ形成ラン藻MicroのIstis
aeruginosaも例外ではなしこれまでの解析では地理的系統
分化ノ号ターンを示す結果は全く得られていなかった。今回の

研究において，複数の遺伝子座配列をベースにした個体識別
手法(MLST)を用いて同種約400株について大規模系統解析
を行った結果，震ヶ浦水系(霞ヶ浦・北浦，茨城県)の分離
株のみからなる新規の種内大系統群を発見した。本発表では
その特性等について紹介し考察を加えたい。
(筑波大・院・生命環境)
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A090西津智康 1.二渡弘貴 1・朝山宗彦 1.原田健一 2・白

井誠 1.霞ヶ浦に発生したアオコの微生物群集構造解析

アオコの生産する肝毒素ミクロシスチンは世界的な環境

問題である。我々は 1980年代後半に毒性アオコの研究を開
始し，これまでに Microcystis属のミクロシスチン合成遺伝

子 (mcy)クラスターを同定し，日本各地の湖沼より分離し
たMicrocystis株の mcy遺伝子構造の多様性を解析した。霞ヶ

浦では近年，アオコ発生は減少傾向にあり，また Microcystis
属よりも糸状ラン藻が多く観察されるようになった。本研究
では，アオコにおける毒性Microcystisの発生機構を明らかに

することを目的とし，環境中の微生物相を調べる方法である
末端制限断片長多型解析(下町LP)で霞ヶ浦に発生したアオ

コの微生物群集構造を評価した。 1987年に発生した震ヶ浦
のアオコ乾燥菌体と 2009年夏期に採取した霞ヶ浦の湖水サ

ンプルから DNA(アオコ DNA) を抽出し，アオコ DNAの
16S rRNA遺伝子領域に基づいて下RFLP法を行った。 1987

年と 2009年のアオコ DNAの下RFLPプロファイリングから

Microcystis属と一致する下RF群が検出され，さらに，霞ヶ

浦のアオコ中の微生物群集の構成が異なることが示された。

また，アオコ DNAから mcy遺伝子の一部が陀R増幅された
ため，毒素生産性Microcystisの存在が示唆された。今後，継

続的なアオコ調査と微生物群集構造解析を行い，有毒アオコ
における毒素生産性Microcystisの発生機構を明らかにした

(1茨城大・農， 2名城大・薬)

A刊 0長崎慶三 1.豊田健介 1.中山奈津子 1.外丸裕司 1.

白井葉子 2・lean-MichelClaverie3・緒方博之 3.渦鞭毛藻感

染性ウイルス HcDNAVと既知ウイルス群との系統学的比較

1980年代に自然水中にウイルスが高密度に存在する

(lOE5-8 I ml) ことが明らかとされて以来，水圏ウイルスの

生態学的重要性が注目されてきた。その一部は微細藻類に感
染するウイルスであり，これまでに 30種類以上が単離され

ている。本報では，その中でも特に知見が乏しかった渦鞭毛
藻感染性大型2本鎖DNA(dsDNA) ウイルスの性状につい

て概説する。赤潮原因渦鞭毛藻ヘテロカプサ・サーキュラリ
スカーマを宿主とする HcDNAVは直径0.2μmの大型球形ウ

イルスであり，約 356kbpのdsDNAゲノムを持つ。 HcDNAV

は，同じ宿主に感染する l本鎖RNAウイルス (HcRNAV)

に比べて株特異性が低く，その感染機作も異なっていること
が示された。 typeB DNAポリメラーゼの配列に基づく系統

解析の結果， HcDNAVはASFV(アフリカ豚コレラウイルス)
と有意な単系統性を示し，他の大型dsDNAウイルス群とは

系統的位置が全く異なった。 HcDNAVは，渦鞭毛藻，さら
にはアルベオラータ生物群を宿主とするウイルスとしてこれ
までに発見されている唯一のおDNAウイルスであり，今後，

新たなアルベオラータ感染性ウイルスの解析が進むことで今
回示された系統関係の合理性について考察することが可能に
なるものと期待される。
(1瀬戸内水研， z前瀬戸内水研， 3仏CNRS)

A100上田真由美 1.本多大輔 2.沿岸環境サンプル中におけ

るラビリンチュラ類の構成属調査法の検討

ラピリンチュラ類は沿岸環境中において比較的大きなバイ

オマスがあり，食物連鎖の高次の生物へのエネルギー転送効

率が細菌類より大きいことが予想されることなどから，海洋

生態系の分解者として重要な役割を果たしている可能性が示
唆されてきている。ラピリンチュラ類の生態学的な役割をさ

らに理解するために，これまでは明らかにされていなかった

年聞を通した細胞数調査と，各サンプルの構成属を特定し，
その動態を把握することを行ってきた。これらの調査は，松

花粉を餌とする釣り上げ法によって寒天培地上で増殖した細

胞を計数し，さらに分離に成功した株を同定することによっ

て行っている。しかし，松花粉への走化性や，使用している
寒天培地における増殖性があることが前提となっているた
め，これらの条件に合わないラピリンチュラ類については把
握できていない可能性がある。そこで本研究では，まずラピ

リンチュラ類の 18SrRNA遺伝子を特異的に PCR増幅するプ
ライマーをデザインし，海水サンプル中の環境DNAから増

幅された断片をクローニングした後に，複数クローンの配列

を決定して系統解析をすることで，サンプル中に含まれてい

た構成属を把握することを目指した。最も重要な点である特
異的PCR増幅については，ラビリンチュラ類の主要系統群

を対象として，様々な配列と増幅条件を詳細に検討した結果，
そのほとんどの系統群で増幅を確認することができた。

(1甲南大・院・自然科学， 2甲南太・理工)

A120孫忠民 1.羽生田岳昭 l・田中次郎 2.川井浩史 1.褐

藻アミジグサ目ハイオオギ属の分類学的再検討

ハイオオギ属は形態学的には縁辺に成長点細胞を持つ扇形

の葉状体が大きな髄層細胞をもち，胞子嚢が側糸細胞を欠
くという特徴を示す。Lamouroux( 1809) はカリプ海アンテ

イルから Dicηoω variegataを記載した。1.Agardh (1894) は

この種を含む新属 Gymnosorusを設立し，同時にオーストラ

リアのドロマーナ湾から新属新種Lobophoranigrescensも記
載している。その後 Papenfuss(1943) はGymnosorusに新し
い属名 Pocockiellaを与えたが， Womersley (1967， 1987) は

PocockiellaがLobophoraのシノニムであると主張し，本属に
1種，Lobophora variegataだけを認めた。しかしこの意見に

は異論もあり本属の分類は混乱した状況にある。

そこで本研究はハイオオギ属の分類の再検討を行うため，
日本を含むアジア地域およびオーストラリアの標本を対象
に，葉緑体遺伝子 (rbcL) とミトコンドリア遺伝子 (cox3)
の塩基配列に基づく分子系統学的解析と形態学的な観察を
行った。オーストラリアの標本は 2つのサプクレードを含
む 1つの大きなクレードにまとまった。一方，アジア地域の
標本は高い遺伝的多様性を示し，おおよそ 4つのクレードに
分かれた。系統解析の結果と形態学的な特徴を組み合わせる
と，オーストラリアには 2種が認められ，そのうちの 1種は
Lobophora nigrescensに相当すると考えられる。一方，アジア
地域においては，少なくとも 3つの独立した種に相当する分

類群を含むと考えられるが，現段階で形態形質による識別は
困難であり，更なる検討が必要である。
(1神戸大・内海域セ， 2東京海洋大)



A130川井浩史 1.小岸圭太 1・羽生田岳昭 1.新井章吾

2・北山太樹 3• Wendy Nelson4・AlexandreMeinesz5・Kostas

Tsi叩出6・AkiraF. Peters 7 :褐藻ムチモ類，特にヒラムチモ

(Cutle巾 multij協)の分子系統学的解析と系統地理

日本に分布するムチモ属の種(ムチモ Cutleriacylindrica，ヒラ

ムチモC.multifida，ケベリグサ C.adspersa)の系統分類と生物

地理を明らかにする目的でこれら 3種の世界各地の標本と地中

海産 C.chilosaを対象に，葉緑体psaA.psbA， rbcL，ミトコンド
リア cox3遺伝子塩基配列を用いた分子系統学的解析と，ミトコ
ンドリア cox2，cox3及び cox3に隣接する ORF領域の塩基配列を
用いたハプロタイプ解析を行った。その結果，ヒラムチモとc.

chilosaが最も近縁であり，ケベリグサが両種とクレードを作る
のに対して，ムチモは系統上，比較的速いことが示された。こ
の結果はヒラムチモ， C. chilosa，ケベリグサでは藻体が扇平で

頂毛が単列であるのに対し，ムチモは円柱状で頂毛が多列形成

的であるという形態学的な特徴と一致する。
一方，ムチモとヒラムチモのハプロタイプ解析では，ムチモ

の北米太平洋沿岸の集団が日本に由来する移入集団であること

が確認された。しかしヒラムチモについては，ムチモとほぼ同
等のハプロタイプ多様性が認められるが，そのうち日本の集団
が最も高い多様性を示し，また世界各地の標本では地理的に大
きく離れた集団でも遺伝的に非常に近い例が多く見られた。こ

のことは，ヒラムチモが近年になってから原記載地である欧州
から日本，オセアニアなどに移入したという解釈を支持せず，

19世紀初めの本種の原記載以前にその水平分布が船を介した越
境移動によりすでに撹乱されていた可能性を示している。

(1神戸大・内海域セ， 2 (株)海藻研， 3国立科博， 4NIWA， 

NZ， 5 Univ. Nice， France， 6 Univ. Athens， Greece， 7 Bezhin 

Rosco， France) 

A150半田信司 1.大村嘉人 2・川村宗弘 3.吉村和正 3・阿

野裕司 3.調窟の照明下で生育する気生緑藻類

各地の観光調内の照明下には，シアノバクテリア，微細藻

類，コケ植物，シダ植物などの，光合成生物からなる照明植
生(lampenflora)が壁面に発達している。このような植生の発

達による，洞内の生態系の撹乱や観光面での視覚的汚染が問
題となっている。しかし，圏内で、は照明植生の構成種につい
ての調査は不十分で，汚染対策も進んで、いないのが実情であ

る。演者らは，照明植生の基礎資料を得るために，山口県秋

芳調内において調査を進めている。本発表では， 2008年 11

月および 2009年 2月に，洞内 18地点で、行った気生緑藻類に

ついての調査結果を報告する。

今回確認された十数種のうち，Coccobotη's verrucariae， 
Dictyochloropsis spp.， Chlorella saccharophilaは，多くの地点

で高頻度に確認され，明瞭な緑色の群落を形成することが多

かった。また，入り口付近の自然光の影響のある部分では，
スミレモ科の 1均ntepohliaaurea， Printzina lagen(たraが確認

され， トンネル内壁のコンクリート表面では鍾乳石表面とは

異なり，Stichococcus bacillarisが特異的に優占していた。さ
らに，シダの前葉体などが繁茂する有機物の多い場所では，
Leptosira sp.が密生していた。照明植生を構成する藻類は洞
外から進入したと考えられるが，大気中の降下物を寒天培地

で捕集して培養した結果，洞内では洞外よりも藻類の密度が
きわめて低かった。なお，緑藻類が主体となる照明植生は，
光強度が0.4μEm-2s-'以上で発達していた。
('広島県環境保健協会， 2科博・植物， 3山口産技セ)
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A14松川愛未， .堤敏郎 2・香村民徳 3・石川依久子 4.平中

晴朗 5・田端重夫 5.0属国智 1 沖縄県破名城に生育するア

オサ藻綱カサノリの季節消長

アオサ藻綱カサノリ AcetabulariaryuかuensisOkamura et 

Yamadaは，緑色の傘状部が1.5cmにも達する世界で最も美

しい海洋植物の l種である。カサノリの分布域は非常に狭く，

世界でも沖縄と奄美大島でしか生育が確認されていない準絶

滅危倶種である。しかも最近は，土砂の流入など海洋生態系

の破壊が進み，カサノリの生育地が激減してしまっている。
ところが，沖縄県波名城地区においては本種が夏季も含め周

年多産し，しかも，破名城地区で発見した夏季カサノリは冬

季カサノリに比べ傘状部の直径が小さく傘を構成する胞子枝
数も少ないことが共著者の堤らによって報告されていた。

本研究では， 2009年5月よりほぼ毎月破名城地区におけ

るカサノリの生育状況を確認し採集した藻体から胞子枝数
などの形態観察を行い，さらに葉緑体コード tufA遺伝子の

塩基配列を決定し系統解析を行った。その結果，生育状況は

唯一 8月だけ出芽したばかりの傘のない藻体のみが見られ
た。胞子枝数は以前の報告の通り 5，6，7，9月のサンプルで平

均49.01:!: 8.4だが 12月のサンプルで平均 60.1O:!:4.2と，冬

季カサノリでは胞子枝数が多くなった。分子系統解析の結果，

これまで 83サンプルを調査したがωifAに違いは無かった。
カサノリの近縁種と考えられている A.major G. Martensのタ
イプ産地はタイであるが，タイ産の標本の tufA遺伝子の塩基

配列は破名城地区のカサノリと同一であった。
(1お茶大， 2那覇港管理組合， 3沖縄環境科学センタ-J理研，
5いであ(株)) 

A160早川昌志 l・芝野郁美 l・洲崎敏伸 2.捕食性原生動物

を用いたミドリゾウリムシ共生藻および自由生活藻の細胞内
消化耐性の検討

現在知られている藻類の多くは，過去に原生動物が真核藻

類を捕食して二次的に藻類化したものである。それは，ミド
リゾウリムシのような緑色原生動物や，造礁サンゴのような

緑色無脊椎動物の存在によっても支持されている。
ミドリゾウリムシは，細胞内に単細胞緑藻のクロレラを共

生させており，実験下でそれぞれ単者培養が可能でhある。こ

の共生藻は二次共生葉緑体と類似しており，過去に多発的に
起こった藻類化の進化的なステップを考察する良いモデルと
なっている。

単細胞藻類が二次共生葉緑体へと移行するためには，無色

原生動物に捕食された際に細胞内消化を回避する必要があ
る。したがって二次共生の初期段階では，共生藻側は原生動

物による細胞内消化を免れるための消化耐性機構を，原生動

物側は共生藻を消化しない為の消化防止機構を，それぞれ発
達させていったと考えられる。

共生藻側の細胞内消化耐性について検討する目的で，ミド
リゾウリムシから単離培養している共生クロレラと，それに
近縁な自由生活クロレラを，さまざまな系統の捕食性原生動
物(アメーパ，タイヨウチュウ，ゾウリムシ)に捕食させ，

その後の経過を観察した。また， ミドリゾウリムシをそのま
ま捕食させたり，破砕して与えることも行い，共生中にある
クロレラについても検討した。その結果，それぞれの捕食細
胞内における消化過程で違いが見られた。これらの結果から，
単細胞藻類の細胞内寄宿能について議論する。
('神戸大・理・生物， 2神戸大・院理・生物)
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A170渡遁信 1. 野崎久義 2・仲田崇志 3: Chloromonas 

augus，伽"C.serbinowuおよび Gloeomonas-elade5種(オオヒ
ゲマワリ目，緑藻綱)の鞭毛装置構造の進化

単細胞性の Gloeomonas属はピレノイドを欠き， 2本の鞭
毛が互いに離れていることが特徴だとされてきた。 Nozakiet 

al. (2010)はChloromonasrublifilum， C. insignお， Gloeomonas 

sp.， G. latepeゆraω，G. kupfferiの5種はデンプン粒にかこま
れないピレノイドをもつこと，系統的には Gloeomonas-clade

を構成し，その根元に C.augusωeとC.serbinowiiが位置す
ることを示した。光学顕微鏡では C.augustaeとC.serbinowii 

は2本の鞭毛は互いに近接して V字型になっているが，
Gloeomonas-cladeの5種では 2本の鞭毛の距離が系統樹での
派生順に大きくなる傾向がある。本研究ではこれら 7種の鞭
毛装置構造にどのような変異があるかを観察した。
C. augusωeとC.serbinowiiの2種では鞭毛基部は互いに接

していたが，他の 5種では離れていた。また 5種では鞭毛基
部同士を結合するDistalPiber (D町上に層状構造が付属して
いたのに対し，前2種では層状構造はなかった。 7種に共通
して，左右の鞭毛根に沿って System1 fiber (SIP)が伸長す
ることと，それぞれの鞭毛基部の下から付属鞭毛基部に向か
つて伸びる幅広で組い縞模様の CoarselyStriated Band (CSB) 

があることが観察された。 SIFは前2種でDPの下で融合し
ているようであったのに対し， 5種では分離・交叉していた。
また 7種のうち Chloromonω と同定された 4種では， 2つの
CSBは互いに接していたが，Gloeomonasと同定された 3種
では離れていた。
(1富山大・院理工， 2東大・院理， 3慶大・先端生命研)

A190仲田崇志・新JlIはるか・伊藤卓朗・富田勝:コナミ
ドリムシ (Chlamydomonasrein加rdtii・)および近縁藻類の分

類学的研究

コナミドリムシ (Chlamydomonasreinhardtii ;緑藻綱オオ
ヒゲマワリ目)はゲノム解読も終了した代表的なモデル生物
の 1種である。しかしながら本種の分布(北米への局地分
布か汎世界分布か)や種の範囲については研究者によって
見解が大きく分かれている。さらに Proschold& Silva， Taxon 
(2∞7)によって北米産の凍結保存株CCAP1lI32A (=UTEX 90) 
がエピタイプとして指定されたが，本株と Chlamydomonas

globosaや Chlamydomonasorbicularisなどの類似種との比較
も行われていなかった。そこで本研究では新たに分離され，
Ettl (1983)に基づいて C.orbicularisとC.globosaに同定され
た複数の日本産株と，類似種の既知株との比較を行った。細
胞形態，則Aの二次構造，分子系統，および有性生殖の研究
から， C.orbicularisと同定された日本産株は C.reinhardtii (北
米産株)と同一種であることが示され，一方で C.orbicularis 

の原記載株とは形態的にも系統的にも異なることがわかっ
た。また C.globosaと同定されていた株が既知の C.globosa 

/ C. incerta株 (C.globosaと再同定された)と同一種であり，
C. reinhardtiiとは異なる生物学的種を構成することがわかっ
た。本研究により，北米以外にC.reinhardtiiが分布すること
が培養株に基づいて初めて裏付けられ，本種が汎世界分布す
る可能性が支持された。また C.reinhardtiiの種の範囲が明確
となり， C. reinhardtii， C. globosa， C. orbicularisの再定義を
行った。
(慶大・先端生命研)

A180松崎令 1.仲田崇志 2.原慶明 3.野崎久義 1.単細胞

性緑藻Chloromon倒 pseudop均 Irhynchaのピレノイド構造と
系統上の位置

Chloromonas (緑藻綱，ボルボックス目)は，光学顕微鏡
下で葉緑体内にデンプン鞘で固まれたピレノイドを欠く点
で，伝統的に Chlamydomonasと区別されてきた。これまでに
100種以上が記載されたが，培養株を用いた詳細な研究が行
われた種は 20程度であり，また，電子顕微鏡観察から，デ
ンプン鞘を伴わないピレノイドを葉緑体内に持つ種が含まれ
ること，分子系統解析から多系統であることが分かり，分類
が混乱している。
我々は日本の土壌試料から，これまで詳細な研究が行われ

ていなかった C.pseudoplaかrhync，加の培養株を新たに確立し，
光学・透過電子顕微鏡による観察と， 18S rRNA • atpB・psaB
を用いた分子系統解析を行った。光学顕微鏡下ではデンプン
鞘に固まれたピレノイドを確認できなかったが， Rosowski & 

Hoshaw (1970)によるピレノイド染色法を用いたところ複数
の染色領域がみられ，透過電子顕微鏡観察から，本種の葉緑
体内にデンプン鞘を伴わない，多角状のピレノイドがあるこ
とが明らかになった。このような形状のピレノイドはボルボ
ックス目では知られていない。また，分子系統解析では，c.
pseudoplatyrhynchaはChloromonadinia(クロロモナス系統群)
に含まれ，Chloromonas 10種と Gloeomonas3種を含む単系統
群の姉妹群となった。分子系統解析とピレノイドの独特な形
状から，本種は独立の属となる可能性が示唆された。
(1東大・院理・生物科学， 2慶大・先端生命研， 3山形大・理・

生物)

A200野崎久義 l・A.w. Coleman2 :緑藻拘lvox属 Merrillo-

sphaera節の 1新種

めlvox属は伝統的に 500以上の細胞からなる球状の遊泳
群体をもつことで特徴付けられており， Smi血 (1944，Trans. 
Am. Micros. Soc.)は細胞関連絡や細胞外基質(ゼラチン状基
質)の群体の形態的差異から 4個の節に分類している。しか
し，分子系統では拘lvox属は多系統であると解析されており，
タイプ種を含む拘lvox節 (sectionEuvolvox) 以外の 3節は
EudorinaやPleodorinaと大きな単系統群 (Eudorinagroup) を
形成し，協lvox節とに分離する (e.g. Nozaki 2∞3， Biologia)。
本研究では， 10年以上も昔に米国テキサス州の池から単離

した 1種について種同定を実施した。本種は細胞間連絡がな
く，各栄養細胞がゼラチン状基質の個体鞘に固まれている点
で， Merrillosphaera節に分類される。無性群体は前方の細胞
が著しく分離した卵形で，細胞数は 1000-2∞0，8-12個のゴ
ニジア(無性生殖細胞)が群体後方213に位置する。ゴニジ
アは連続的に細胞分裂して，反転 (inversion) を経て娘群体
となるが，形成直後の娘群体は長卵形でゴニジアとなる細胞
は大きさから識別できない。本種はゴニジアの数と不等分裂
で次世代のゴニジアを形成しない点で，同節の V.tertius， V. 
spermatosphaeraと類似する。しかし，本種は前方細胞の著し
く分離した卵形の群体をもっ点でこれら 2種とは識別される
ので新種と判断した。また，本新種は色素体の形態でNIES

及びUTEXのV.tertius株と識別された。色素体5遺伝子
6021塩基対を使用した系統解析では本新種は Eudorinagroup 
の中に位置し， V. tertiusと姉妹群であった。
(1東大・理・生物， 2プラウン大学)



A針。土金勇樹 1・土屋美紀 1. 日向淑恵 l・関本弘之 2.接

合藻ヒメミカヅキモのホモタリック株における「性」の発見

単細胞接合藻ヒメミカヅキモ (Closteriumperacerosum-

strigosum-littorale complex)には，+型，ー型の異性聞で接合
を行うヘテロタリズムと， 1細胞由来のクローン細胞聞で接
合を行うホモタリズムと呼ばれる交配様式が脊在する。ホモ
タリック (hom)株は，単一の栄養細臨の分裂により生じた
姉妹配偶子轟細胞同士が寄り添い，そのまま接合(自家接合)
する。しかし姉妹配偶子嚢細胞聞での認識機構は不明のまま

である。
本研究では， 18S rDNAの介在領域を用いた種内系統樹か

ら明らかになった，極めて近縁な hom株とヘテロタリック
(het)株を用いて接合実験を試みた。 hom株と het(+)細胞
を混合した場合， hom株と het(一)細胞の混合に比べて接合
率が高くなり，自家接合率が低下した。また，これらは形態
的に識別できないため， het株の細胞壁をカルコフロールホ
ワイトで染色し，混合実験を行なったところ， hom株と het
(+ )細胞との混合で，染色された細胞壁を持つ接合子が観
察された。 het(+)細胞単独では接合反応は起こらないため，
これは hom株と het(+)細胞の複合型接合子であると考え
られた。
以上の結果から， hom株のうち少なくとも一部は，接合時

にhet株における一型の性を示すことが示唆された。今後は
het (一)細胞との接合実験を詳細におこない，ホモタリズム
における相補的性発現の可能性を検討する。
(1日本女子大・理・物生， 2日本女子大・院・理)

A230山岸隆博・川井浩史:クリプト藻Pyrenomo1UlS

helgolanduの外部刺激に対する鞭毛反応について

鞭毛を有する多くの生物は，機械的刺激， pH，強光など様々
な外部刺激に対し，鞭毛切断反応を示し，この反応は細胞内
Ca2+濃度の増加に起因することが明らかとなっている。これ
に対して，発表者は海産クリプト藻乃renomonashelgolandii 

の遊泳細胞が，機械的刺激や浸透圧ショックを受けた場合，
2本の鞭毛を細胞表面に密着させるように屈曲・停止させ，
細胞運動を停止させる反応をとることを見いだした。本研究
では，この特徴的な鞭毛停止反応と細胞内 Ca2+濃度との関連
性について生理的解析をおこなった。
P. helgolandiiは強い撹枠(振とう)による機械的刺激により，

鞭毛停止反応を示したが，撹搾時間および強度の増加により
鞭毛切断反応に転じた。また，低Ca2+濃度溶液中では，強撹
搾条件下においても鞭毛切断は誘導されず，鞭毛停止反応の
みが誘導された。さらに，機械的刺激受容カルシウムチャネ
ルの匝害剤として知られるランタノイド (La3+， Gd3+)の処

理は，強撹枠条件下で鞭毛切断反応を阻害し，鞭毛停止反応
を誘導した。また，ランタノイドは鞭毛停止誘導条件下で鞭
毛停止反応も阻害した。一方， BAPTAのアセトキシメチル
エステル化体である BAPTA-AMにより細胞内 Ca2+をキレー
トすると鞭毛停止反応は阻害された。これらの結果から，鞭
毛停止反応および鞭毛切断反応は，機械的刺激受容カルシウ
ムチャネルを介した Ca2+流入量の違いにより制御されている
と考えられる。
(神戸大・内海域セ)
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A220石川依久子・宮脇敦史:微細藻の鞭毛挙動をみる

クラミドモナスは，変異株の遺伝子解析が進み，鞭毛運動
の研究に重要な存在になっている。しかし，微細藻の鞭毛運

動は種によって様々で，クラミドモナスに代表されるもので
はない。さらに，種によって決まった鞭毛運動のパターンを
繰り返すわけでもない。微細藻が三次元水中を自由に遊泳し
たり接合行動をとったりするのはすべて鞭毛運動に依寄し，
鞭毛は挙動を常に変えていることを意味している。超高速ビ
デオ顕微鏡MUFOは， 1秒間に 2，000コマで鞭毛映像を鮮
明に捉えることから，猛スピードの鞭毛挙動を解析するのに
極めて有効である。本機種を用いて，クラミドモナスをはじ
めとする数種の徴細藻が示す鞭毛運動の多様化を観察した。
ホソエガサの配偶子はクラミドモナスと類似した先端等長

の2本鞭毛であるが，クラミドモナスがciliarybeatである
のに対し， flagellar beatとされている。しかし，両者は，そ
れぞれのパターンを適宜，混ぜて直進し，また遊泳方向の
反転には，両者に共通した全く別の鞭毛挙動を見せた。 Beat
patternは鞭毛基部の構造で決められていると考えられてきた
が，鞭毛運動はかなり柔軟性をもつことが認められた。再考
の必要があるのではないか。また， 1個体のもつ等長の2本
鞭毛は概して同ーの beatpatternを取ると考えられてきたが，
一方をはずしたり，波形や振幅を非相称に変えたりして個体
の遊泳方向を調節する。また，渦鞭毛藻のように初めから配
置も beatpatternも全く異なる二本鞭毛で調節するものもあ
る。
このような鞭毛挙動が何によって支配され，どのようなメ

カニズムで変換するのか，まだほとんどわかっていない。
(理研・細胞機能探索技術開発チーム)

A240長里千香子 1.梶村直子 2・植木知住 3.峰雪芳宣 4.

本村泰三 1.電子線トモグラフィー法を用いた褐藻エゾイシ
ゲの細胞質分裂における膜構造変化の解析

褐寵類の細胞質分裂にはゴルジ体由来小胞 (GV;Golgi 
derived vesicle)と平板小嚢 (FC;flat cisterna)の2種の膜構造

が関与し，複雑な膜融合過程を経て新しい隔膜へと発達して
いく。細胞質分裂における膜構造の変化は， 1) FCにGVが
付加することによって拡張した平板小嚢 (EFCs;expanded flat 
cisternae)が形成される， 2)各EFCの融合と GVの付加によ
り網状膜構造 (MN;membranous network)が出現する， 3)MN 

からシート状の構造 (MS;membranous sac)へ変化する， 4)分
裂予定域に数カ所に形成された MSは融合しながら伸展し母
細胞壁に到達することが明らかになっている。本研究では，
褐藻エゾイシゲ (Silvetiababingtonii)接合子の細胞質分裂に
おける膜構造の変化についてより詳細に理解するために加速
電圧 300kV， 3，000 kVの透過型電子顕微鏡を用いた電子線ト
モグラフィー法により 3次元観察を行った。

その結果， GVとFCの融合により出現する EFCsは，複雑
な構造を呈しており， FCを核として融合した GVにより，
FCの縁辺部分にはチュープ状構造 σS;加bul紅 S回 C佃re)が発
達すること， TS同士の複雑な融合により MNが形成される
ことが明らかになった。また，核分裂後の娘核聞に発達する
小胞体群の近傍から FCが出現していると思われる構造も捉
えられ，平板小嚢形成と微小管との相互関係についても新た
に示唆された。膜融合がある程度進んでいる部分では MSを
中心とし， MN， EFCsの膜融合過程の階層化が存在している
ことも確かめられた。
(1北大・北方セ， 2大阪大・超高圧電顕セ， 3新日i蟻・先端研，
4兵庫県大・院・生命理学)
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A250寺内真 1.梶村直子 2・長里千香子 3• Christos Katsaros4 

.峰雪芳宣 5・本村泰三 3.褐藻アミジグサにおける細胞質分
裂時に形成される pl酎 modesmataの微細構造解析

原形質連絡 (plasmodesmata，PD)は多細胞性体制をとる植
物細胞を連結している構造であり，様々な物質がここを介し
て輸送され，細胞聞の情報伝達や植物体の成長を制御してい
ることが知られている。 PDの微細構造学的研究は，陸上植物・
緑藻で活発に行われており， PD形成と細胞質分裂との関係

が示唆されている。褐藻ではコンプなどで報告があり，光合
成産物の輸送等について議論されている。本研究では，褐藻
アミジグサを材料に PDの微細構造・形成過程について，急
速凍結置換法による電顕観察と電子線トモグラフィー観察を
行った。

褐藻の PDは隣接する細胞の細胞膜が連結した細管状構造
であり，細胞壁のいくつかの箇所に集合して存在していた。
陸上植物とは異なり，内部には ERは観察されなかったが，
PD近傍の細胞質領域には複雑な管状膜構造が局在していた。
また，細胞質分裂時の隔壁形成初期に PD様構造が出現し，
この構造は細胞膜の部分的な突出により形成されると考えら
れた。隔壁形成後期になると，個々の PD様構造の中央部に
電子密度の高い物質が沈着し，そこから細胞壁繊維が伸長す
る様子が観察された。褐藻アミジグサでは， PDは細胞質分
裂と共役して形成され，初期細胞壁合成に関係していると考
えられる。
e北海道大・院・環境科学， 2大阪大・超高圧電顕セ， 3北海道大・
北方セ， 4アテネ大・生物， 5兵庫県大・院・生命理学)

A27 0石川奏太 1. 稲垣祐司 ~2 ・神川龍馬 1 ・田辺晶史 1 ・橋

本哲男 1.2.配列組成の極端な変化によるモデル不整合が分子

系統解析に与える影響について

分子系統解析において O百J聞で極端に塩基あるいはアミ
ノ酸組成が異なる場合，置換モデルと実配列の経験した置換
パターンとの聞に不整合が起こりアーティファクトが誘導さ
れる可能性が示唆されていた。しかし，真の系統樹が未知で
ある既存の生物種由来の配列を用いた解析では，推定結果が
アーティファクトであると断定することが出来ない。また，
組成の偏り以外の要因がアーティファクト誘導に影響してい
る可能性を完全に排除できない。よって，配列聞での組成の
偏りがアーティファクトを誘導するのか，それがどの程度深
刻な問題であるかについては詳細な検討がなされていない。
本研究では， OTU聞の組成に偏りのある配列をモンテカル

ロシミュレーションを用いて生成し解析した。この解析では
真の系統樹は予め分かっているため，推定結果が組成の偏り
に起因するアーティファクトであるか否かを厳密に検証出来
る。
一連の解析結果から，配列聞での組成の偏りがアーティフ

ァクトを強く誘導すること，そのアーティファクトはデータ
サイズの拡大や配列数の増加だけでは軽減出来ないことなど
が判明した。以上の結果は，実際の系統解析においても，例
えば他の生物由来の相同配列とアミノ酸組成が極端に異なる
Apicoplast遺伝子配列を含む系統解析や，生物種聞でGC含
量に差がある SSUrRNA配列を用いた系統解析などでは同様
の問題が起こっている可能性を示唆している。
(1筑波大・院・生命環境， 2筑波大・計算科学研究セ)

A260野村真未 l・中山卓郎 2.石田健一郎 2.有殻アメーパ

Paulinella chromatophoraにおける新規殻の構築様式

Paulinella chromatophoraは，リザリア下界ケルコゾア門ユ
ーグリファ目に属する糸状仮足をもっ有殻アメーパの一種で
あり，珪酸質の鱗片からなる壷状の被殻をもっ。本種は，独
自の一次共生によるシアノバクテリア由来の光合成オルガネ
ラをもつことが最近明らかとなった。これは葉緑体がたった
一度の一次共生によって獲得されたという定説を覆す大きな
発見となった。しかし，その細胞構造や生活環などに関する
基本的知見は乏しく，生物としての理解は進んでいない。 p.
chromatophoraを含むユーグリファ目の有殻アメーパのほと
んどは珪酸質の鱗片が規則正しく配置された殻を持ってお
り，ユーグリファ目生物の重要な分類形質となっている。こ
の殻は細胞分裂の際に親細胞が娘細胞のために細胞外に新規
に構築することが知られている。しかし，単細胞生物が分裂
に先立って完全な殻を細胞外に構築する例は他になく，本種
がこの殻をどのように構築するかはとても興味深い。
本研究は，P. chromatophoraを用いて今まで未知であった

詳細な殻形成様式を明らかにすることを目的とした。光学顕
微鏡によるタイムラプスビデオ解析の結果，細胞は鱗片を全
て細胞外へ出した後に仮足を使って鱗片を一枚ずつ殻の形
に組み立てることがわかった。また， LysoSensor YellowlBlue 
DND・160(PDMPO)を用いて鱗片の形成時期と配置の仕方
を観察したところ，開口部側の鱗片から順に形成されること
が明らかとなった。
e筑波大・生物学類， 2筑波大・院・生命環境)

A280白戸秀 1.遠藤寛子 2・中山卓郎 2.平川泰久 2・小

池さやか 3・石田健一郎 2.クロララクニオン藻Lo伽 re助
amoebiformおのヌクレオモルフゲノムに関する比較解析

クロララクニオン藻は，緑藻由来の葉緑体を持つ二次共生
藻であり，本藻の葉緑体にはヌクレオモルフと呼ばれるこ重
膜で固まれた構造が付随する。この構造は共生藻の縮小した
核で，二次共生成立の過程を知る上で重要な細胞内小器官で
あると考えられている。ヌクレオモルフは 3本の染色体から
なる非常にコンパクトな真核生物型のゲノムをもっ。これま
でに Bigelowiellanaωnsにおいてヌクレオモルフゲノムの全
配列 (373kbp)が決定されている。
本研究では，クロララクニオン藻においてヌクレオモル

フゲノムがどのように進化したのかを明らかにするため，B. 

mωnsと系統的に離れた Lotharellaamoebiformisのヌクレオ
モルフゲノム全配列の約 80%を新たに取得し，両者の比較
を行った。その結果，L. amoebiformisの配列には B.natansの

ヌクレオモルフコード遺伝子のオルソログが多数見られ，ま
たB.natansで認められた高い A+T含量や多数の微小イント
ロンも同様に確認された。これらの両者に共通する特徴はヌ
クレオモルフ成立初期に獲得されたものであると考えられ
る。一方で2種のヌクレオモルフゲノム聞におけるシンテニ
ー領域は細かく分断されており，ヌクレオモルフゲノムはク
ロララクニオン藻の進化の中で大きな再編成を受けてきたこ
とも示唆された。
e筑波大・生物学類， z筑波大・院・生命環境， 3金沢大・院・
自然科学)



A290平J11泰久・石田健一郎:クロララクニオン藻の核コー
ド葉緑体タンパク質 (RubisCOsmall subunit)がもっ新規輸

送シグナル配列の機能

クロララクニオン藻は 4枚の包膜に固まれた二次共生由来
の葉緑体をもっ海産の単細胞性藻類である。本藻は外側2枚
と内側2枚の葉緑体膜間領域 (periplastidalcompartment) に

共生者(緑藻)の核の名残りであるヌクレオモルフを保持し
ており，進化的中間段階を示す重要な生物として注目が集ま
っている。しかし本藻が葉緑体をオルガネラとして維持する
機構に関しては不明な点が多い。そこで我々は葉緑体維持機
構の一つである，核コード葉緑体タンパク質の輸送機構に関
して研究を行った。細胞内共生の過程で，葉緑体で機能する
タンパク質遺伝子の多くは共生者側から宿主の核ゲノムへと
転移しており，葉緑体を細胞内で維持するためには宿主側か
らのタンパク質の供給が必要不可欠である。これらのタンパ
ク質の N末端側には葉緑体への輸送に必要なシグナル配列が
付随していることが知られており，我々はこれまでの研究で
クロララクニオン藻の N末端輸送シグナル配列の機能につい
て明らかにした。しかし最近の研究で葉緑体タンパク質の一
つRubisCOsmall subunit protein (RbcS)は既知の N末端輸送
シグナル配列に加えて，成熟タンパク質内にもう一つの輸送
シグナル配列をもつことが明らかとなった。本発表ではこの
RbcSがもっ新規輸送シグナル配列の機能について報告する。
(筑波大・院・生命環境)

A310神川龍馬・橋本哲男・稲垣祐司:ストラメノパイル

類における翻訳伸長因子遺伝子の進化

細胞内におけるタンパク質合成の中心的役割を果たすこと
が知られている翻訳伸長因子タンパク質 (EF)は，真核生物
では特に eEF・1α と呼ばれる。近年 eEF-lα を持たず翻訳伸
長因子様遺伝子 (E見)を有する生物も報告され，真核生物に
おける EF進化が注目されている。これまで， eEF-lα遺伝子
のみを有する真核生物の共通祖先から eEF-lα遺伝子が受け
継がれ(verticalgene tr叩 sfer，VGT)，その後eEF-lα遺伝子か
ら進化した EFL遺伝子が遺伝子水平伝播(Iateralgene transfer， 
LGT)によって広がったと考えられてきた。我々はストラメ
ノパイル類の EF遺伝子探索を行い，分子系統解析結果に基
づきストラメノパイル類EF進化について考察した。遺伝子
探索の結果，珪藻類とラン菌類Pythium属から E見遺伝子
が検出されたが，本生物以外からは eEF-1α遺伝子のみを検
出した。さらに珪藻類と Pythium属には EFL遺伝子と eEF-

lα遺伝子を両方有する種も発見された。分子系統解析の結
果，珪藻類と Pythium属EFLの姉妹群関係が強く支持された
一方，珪藻類と Pythium属eEF-lα は他のストラメノパイル
類からの eEF・1α に近縁であることが判明した。従って， (1) 

本生物共通祖先からの EFL/eEF-lα のVGT，(2)同ーもしく
は近縁なドナーからの独立な EFL遺伝子 LGT，(3)珪藻類
乃thium聞における E見遺伝子LGT，の可能性が考えられる。
(筑波大・院・生命環境)
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A300増田功・松崎素道・北潔:寄生性渦鞭毛藻パーキン

サスのミトコンドリア遺伝子に見出されたフレームシフトを

伴う遺伝子発現系

真核細胞におけるエネルギー代謝の中枢であるミトコンド
リアは独自のゲノム (mtゲノム)をもち，そのゲノム構造や

遺伝子発現系は系統聞で多様化している。とりわけ渦鞭毛藻
のmtゲノムは極めて特殊な進化を遂げており，複数の DNA

分子からなる特異なゲノム構造を持つことや，その遺伝子の
翻訳に標準的な開始・終止コドンを用いないことが報告され
てきている。しかし，完全なゲノム構造が解明された例はな
しその分子進化や実際の mt遺伝子発現系についての知見
も極めて限られている。我々は渦鞭毛藻の mtゲノムとその

遺伝子発現系について進化学的観点、から知見を得るために，
渦鞭毛藻の中で最も分岐時期が早い，貝類寄生性渦鞭毛藻ノ号
ーキンサスを用いた研究を行っている。今回我々は，パーキ
ンサスの mt遺伝子 coxlのmRNA全長配列を決定した。塩基
配列に基づきアミノ酸配列を推定したところ COXIに類似す
る配列は 3つの読み枠に分断されて現れたが，塩基配列と推

定アミノ酸配列の比較から，この遺伝子の AGGおよびCCC
コドンにおいて，翻訳時にフレームシフトが起こっていると
いう仮説をたてるに至った。このモデルを仮定することによ
り近縁種の COXIオルソログと配列類似性が高くかっ機能的
に重要な残基が保存されたアミノ酸配列が推測された。また
他のパーキンサスの mt遺伝子についても同様のモデ、ルが適

用可能であった。現在のところその意義は不明で、あるが， 1 

遺伝子中に 10回というこれまでに報告のない高頻度なフレ
ームシフトは極めて特異な現象と考えられる。
(東大・院医・生物医化学)

801 0寺田竜太， .資野尚子 1・児玉昂幸 1・GregoryN. 

Nishihad:環境変動が掲藻アントクメ(コンプ科)のフェノ

ロジーに与える影響

九州南部は温帯と亜熱帯性海藻の推移帯であり，本海域を
分布南限や北限とする種が混生する。アントクメは日本産コ
ンブ科海藻で最も低緯度に分布し，鹿児島県が分布南限とし
て知られている。近年，九州各地で藻場構成種の変化が指摘
されているが，環境変動が海藻植生や分布等に影響を与える
とすれば，推移帯に生育する個体群により顕著に見られると
考える。本研究では，分布南限近傍における本種の個体群動
態と温度耐性から，環境変動が生残やフェノロジーに与える
影響を検討した。現地調査は，東シナ海に面した串木野長崎
鼻と長島堂崎，八代海に面した長島諸浦で 2008年4月から
2009年 11月まで、行った。温度耐性は，酸素電極 (YSIModel 

58)を用いて純光合成速度を測定すると共に， Imaging-PAM 
(Heinz Walz GmbH) を用いて電子伝達速度 (rETR) を測定
した。調査の結果，東シナ海の個体群は八代海内よりも小型
であり，特に串木野の南限群落は体サイズ，密度ともに低か
った。純光合成速度や rETR活性は 24"Cで最も高かったが，
28T以上で著しく低下した。串木野の生育水深 (10m)の水
温は成熟前後に 28"C以上に達することから，胞子体の成熟
や配偶体の生残に影響がある可能性も考えられた。東シナ海
に面した薩摩半島沿岸の海水温は過去 20年間で上昇傾向に
あり，この変化が南限群落の衰退に長期的に影響を与えた可
能性も示唆される。
('鹿大・水， 2長大・環東シナ海環境セ)
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8020村瀬昇 1・吉田吾郎 2.樽谷賢治 2・橋本俊也 3.褐藻

ノコギリモクとクロメの光合成ー温度関係

褐藻ノコギリモクとクロメは多年生で藻場を形成し，瀬戸
内海でも優占して繁茂する。本研究では，山口県東部の瀬戸
内海側の馬島沿岸からノコギリモクとクロメを採集し，前者
では主枝の先端付近の葉，後者では生長点付近の側葉を試料
として，光合成および呼吸一温度関係を精査するために培養
を組み合わせて実施した。まず，採集した翌日にプロダクト
メーターを用いて，光量 100μmol• m-2 • S-I下での光合成測

定と暗黒下での呼吸測定を，温度5，10， 15， 20， 25， 30お
よび350Cで行った。測定後の試料を培養容器に入れ，それ
ぞれ測定した温度区に移し，光量 100μmol.m・2・どで通気
して培養を行った。その後，ノコギリモクでは 24時間毎，
クロメでは 48時間毎に，同じ温度で光合成と呼吸を測定し
た。 350Cでの光合成および呼吸速度は， 9月に採集した両種
とも測定開始時には比較的高い値を示した。しかし，各温度
で培養するとノコギリモクでは 72時間後，クロメでは 48時
間後までに光合成および呼吸活性が認められなくなった。ま
た，ノコギリモクの 5および 100Cの光合成速度は，測定開
始時と比べ72時間後で低下する傾向が認められたが，クロ
メの 5，.._， 150Cの光合成速度は，測定開始時と比べ96時間後
には高まっていた。このように，光合成・呼吸測定に培養を
組み合わせることで，現場に近い光合成ー温度特性が得られ
ることが示唆された。
(1水産大学校， 2水研セ瀬戸内水研， 3広大・院・生物園)

8040早川雄一郎・吉JII伸哉・大城香・神谷充伸:異なる
塩濃度環境に生育するシオグサ属藻類の生理特性の胎較

これまで，淡水と海水の流入により多様な塩濃度環境が存
在する三方五湖において，シオグサ属藻類の多様性に関する
調査を実施し，三方五湖にはワタシオグサ，ツヤナシシオグ
サ，フサシオグサおよびカモジシオグサの4種が生育してい
ること，種内で遺伝的分化が生じていること，種や遺伝子型
によって分布域や出現時期が異なることなどを明らかにした
(日本藻類学会第33回大会)。そこで本研究では，シオグサ
属藻類の塩濃度・温度に対する生理特性と三方五湖における
生態的特徴との関係を明らかにするために，分布域や出現時
期の異なる 4つの培養株(ワタシオグサ，フサシオグサ I型，
フサシオグサH型，カモジシオグサ)聞で，異なる環境条件
における成長率と光合成活性を比較した。 0_2"'_'35 psuの6
段階の塩濃度で成長率を測定したところ，高塩濃度汽水域か
ら海水域に生育するワタシオグサやフサシオグサ I型は，低
塩濃度汽水域に生育するフサシオグサH型やカモジシオグサ
よりも高い至適塩濃度を示した。また， 5，.._， 350Cの7段階
の温度で光合成活性を測定した結果，夏から秋に出現するフ
サシオグサ 1.n型は，冬から春に出現するワタシオグサや
カモジシオグサよりも至適温度が高いことが示された。以上
の結果から，三方五湖に生育するシオグサ属藻類は生理的に
も分化しており，種間・遺伝子型間でみられた分布域や出現
時期の違いは，塩濃度や温度に対する生理特性の違いによっ
てもたらされている可能性が高いことが示唆された。
(福井県立大・海洋生物資源)

8030高田順司・村瀬昇・野田幹雄・須田有輔・上野俊士
郎:地質が異なる LED照射によるアカモクの光合成と生長

LED (発光ダイオード)は，藻類の培養光源として利用が
期待されている。しかし， LED照射における大型海藻の光合
成や生長に関する知見は十分でない。そこで，本研究では藻
場を構成する褐藻アカモクを用いて，光質が異なる LED照
射による光合成・呼吸活性と生長を明らかにした。光合成・
呼吸測定および培養実験には，赤，緑，青および白色の砲郵
型LED光源を備えた照明装置を用いた。材料には生長点を
含む藻体の上部を切り取って用いた。光合成・呼吸測定は温
度が200C，光量が200，100， 50，および25μmol.m九ピと
暗黒下で行った。培養は温度200Cの下，光量 100μmol.m-

2・S-I，明暗周期 12L:12 Dで行った。生長は茎長，葉数および
湿重量を測定し，相対生長率を求めた。光合成速度は，培養
開始時に緑色下で高い値であった。また，培養 12日目には
青色下で高く，次いで白および緑色下，赤色下の順であった。
培養 12日目の呼吸速度は，赤色照射下で高く，次いで青お
よび白，緑色照射下の順であった。生長については，青色下
の藻体では茎長が短いものの，葉数が多く，湿重量の相対生
長率が高い値を示した。一方，赤色下では茎長，葉数および
湿重量の相対生長率がいずれも低い値を示した。以上より，
光合成速度が高い青色下で生長が良好で，光合成速度が低く，
呼吸速度が高い赤色下で生長が低調であることが明らかにな
った。
(水産大学校)

8050森田晃央 1.国分秀樹 2・宮松 E美 3.藤井瑞穂 3・倉

島彰 4・前川行幸 4.コアマモ種子発芽におよぽす水温の影
響

伊勢湾の三重県側松名瀬沿岸には海草コアマモが分布して
いる。コアマモの種子は，一般的な発芽条件である恒温にお
ける発芽率が約 15%程度と報告されており，発芽におよぽ
す環境要因は未解明の部分が多い。コアマモは比較的浅い沿
岸部に群落を形成することから，埋土種子は昼夜の水温変化
(日較差)にさらされると考えられる。本研究では，コアマ
モ種子に対し冷温処理として種子の保存を行い，屋外水槽お
よび室内で培養した種子の発芽について調査した。
コアマモの種子は，三重県松名瀬にて 2008年9月 16日に

生殖株を採集し，屋外水槽にて約 1ヶ月間の追熟処理を行う
ことで得た。使用した半数の種子に対して冷温処理を 2ヵ月
間行った。屋外水槽における種子の発芽試験は，プラスチッ
ク製大型ノTットに播種し，屋外水槽(角形，コンクリート製，
容量30m3) で行った。また，底泥の干出時聞を水深によっ
て変化させた。室内における種子の発芽試験は，水温lOOC
恒温および 150C/100C，20oCIlOoCの昼夜変温条件，光周期
12L:12D，光強度 100μmolphotons m-2 S-Iで行った。
屋外水槽における発芽率は，種子への冷温処理を行った条

件で平均 56%(最大70%)に達した。また，室内における発
芽率は，水温200C/I00Cの昼夜変温条件において 1ヵ月後に
平均 38%(最大57%)に達した。一方の冷温処理をしない条
件ではほとんど発芽しなかった。すなわち，コアマモ種子は
水温の日較差によって適切な時期に発芽できるように環境シ
グナルを利用している可能性が示唆された。
('三重大・社会連携研究センター， 2三重県・水産研究所， 3

三重大・生物資源， 4三重大・院・生物資源)



8060曽田莱荷香・大谷修司:松江市近郊のため池における

車軸藻類の分布及び季節的消長

松江市円木池において，2009年5月に 30m間隔で分布調
査を行い，Nitella属4種，N. flexilis var. flexilis， N. flexilis v紅.

longifolia， N. rigida， N. spiciformisを確認した。この内，N.f 

V低 flexilisとN.メvar.long静liaは池の北部と西部を中心に分

布していた。車軸藻が確認された地点、は水深0.9-2m，透明
度0.8-1.7mで，池底から 20cm上では照度25-270μmolI m2 

I s，電気伝導度0.15-0.16mS I cm，溶存酸素7.9-12.1mg I 1 

であった。
また， 2009年4'"12月に月 l度，車軸藻類の種組成と生

育環境について 3定点で調査を行った。その結果， 5月に
確認した種の他に，N. cf. tanakianaとN.splを確認した。な

お，本調査では N.spiciformisの生育は確認していない。活力

のある緑色の藻体が採集できた際の水深は1.3-2m，透明度
0.4-1.3 mで，池底から 15-30cm上では照度23・226μmol/m2

I s，水温4ー24.60C，電気伝導度0.14-0.16mS I cm，溶存酸素
6.1-12.0 mg I 1であった。活力のある藻体を採集した時期の
水温範囲は広かったが，照度は 23μmoI1m2 I s以上の時であ
った。水中照度は，浮葉植物の繁茂や植物体の分解，植物プ
ランクトンの繁殖などの影響を強くうけていることが示唆さ

れた。

(島根大・教育)

8080若菜勇 l・中村圭吾 2.中嶋信美 3・山田浩之 4.本間

暁5・田才雅彦 6・長田啓 7.特別天然記念物「阿寒湖のマリモ」

の保全対策 その現状と課題

北海道阿寒湖における特別天然記念物マリモ (Aegagropila

linnaei)の生育状況は過去 1世紀にわたって悪化を続けてお

り，当初，湖内に 4カ所あった球状マリモの群落は今日 2カ
所を残すだけとなっている。このため，問題の発生に応じて

様々な対策が採られてきたが，マリモそのものの生態に関し
て不明な点が多く，我々は基礎生物学的な調査研究を始めと

する多角的なアプローチから保全対策の確立を目指した取り

組みを進めている。その一環として，本研究ではこれまでに
実施あるいは提言された保全対策を「マリモの保護管理Jr生
育環境の保護管理J r普及啓発」の 3分野における 12のカテ

ゴリー(盗採・森林伐採・観光船の乗り入れ・漁業・水位管
理・マリモの打ち上げ・保護増殖・外来種・水質管理・良好

な生育環境の維持・普及啓発・保護対策全般の検討)に類型

化し，各々について効果ならびに現状・課題を分析した。また，

こうした情報を関係者が共有して有効な対策を打ち出せるよ
う，協議会的な組織の必要性を指摘するとともに，包括的な
課題解決を目指す枠組みとして，現存する群落の厳密な管理
と過去に消滅した群落の再生を骨子とする「マリモ保護管理

計画」の必要性を提言した。

e~"路市教委・マリモ研， 2 国交省・砂防計画課， 3 国環研・
生物圏環境， 4北大・農学研究院， 5文化庁・記念物課， 6道

教育庁・文化・スポーツ課， 7環境省・自然環境計画課)
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8070芹津(松山)和世 l・安田泰輔 1.中野隆志、 1・芹津如

比古 2.富士北麓，山中湖における水中の光環境と水草類・

フジマリモの分布下限水深

山中湖では，水草類やフジマリモの分布限界水深は約 5m

であり，透明度は1.6-5.6mであることが演者らにより明ら

かにされている。しかし，本湖における水中光量については

ほとんど調べられていない。本研究では山中湖における水中

光量，特に水草類やフジマリモの分布限界水深における相対
光量の季節変化について明らかにすることを目的に研究を行

った。
調査は 2008年 7月一 2009年 10月まで毎月 1回行った(結

氷期の 1-2月は欠測)。湖北東端の平野ワンドに 5定点を設

け， 11月からは湖心に I定点を加え，光量子計2台を用いて，
水面上および水面下約 10cmと水深 1m毎に湖底付近(湖心

は 10m) まで光量子速密度の測定を行い，水面上の光量との

相対値から相対光量を求めた。

調査期間中の全定点における水深別の相対光量の平均値は
1 mが44.1%，2 mが 23.8%，3 mが 13.5%，4 mが 8.4%， 5 

mが4.9%であり，湖心では 6mが4.5%，7 mが2.9%，8 m 

が1.8%，9 mが1.1%， 10 mが0.7%であった。同一水深に
おける相対光量は湖心で、は平野ワンドより高く，ワンド内で

は奥部ほど低い傾向が認められた。相対光量の季節的変動は

定点や水深により異なっていたが，水深が深くなるに従いそ
の変動幅は小さくなった。本研究より，山中湖における水草

類・フジマリモの相対補償光量は 5%程度であると推定され

た。
(1山梨県環境研， 2山梨大・教育)

8090平野央 1.粕谷和寿 1・横井克聡 2.藤田大介 2.山形

県小波渡漁港における海藻植生の季節変化と読動環境

山形県沿岸では，冬季の高波浪および漂砂が藻場の制限要
因と考えられ，天然岩礁でも藻場は岸寄りに限られる。一方，

漁港や消波施設に固まれた静穏域では海藻群落が比較的良く

発達し，その水産的活用が期待される。山形県中部沿岸に位

置する小波渡漁港では，これまでに岸壁面・斜路や海底の礁
に85種の海藻，砂泥底に 2種の海草の生育を確認した。そ

こで，本研究では，漁港内の海藻植生の分布や現存量の多寡

と海水流動条件の関係を解析した。 2008年 7月から 2009年

8月にかけて，港内 3カ所(新港 Iカ所と旧港2カ所の斜路)

と港外の天然岩礁に調査ラインを設け， 1"'2m間隔で海藻
被度の測定と定量採集を行うとともに，石膏半球と流向・流

速計で季節毎の流速データを得た。海藻現存量は，各地点と

も春~夏に多しこのうち港内各点では秋に減少したが，港
外の天然岩礁では波浪に強いヨレモクやエゾノネジモクが高

密度で周年生育していた。このため，海藻の平均現存量は港
内斜路 (3カ所の平均)より港外の天然岩礁で多かった。港
内の海藻現存量は，旧港奥部斜路で最も少なく，平均流速値
が高いほど多くなる傾向が認められた。港内において新港斜
路で、現存量が一番高かった理由としては，流速以外にも，港

内の他の斜路と比べて照度が高いこと，斜路の傾斜が緩い上
に末端水深も深く幅広い水深帯が存在することなどが挙げら

れる。
c山形県水産試験場， 2東京海洋大・応用藻類)
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8100NISI田弘RA，Gregory N.1 .τ百RADA，Ryuta2 : M盟加um 811 0村岡大祐 1・坂見知子 1・奥村裕 1・玉置仁 2.コンク

algal richness is correlated to the characteristics of breaking リートプロック礁上における海藻植生の経年変化について
waves 

Species richness of marine macrophytes largely depends 
on geographical boundaries， however we suggest that 
algal richness is also correlated to the characteristics of 
the nearshore wave environment (i.e.， surf similarity 
number). Furthermore， we demonstrate that maximum 
species richness decreases as the surf similarity number 
increases (i.e.， maximum algal richness decreases with 
increasing wave energy). Our conclusions are based on an 

extensive examination of more than 200 sites and about 437 
species of macrophytes from the Rhodophyta， Phaeophyta， 
Chlorophyta， and Magnoliophyta. Mean significant wave 
heights， used to calculate the surf similarity number， were 
determined using data from a network of buoys administered 
by the Marine Environment and Engineering Dep制 mentof 
the Port and Airport Research Institute (NOWPHAS). We 

used a generalized linear model to determine how the mean 
species richness is related to the surf similarity number and 
ext陀 mevalue出eoryto show that maximum species richness 
is significantly related to血isvalue. 
(1長崎大学， 2鹿児島大学)

8120青木優和・土屋泰孝・佐藤寄彦・品川秀夫:人工基

盤上カジメ群落の長期モニタリング

静岡県下岡市大浦湾内の水深 10mの地点に上面が0.6mx 
0.5mで高きが0.5mのコンクリート基盤を 12基設置し，

2001年に各基盤上に 1歳のカジメを 5個体ずつ移植した。こ

れらの個体識別した合計60個体およびその後の追加移植個

体の生残と生長について，長期モニタリング調査を行った。

2005年以降は自然加入個体についても記録した。生長記録
のための計測部位は茎長および茎長の中間部位における茎径

である。自然加入個体群の初期生残および移植個体群の生残
から求めたカジメ個体群の齢別生残率は 1齢:0.52， 3齢:

0.29， 6齢:0.13， 9齢:0.04， 10齢:0.02となった。最長寿

個体は 10齢を超えて生残している。生命表を作成して純増

殖率を計算すると，年毎の新規加入数に変化がないと仮定し
た場合には，この群落の維持には 1年間に 0.8個体/m2以上

の新規加入が必要であることになる。しかしながら，2005年
以降の基盤上への実際の新規加入数は 0.26-0.89個体/m2で

あり，年次変動が大きかった。
7齢以上に達した長寿個体の生長パターンの解析から，4 

齢固までは冬期に急激に生長するが，その後の生長は頭打ち
になることが明らかになった。加えて，同時期加入群でも到
達サイズには著しい個体差があるため，個体の大きさは齢数
を反映しなかった。また，早期に大型化した個体は小型個体
よりも生残率の低い傾向があった。
(筑波大・下田臨海)

藻場造成を目的としてコンクリートプロック礁を海中に投
入すると，最初に大型海藻群落が形成されるが，次第に生物
相が変化して，無節サンゴモ等が優占する事例が多く報告さ

れている。その原因のーっとして，プロック礁上に浮泥等が
集積し，海藻の着生・生育を妨げることが考えられる。そこで，

南三陸沿岸において投入時期の異なるコンクリートプロック
礁上の海藻植生を調べ，浮泥集積との関係を検討した。
調査対象は宮城県石巻市十八成浜の砂泥上に設置されたプ

ロック礁である。このプロック礁は海藻群落の造成を目的

とし， 1999年から却06年にかけて毎年増設された。調査は
2006年と 2009年の 2回行った。その結果， 2006年調査時点

にはマコンプ等大型海藻群落を形成していたプロック礁が見
られたが， 3年後の 2009年には大型海藻群落はほぼ消失して
いた。一方，集積浮泥は，深所側ほどその被度が増加する傾

向にあり，また集積浮泥の被覆率が高くなるほど逆に海藻の
被覆率は減少する傾向にあった。以上の結果から，コンクリ
ートプロック礁上の大型海藻群落は数年で消滅する場合があ

り，その要因のーっとして，浮泥の集積が海藻の着生・生育

を阻害している可能性が考えられた。
(1水研セ東北水研， 2石巻専修大)

8130吉田吾郎 1.島袋寛盛 1・荒武久道 2.秋本恒基 3・中

嶋泰 4.八谷光介 5・吉村拓 S.九州産ホンダワラ類幼体の付

着器からの再生能と埋没耐性の比較

九州沿岸では周年維持される‘四季藻場'が消失し，春か
ら初夏に形成される‘春藻場'が拡大している。春藻場を構
成する種は動物の食害や厳しい物理環境に耐性を有し，近年

の環境変化に適応していることが示唆される。本研究では，

物理的・生物的破損からの群落の回復力の指標として，両藻
場の主なホンダワラ類について付着器からの再生能とその温

度特性を比較した。また，培養藻体を海砂に一定期間埋め，
掘り出し後の生残・再成長を把握する埋没耐性実験も行い，

種間比較した。
実験に用いた種は，Bactrophycus亜属のアカモク，ヨレモ

クモドキ，ウスノTノコギリモク，アキヨレモク，Sargassum 
亜属のシマウラモク，キレパモク，フタエモク，ヤツマタモ

クで，幼匪を採取し 2-3ヵ月の予備培養の後，付着器を切断
して前大会の吉田ら (2009)の方法に準じて1O-300Cの温度

条件で 1ヵ月培養した。
付着器からの再生は全ての種で見られたが，春藻場を構成

する I年生のアカモクや，ヤツマタモクを除く Bactrophycus
亜属の種は 200C以上で 100%近い再生率を示す一方，四季
藻場を構成する多年生の Bactrophycus亜属の種の再生率は最
大でも 60%程度であった。また，砂への埋没耐性も総じて
春藻場を構成する種で高く，特にシマウラモクは 3ヵ月以上
の埋没にも耐性を有していた。
(1瀬戸内水研， z宮崎水試， 3福岡水技セ， 4オフィス MOBA，
5西水研)



8140川俣茂』・吉満敏 2・猪狩忠光 2・徳永成光 2・田中敏博 3.

鹿児島県沿岸磯焼け域での藻場形成とホンダワラ類の耐砂性

ウニの磯焼け状態が蔓延している鹿児島県南さつま市笠
沙町崎ノ山沿岸では砂が堆積する平坦な磯場にのみ熱帯性
Sargassum sp.が優占するホンダワラ類の藻場が形成される。
当海域での堆砂状況を明らかにするため， 12月上旬に磯焼
け状態の離場と藻場が形成される礁場の 2箇所から，大礁を
その上面の堆積物ごと採取して堆積物とホンダワラ類幼体の
着生数を調べたところ，幼体が多く(約 l個体/cm2) 出現し

た藻場での堆積物は磯焼け場に比べて中央粒径で 113細かく
(0.16 mm)，重量で 20倍多かった。また同様の手法を用いて，
藻場が比較的安定して形成される領域内 3箇所で実施した
1.5年間の調査により，ホンダワラ類の密生域では常に堆積
物で被われているが，その量は約0.3g dry wt. / cm2 (層厚 2.5

mm相当)以下に維持されていることがわかった。さらに海
岸から採取し， 6月に天然採苗した大磯24個を，ホンダワラ
類の幼体が確認できるサイズ (5"-'10 mm)に生長した 9月に，
砂の堆積域に移設してその生残数と大礁の埋没状況を翌年6

月まで調べた実験では， 9"-'2月の幼体(藻高<1 cm)の30

日生残率は砂面下に埋没しない大磯上では 55"-'70%の高水
準を維持した。これらのことから，本海域のホンダワラ類は
その高い耐砂性と，細砂が薄く安定的に堆積し続ける環境の
存在によって，被食から免れ，個体群を維持していると結論
された。
c水総研セ水工研， 2鹿児島水技セ， 3鹿児島県水産振興課)

8160島袋寛盛・川根昌子・浜口目巳:日本新産種
Sargassum denticarpum (褐藻綱・ヒパマタ目)の形態と分布

Sargassum denticarpumは， 1994年にベトナム固有種として

記載された熱帯・亜熱帯性のホンダワラ属である。その後，
本種は 2007年にフィリピンでの生育が報告されたのみで，
形態や分布に関する情報はほとんどない。筆者らは 2003年
から 2008年にかけ，沖縄県西表島にて本種と思われるホン
ダワラ属の生育を確認したため，日本新産種としてその詳細
な形態と分布を報告する。
西表島で採取された材料は，以下の様な形態を呈していた。
藻長は 20から 50cm，付着器は小さな盤状で，中心から伸

びる茎の頂端からは表面が滑らかでやや扇圧した主枝が螺旋

状に生じていた。主枝からは互生的に側枝が生じ、葉は披針
形で分岐せず，先は尖るかやや丸かった。表面には毛巣が散
在し縁辺には細かい鋸歯が並んだ。気胞は球形から楕円形で
表面には刺や小さな翼状の突起が生じた。藻体は雌雄同株で
あった。 9月に成熟し，葉の肢から生じる生殖器床は扇圧で
数回分岐し刺を有していた。表面から葉が生じる zygocarpic

の特徴を持っていた。これらの結果と，タイプ標本及びベト
ナム産の本種標本と外部形態を比較した結果，同様の特徴を
有していた。また，ベトナム産の本種標本と西表島産の ITS2

の塩基配列を比較した結果も同種であることを支持した。よ
って西表島産の本種を Sargassumdenticarpumトゲミモク(新

称)として報告する。日本では西表島のみに生育していた。
(瀬戸内水研)
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8150荒武久道 ，.佐島圭一郎， .渡辺耕平 2・吉田吾郎 3• 

宮崎県串岡市沿岸における藻場と磯焼けの維持機構

宮崎県串間市沿岸の藻場と磯焼け域とにおいて，両者を比
較することでそれぞれの維持機構の解明を試みている。

ムラサキウニ等のウニ類生息密度は磯焼け域の方が明らか
に大きかった。魚類のホンダワラ類採食は，藻場ではヨレモ
クモドキと共に藻場を構成するヒラネジモクとヤツマタモク
に対して，磯焼け域では実験的に添加されたヨレモクモドキ
に対して，両者ともに夏~秋季に起こり，冬季にはほとんど
認められなかった。水温は 11"-'1月では磯焼け域の方が高
い傾向にあったが， 2"-'3月では両者でアイゴの活動が不活
発になるとされる 200C以下(木村ら 2∞7)に低下していた。
波浪流動にはわずかに藻場の方が大きい傾向もみられたが，
アイゴの物理的な摂餌限界流速振幅の目安とされる1.5m / s 

(川俣・長谷川 2006) より小さかった。光条件，栄養塩類濃
度には明瞭な差は認められなかった。磯焼け域のウニ類の生

息密度を低く保っと，ホンダワラ類藻場が形成された。
以上のことから当海域では，磯焼けは恒常的に高いウニ類

の食圧がホンダワラ類の加入や生残を制限することで維持さ
れており，ウニ類の食圧が低い藻場は冬季の低水温が植食性
魚類の採食を制限することで維持されていると考えられた。
また，これまでの観察から，ウニ類の食圧が高い場合，ホン
ダワラ類幼体に対する魚類の食圧を緩和する可能性があるモ
サズキ属やカイメンソウ等の下草が乏しくなることも磯焼け
の維持に影響していることが示唆された。
('宮崎水試， 2西日本オーシャンリサーチ， 3瀬戸内海水研)

817 0田井野清也， .林芳弘， .石川徹， .尾崎憲二 2.高知

県黒潮町地先におけるウニ類除去による藻場の再生とその有
効期間

高知県幡多郡黒潮町上川口地先において， 2002年 12月，
2003年8月， 2005年 10月， 2007年 8月にそれぞれ異なる試
験区(各 1ha)を設けてウニ類除去を実施した。各試験区に
おいて除去直前から 2009年 1月まで継続的に実施した海藻
群落の選移とウニ類生息密度調査から除去の有効期間を検討
した。
2002年 12月除去区での海藻類の被度は， 2003年7月には

トゲモクとヨレモクが40ー70%に達し，試験区内の広範囲に
群落が形成された。 2003年 10月には，ガラモ場内にカジメ
が 1-5%の被度で生育し， 2007年 l月には最高で 60%に達
した。この頃までの試験区中心部のウニ類生息密度(個体/
m2) は， 0.3-3.5 (除去前の 3-37%) であった。 2007年8月
から 2009年 1月にかけては，中心部の生息密度は増加傾向
に転じ， 3.8-7.5 (除去前の 40-78%) の聞を推移した。 2008

年9月には，カジメの被度が0-10%程度まで低下した。 2009

年 1 月には，ホンダワラ類についても同様に，~%まで被
度が低下した。
他試験区での観察結果を勘案すると，大型藻体の急激な減

少は魚類食害の影響が大きく，ホンダワラ類やカジメの新規
加入個体の減少はウニ類生息量の増加によるものと考えられ
た。これらのことから， 2002年除去区での有効期聞は 5-6年
程度であり，ウニ類生息密度が増加傾向に転じた 2007年頃
に再除去の必要があったと考えられた。
('高知水試， 2黒潮町役場)
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8180八谷光介・清本節夫・吉村拓魚類の食害防除によ
るホンダワラ類の生長生残の変化

九州沿岸では，一部海域を除き魚類の食害による藻場衰退
が報告されている。現時点では食害に有効な対策が確立され
てはいないが，野外実験により食害を防いだときに海藻類が
どのような反応を示すか観察して，藻場回復方策を検討した
いと考えた。
長崎県西彼杵半島西岸の見崎地先は，春から初夏の間だけ

ホンダワラ類が繁茂し，秋から初冬にはそれらの直立部がな
くなり磯焼け様の景観となる。当地先の優占種であるマメタ
ワラとキレパモクおよび当地先では数年前から観察されてい
ないノコギリモクを対象に，魚類の食害を防ぐカゴを設置し
てその内外の個体を継続的に観察した。
カゴ外のマメタワラは，秋から初冬には全長 3cm以下で

あったが，カゴ内では全長 10cm以上の個体もみられた。し
かし，高さ約20cmのカゴ内でも全長 12cmにしか至らず，
食害を防いだだけでは立体的に繁茂する藻場の回復には不十
分であると考えられた。キレパモクは，カゴ内でも秋から初
冬には主枝が伸び、なかった。ノコギリモクは， 4月の移植後
に順調に生育したが， 8月上旬にカゴ外の個体やカゴの外ま
で伸びた主枝はすべて食われた。一方，カゴ内部の主枝は，
8月以降も生長点を形成しカゴ縁辺部まで伸びた。しかし，
ノコギリモクを調査した 09年は 07，08年よりも夏季の水温
が低かったため高水温年にも調査する必要がある。
以上のことから，見崎地先で魚類の食害を防げばマメタワ

ラの主枝が伸び，ノコギリモクが生残する可能性が示された。
しかし，周年繁茂する藻場を回復させるためには，食害以外
の要因も検討する必要があることも示唆された。
(西水研)

8200石松純 1・松浦裕志 1.平川泰久 1・佐野友春 2.彼谷
邦光 1・渡遺信 1.淡水緑藻Bo旬。coccusbrauniiにおける 13C

グルコースを用いたトリテルペノイド合成経路の検討

淡水産緑藻類の Botηococcusbrauniiは，優れた炭化水素合
成能力から，将来ノfイオ燃料資源としての利用が期待される
生物の一つである。 B.brauniiは生合成する炭イじ水素の種類
によって A，B， Lレースの 3つに大別される。その中の 1

つ， Bレースはトリテルペノイドを生合成する。その生合成
は古典的なメバロン酸経路，あるいは光合成生物において存
在する非メバロン酸経路のどちらかを通じて行われると考え
られている。本研究では，B. braunii Bレースのトリテルぺ
ノイド生合成がメバロン酸経路，非メバロン酸経路のどちら
を経ているのかを検討するため，B. brauniiに[1-日c]グルコ
ースのみを炭素源としてフィードし，培養後得られた炭化水
素を NMR分光法で解析した。その結果，炭化水素の構造中
におけるラベルパターンは全てのイソプレンユニットにおい
て， 1， 4位の炭素が 13Cラベルされたピークを示した。メバ
ロン酸経路を通じて合成された場合， 2，4，5位がラベルされ，
非メバロン酸経路では 1，4位がラベルされる。このことから，
B. braunii Bレースの炭化水素合成は，プラスチド内の非メ
バロン酸経路を通じて行われることが証明された。
c筑波大， 2国立環境研究所)

8190福崎康司 I.内藤佳奈子 2・津山茂樹 l・今井一郎 3• 

鉄と腐植物質(フミン酸・フルボ酸)が赤潮藻類の増殖に及
ぼす影響

天然海水中において溶存鉄の大部分は有機錯体として存在
し，有機リガンドの存在が生物による鉄の利用に大きな影響
を与えると考えられる。河川水中の溶存有機物の大部分を占
める腐植物質は，鉄と安定な錯体を形成するため，沿岸域で
は溶存腐植物質が鉄との錯化を通じ，藻類への鉄供給の重要
な因子となっていると予想される。
本研究では，鉄の混入を防ぐクリーン実験技術と化学組成

の明らかな人工合成培地を用いた培養実験により，赤潮形成
藻類の腐植酸鉄の利用能，及び腐植物質の濃度が増殖に与え
る影響を検討した。実験にはラフィド藻2種，渦鞭毛藻，ユ
ーグレナ藻，クリプト藻各 1種の計5種の無菌培養株を供し
た。
Heterosigma akashiwo， Heterocapsa triquetra， Eutreptiella 

gymnastica， Rhodomonas ovalisの4種について，鉄源として
2μMの塩化鉄(1II)，及びキレーターとして 0.6mg dw L1の

フルボ酸を添加した実験区において，フルボ酸を添加しない
区に比して増殖量の著しい増加が観察されたことから，これ
らの藻種の増殖がフルボ酸添加によって促進されることが示
された。一方で，Chattonella antiquaはフミン酸添加区で増殖
が促進された。これらの結果から，陸域起源の有機物の供給
量と海水中の化学形態が，沿岸域の微細藻類の増殖に様々な
影響を与えていると考えられる。
(1京大・院・農， 2県広大・生命環境， 3北大・院・水)

8210菊田芙美江・坂本幸平・馬場将人・鈴木石根・渡遺信・
白岩善博:緑藻Bo的 ococcusbrauniiの炭化水素生産能の向
上に関する最適化条件の検討

Bo町町occusbraunii は，重油に相当する長鎖の炭化水素を
合成し，その蓄積量は乾燥重量の最大 85%に達する。この
炭化水素は石油代替燃料の有力な候補である。本藻は，野外
におけるブルームが観察されているが，実験室での培養でそ
のような高い増殖速度を再現できたという報告はない。本藻
による炭化水素の生産向上のためには，成長速度の制限要因
の解明と炭化水素合成量を規定する要因の解明が不可欠であ
る。
本研究では，Botryococcus braunii BOTI44株を用いて， CO， 

濃度， NaHC03濃度， pH，光条件における生育を比較した。
CO，濃度の増加や pH9.1の条件下において，生育に大きな影
響がなかったのに対し， NaHC03濃度の増加は生育阻害を示
した。顕微鏡観察の結果は， pH条件が本藻の物質生産に影
響を与えることを示した。光条件の検討結果は，鳩殖速度と
光合成活性の光飽和点が一致しないことを示した。この結果
は，増殖の最大化が炭化水素収量の最大化にはつながらない
可能性を示しており，炭化水素収量に関する条件検討が別途
必要であることを示す。炭化水素の蓄積量は，光合成律速条
件下では青色光で，光飽和条件下では緑色光で増加した。他
の色の光と比較して，赤色光が増殖速度を高める一方で，多
糖の合成を促進する結果を得た。本研究は，光質の制御によ
り代謝系を調節し，生産性を向上させる最適化条件を明らか
にした。
(筑波大・院・生命環境)



8220倉島彰・前川行幸:ジベレリンによる褐藻ワカメ・カ

ジメ配伺体の成熟促進

演者らはこれまでに，甘味料のステピオサイドとレパウデ
イオサイドがワカメ，サガラメ，カジメ配偶体の卵形成抑制

作用を持つことを報告した。これらの物質は，ジベレリンに
類似した構造のステピオールをアグリコンとする配糖体であ

る。今回はジベレリンが配偶体の成熟に与える影響について
報告する。

ジベレリン濃度0，500μmol L-1に調整した 1I5PESI培地で

ワカメ・カジメ配偶体を培養し，卵形成率を測定した。培養
は対照(光量 100μmolm-2S-I，水温200C)，低光 (10μmolm-2

S-I， 20OC) ，高温 (100μmolm-2 S-I， 250C)の3条件で行った。

その結果，カジメ配偶体を対照条件で培養した場合は差が見

られなかったが，他の条件ではいずれもジベレリン添加で卵
形成率が高くなった。特にワカメ配偶体を高温条件で培養し

た場合はジベレリン無添加では卵形成率0%であったが，添
加すると卵形成率は約20%になった。次いで， isoーステピ
オールあるいはジベレリン合成匝害剤のアンシミドールを

0-50μmol L"'に調整した培地でカジメ配偶体を培養し，卵形

成率を測定した。その結果， isoーステピオールの影響は認め

られなかった。アンシミドールは， 0ー5μmolL-1では影響が
認められなかったが，50μmol L-1では卵形成率が低く，形成

された卵や芽胞体も多くが枯死した。

以上のことから，ジベレリンはワカメ・カジメ配偶体の成
熟促進作用を持つことが明らかになった。
(三重大院・生物資源)

8240田中未来・桑野和可:ヒラアオノリの成熟制御機構に

関する研究

ヒラアオノリの成熟過程において，配偶子放出直前の暗期

が配偶子形成の開始シグナルとして働き，成熟の同調性を高
めている。本研究では，この開始シグナルが働かない条件下

において，配偶子放出のタイミングが成熟誘導を行った時刻
によってどのように変化するか観察した。また，潮位時刻の
異なる場所に生育するヒラアオノリを採集し，その成熟のタ
イミングを比較した。

ヒラアオノリ愛媛株 (MGEC-I) を主な材料とし， 150C， 

14hL:1OhDの光周期条件下で培養した。成熟を誘導するため，

藻体を滅菌海水で洗い，新鮮な培地に移した後， 210Cで培
養した。配偶子形成の開始シグナルをなくすため，成熟誘導

後は連続明期にし，配偶子放出の有無を 1時間毎に観察した。

18:00までに誘導処理をした場合には，誘導処理時刻に関
わらず配偶子はほぼ同時刻から放出されはじめた。一方，

21:00以降に誘導処理すると，処理時刻の遅れに伴って配偶

子の放出も遅れた。誘導処理前日から始まる暗期をなくすと，

どの時刻に誘導処理を行っても，処理時刻の遅れに伴って，
配偶子の放出も遅れたことから，この暗期が存在することに
よって，誘導処理を行ってもすぐに成熟誘導されない時間帯
が生じることが示唆された。

生育場所の異なるヒラアオノリの成熟のタイミングを比較
した結果，通常光周期下では，いずれの培養株も誘導処理時
刻が遅くなると配偶子の主要な放出日は 1日遅れた。生育場
所によって，放出日の遅れが生じる処理時刻は異なったが，
潮位時刻との関連は認められなかった。

(長崎大・院・生産科学)
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8230峯一朗 1.尾崎知栄 2.奥田一雄 1.高浸透圧処理によ

る緑藻ハネモの配偶子放出誘導

嚢状緑藻Br)叩 sisplumosa (Hudson) C. Ag紅dhの成熟した配

偶体では，培養条件暗期後に光が照射されると数分間で配偶

子嚢から配偶子の放出が開始される。本研究では，光照射以
外の方法により配偶子放出を誘導する方法を探索するため
に，配偶子嚢を高張液に漬ける処理の効果を調べた。

雄配偶体から単離した配偶子嚢を，人工海水 (ASW)に

0.4 '" 0.6 MのNaCIを加えた実験液に 30'"120秒間漬けた

あと NaClを含まない ASWに移すことにより，光を照射す

ることなく配偶子放出が誘導された。この処理による生ずる

配偶子嚢の形態変化や配偶子の運動は，光照射による配偶子
放出誘導と同様であった。配偶子放出は ASWにショ糖を加

えた実験液によっても誘導することができたが有効な添加濃
度は1.0'"1.2 Mであった。また， ASWにKCI(0.4 M)や

マンニトール(1.2M)を加えた実験液によっても同様の結
果が得られた。一方，配偶子嚢をこれらの実験液に漬けたま

まにした場合は，配偶子放出誘導効率が低下し，配備子運動
が妨げられた。さらに，光照射あるいは高張液処理によって
誘導される配偶子放出が始まるまでに，配偶子嚢全体の継続

的な収縮が観察された。以上の結果から，一時的な高浸透圧

ショックによりハネモの配偶子放出が誘導されること，また，
誘導から配偶子放出に至るまでに，個々の配偶子だけではな
く配偶子嚢全体にわたる細胞運動が起こることが明らかにな

った。
(1高知大・院・黒潮圏， 2高知大・理・生物科学)

8250今泉慧子 1.茂木祐子 1・畠山陽子 1.宮村新一人桑

野和可 3.河野重行 1.ヒラアオノリで見られるオルガネラ

遺伝の多様性，母性遺伝，父性遺伝，両性遺伝

ヒラアオノリ (Ulvacompressa) の4系統8株で 377の交

雑を行い，オルガネラ DNA遺伝様式を調べた。葉緑体で母
性遺伝(mt+)していたのは 357例 (94%)， ミトコンドリア

では 313倒 (83%) しかなかった。これは特定の交雑で結

果が大きく異なるためで， EC-3(mt+) x EC・8(mr)やEC-5(mt+)
xEC・8などは葉緑体の 27-29%が父性遺伝であった。また，
EC・l(mt+)xEC・6(mr)や EC-7(mt>)x EC・6などではミトコンド

リアで 34-42%が父性に， 19-29%が両性になっており，母
性遺伝はわずか29-47%であった。
EC-7 x EC・6の胞子体から両オルガネラとも母性遺伝した

雌 (mt+)の配偶体を選びEC-4(mr)とEC・6に交雑した。 EC-4
との交雑では，葉緑体DNAは 100%母性遺伝したが，ミト

コンドリア DNAは母性と父性が41.8%と54.5%であった。

EC・6とでは，葉緑体は 94%母性遺伝であったが，ミトコン

ドリアの母性遺伝は 71.9%で，父性と両性が 15.6%と12.5%
になった。少なくともミトコンドリア遺伝が交配型に連鎖し
ていない可能性がある。現在，オルガネラ遺伝の方向性に関
して，メチル化との関係をメチル化阻害剤5・Azacytidineを用

いて調査している。
('東大・院・新領域・先端生命， 2筑波大・院・生命環境， 3

長崎大・院・生産科学)
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8260佐藤康太 1.茂木祐子 l・宮村新一 2・桑野和可 3.河

野重行 1. ヒラアオノリで見られる接合初期のオルガネラ排

除と葉状体発達過程のオルガネラ選択

ヒラアオノリ (Ulvacompressa)接合初期の片親オルガネ
ラの排除機構を調べるため，ヘキスト 33342でオルガネラ

DNAを染色しその消失を観察した。接合後 2時間で片親由
来の葉緑体DNAの消失が観察されたが，それ以後は接合子
が丸くなり両親いずれかの葉緑体であるかを識別することは
できなかった。オルガネラ DNAマーカーを用いたシングル
セル PCRで，葉緑体とミトコンドリアともに DNAの消失が
確認されたのは接合後6時間以降であった。消失の時聞は交
雑によって差があり，約 1週間かけて父親由来の DNAが消
失し母性遺伝になったものもあった。

1週間以降も両親由来のオルガネラ DNAをもち続ける両
性遺伝個体に関しては，葉状体の成長にともなう両親由来
オルガネラの分布を調べた。 5cm程度に成長した葉状体を 2

mm間隔で切断し，各断片のミトコンドリア DNAマーカー
を検出した。両親由来のミトコンドリアは，葉状体内で一様
には分布しておらず，断片ごとに両性，母性，父性のいずれ
かの遺伝様式になっていた。その分布は葉状体ごとに異なっ
ており，葉状体全域で片親オルガネラの選択が進行している
ようだった。葉状体をカルノア固定して平面に展開して中期
染色体で各部位の分裂指数を測定した。葉状体全域で一様に
細胞分裂が起こっており，この分布は片親オルガネラのラン
ダムな選択の様子とよく一致していた。
e東大・院・新領域・先端生命， 2筑波大・院・生命環境，
3長崎大・院・生産科学)

8280三瀬武史 1.上田満 l・須藤裕介 2・安元健 1 フコキ

サンチンに着目したオキナワモズクの有効利用

褐藻類であるモズク(オキナワモズク，イトモズク，イシ
モズク等)の主要カロテノイドであるフコキサンチン (Fx)
は陸上植物カロテノイドに比べて産業利用が進んでいない。
Fxを含みかつ沖縄県の主要水産物であるオキナワモズク
(Cladosiphon 0加muranus) は，年間約二万 tの生産が可能で
あり，食用及び健康食品素材のフコイダン原料以外での新規
用途の開発が急務とされている。 Fxは，抗ATL，抗糖尿病，
抗腫虜，抗酸化，抗肥満など多くの有用活性を有しながら，
産業利用に適した供給体制が未確立でおあった。
本研究は，市販オキナワモズク及び収穫後の施肥・光量調

整でFxを強化した藻体を原料に用い， Fxの簡便・低コスト
製造法の開発を目的とした。
藻体の乾燥方法(真空乾燥，送風乾燥，凍結乾燥，噴霧乾燥)， 

乾燥温度 (400C-800C)，粉砕方法(微粒粉砕機，組粉砕機)， 
抽出溶媒(メタノール，アセトン，エタノール)を検討した。
凍結乾燥が最適でーあったが，温度管理に注意すれば他の方法
も使用可能で、あった。乾燥試料を微粉化すれば，抽出はどの
溶媒も良く，既発表の樹脂使用製造法によって効率的に高純
度Fxが得られた。抗酸化能やその他の新規健康機能も解明
されつつあり，オキナワモズクのいっそうの利用開発が期待
される。
e沖科技振興セ， 2沖水海研セ)

827 o Graczyk-RaczYIlska Monika Zofia・田中次郎:Variations 

in the phlorotannin levels in the Sargassum fusiforme and 

Sargassum thunbergii (Phaeophyceae) 

Brown algae (phaeophyceae) are known to be the exclusive producers 

of phlorotannins -polyphenolic compounds of putative role in deterring 

herbivores and absorbing ultraviolet radiation. Their popularity among 
the scientists from various fields is currently on the increase due to 

their promising potential use in therapeutics， medicine and anti-fouling 

applications. Phlorotannin conc巴ntrationsvary among and within the 
specimens (depending on the age and size of a plant) but can also 

change du巴tovarious extrinsic factors， such as grazing activity， nitrogen 

availability and exposure to atmospheric conditions. 
The present study focuses on phlorotannin levels in two very common 

species from among the class Phaeophycea，巴 - Sargassum fusiforme and 
Sargassum thunbergii. Both species are widely distributed along the coasts 

of Japan Archipelago. Additionally S.ルsiformeis a very popul訂 foodin 
Asian cuisine， known in Japan as hijiki and S. thunbergii is currentiy being 

under thorough research by scientists as having promising use in medicine 

as a very good substrate for antibiotic-producing fungi. Samples for this 
rese紅 chwere taken at 350 8' 5.3268"N 1400 17' 4.776"E in the intertidal 

zone during low tide from points of different exposure to atmosphere 

and of different physical characteristics -i.e. areas surfacing the water 
and exposed to曲ewave action， surfacing areas exposed to atmosphere 
for a long time (with no waves reaching the point) and areas constantly 
submerged. The results show high variations in the phlorotannin levels 

in the researched specimens. Variations seem to be both species and 

place-dependent. Plants exposed to strong wave activity contain rather 
higher levels than those from the wave-protected眠 as.S.ルsiformeand 

S. thunbergii show di仔erencesin chemical responses (e.g. phlorotannin 

production) to both short and long term environmental changes. 

(東京海洋大・院・海洋科学技術研究科)

8290鶴岡邦雄 l・鈴木雅大 2.吉崎誠 2.板こんにゃくに入

っている海藻粉，海草粉とは何か

良く知られたことかも知れないが，市販の板こんにゃくの
原材料には，「こんにゃく精粉，海藻粉(または海草粉)と
水酸化カルシュウム」とある。コンニャク芋(塊茎)を摺り
おろし，水酸化カルシュウムを加えて良く練り，煮て凝固さ
せたものが食用とされるこんにゃくである。このようにして
作られたこんにゃくにはコンニャク芋の組織が混入し，全体
的に褐色を帯びる。しかし，コンニャク芋が収穫されるのは
秋である。一年中，全国的に出回っている市販の板こんにゃ
くの多くは，コンニャク芋を乾燥して突き砕き，マンナン細
胞だけを取り出した精粉を原材料としている。精粉だけで作
られたこんにゃくは漂白したように真っ白である。そこで，
精粉に海藻粉末を加えて生の芋を摺りつぶしたように見せる
のである。

「生芋こんにゃく」という製品がある。生芋だけで作られ
た製品として海藻粉は含まれていないはずである。ところが，
多くの「生芋こんにゃく」にも海藻粉が含まれていることが
わかった。これらの板こんにゃくに含まれていた海藻組織を
取り出して切片を作成，検鏡した。この観察を始めた 10年
前には，ヒジキ，アラメ，ワカメ，オゴノリなどが混在して
いた。近年，微粉末工業が進歩し，茶，パプリカ，カボチャ
などの微粉末等も混入されるようになった。海藻粉末は単一
の種類のみが含まれるようになってきた。ヒジキ粉末を混入
するよりも，アラメ粉末の方が濃い色がでることから，アラ
メ粉末が多く使われているようである。海草粉とあったが，
海草は発見されなかった。
e千葉県立土気高校， 2東邦大・理)



830鯵坂哲朗 :メコンJlI流域での食用淡水務調査(続報)

2008年の第 32回大会でラオス北部での食用藍藻類につい

て講演したあと，同年 4月にタイ 北部における食用淡水藻類

の調査をおこない，また講演質疑応答から， 同年 5月にメコ

ンでの食用種と同属ニセネンジュモ (Nostochopsis)属の日本

における新たな生育場所を確認 し， また 2009年 l月に中匡l
雲南省における緑藻類シオグサ属植物の加工についても新た
な知見を得たので報告する。

タイ北部のメコン川の支流であるナン)11で Nostocopsisの

生育を確認し，タイ族の村人にその調理法を聞き取り調査し

た。また，京都大学の宮下英明さんからの情報により大阪府

茨木市の公園内の泉において Nostochopsiswichmannii Weber 

van Boss巴の生育が確認できた。日本ではいままで大分 ・長

崎県などから報告があるが，新生育場所である。さらに，仁ド

国雲南省西双版納地方では，タイやラオスでカイペーンと

して利用されているものと同じシオグサ類が，調味さ れずに
そのまま円形に乾燥されて食用利用されていることが確認で、

きた。中国南部の多くの少数民族のうちのタイ族だけがこれ

を利用しており， メコン川流域ではタイ族の南下にともなっ

てタイやラオス北部を中心と するシオグサ生育場所に加工法

が伝播し，さらにラオスでは特殊な加工方法が発達 して現在

の「カイペーン」ができた こと が推測される。タイでは，現

在村お こしとして近代機器を使ったシオグサの養殖および力[1

工 ・保存の試みがおこなわれていた。

(京大 ・院 ・農)
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831 0演田仁 1・木村光子 2・村岡大祐 3.臨竃 (しおがま)

神社末社，御世(おかま)神社の藻慌焼神事

宮城県塩釜市の盤誼神社には，平安末期~鎌倉初期の，海

蕗を用いた製塩法を今に伝える藻塩焼神事がある。御笹神社

は，かつて「ほでの浜」とIIfばれた製塩の地であり，日本書

紀に登場する塩土老翁(しおっちのおじ)が製塩法を伝えた

との伝承がある。術1m神社では塩焼き用の神宮凹基が組られ，

毎年 7月4，5， 6 EIの三 日間にわたって祭悶が行われる。4

日は視釜湾口の花淵浜沖で藻(アカモク)を刈り 5日は松
島浩湾之の釜ケ淵で

る。次いでや11むを洗って新水を入れ，汲んだばかりの海水と，

2日目に汲んでおいた古い水を加え 生命と水の連続性を保

つ。6引E日Eヨ|は府

の賛 (すのこ)をZ載!蹴兵せ， 藻を擁り，上から海水をかけて濃縮

された海水を鉄釜に受け，火を焚いて海水を煮詰める。こう

して出来た塩は桝l前に供えられ，参会者に配られた後，盤龍

神社へ運び，7月 10日に奉納の神事が行われて終わる。神事

の由来は定かでないが，鎌倉あるいは室H日時代に始まったと

考えられる。宮城県には縄文時代以来の貝塚遺跡が多く，特

に松島湾周辺には貝塚が集中 している。主な遺跡からは大量

の製塩土器が出土しており，海藻を利用した塩作りを行って

いた可能性もある。こうした古代からの製塩の歴史の上に新

たな鋳鉄の技術が加わり，東北における;塩の産地， 塩蔵品の

交易の場と しての地位が築かれた。それを象徴的に示すのが

この藻塩焼神事であろう 。
c富山大 ・医 2 (株) 1 00， 3水研セ東北水研)

ポスタ一発表要旨
P010鈴木雅大橋本哲男 2・寺田竜太 3

・林統美
4・吉崎誠 1.

日本産 Leptofauchea属植物の分類

Leptofauchea 属(紅藻，マサゴシパ リ I~I )は，体は仁1"実，

l細胞層から成る皮層と 2，3細胞層から成る内層とから構

成される，造果校は 3細胞から成る，果皮に tela-arachnoid巴a

を持つ，四分胞子嚢はネマテシア中に形成され，十字状に

分裂する事で特徴づけられる。我が国にはへイゴコロ (L.
rhodym.enioides) のみが知られている。演者らは， トゲナシ

マダラ (Gloiocladialeptophylla) の体構造と生殖器官の観察

と，LSU rDNA (LSU)， SSU rDNA (SSU)， rbcLを用 いた

系統解析を基に， トゲナシマダラを Leptlマfauchea属へ移し，

Leptofauchea属の和名を トゲナシマダラ属とする事を提H昌す

る。
卜ゲナシマダラ属を含むマダラグサ科とフシツナギ科は形

態的特徴では科の境界が定められなかった。 rbcL の単独自~{
析を除き， トゲナシマダラ属，マダラグサ科，フシツ ナギ科

は単系統群 となる事が強く示唆された。LSUの単独1坪析と

LSU， SSU， rbcLの結合解析では， トゲナシマダラ属はマダ

ラグサ科と姉妹群となることが強く示唆されたが， SSUと

rbcLの単独解析と， SSUとrbcLの結合解析ではフシツナギ

科と姉妹都ーとなった。AU検定の結果， トゲナシマダラ属が

マダラグサ科あるいはフシツナギ科と姉妹群となる樹形はい

ずれの解析においても棄却出来なかった。
( 1東邦大 ・理 2筑波大 ・院 ・生命環境，3鹿大 .7]<， 4台湾

海洋大)

P02 ONarongrit MlIangmai 1 ・YlIkimasaYamagishi2・Ryllta

Terada3・Shig巴oKawagllchil Observations on the marine red 

algal Family Gracilariaceae around Hakata Bay， northern 
Kyushu， Japan 

Having widely distribllt巴dalong the coasts of Japan， m巴mbersof the 

Gracilariacea巴are巴cologicalJyand economically important marine r，巴d
algae. To clarify th巴sp巴cificdistribution and the diversification of them， 

we macle a c1iligent collection arOllncl Hakata Bay，日orth巴rnKYllshu， 
Japan. From ollr morphological observations on many specim巴ns

collect巴CIfrom this area， we recoσnizecl fOllr so巴CI巴sof Gracilaria: 0........""'.... L"'..... ....1:"' 

G. clll1eifolia， G. pωvispora， G. texlorii， G. vermiculophylla and 
one species of Gracilariopsis (Gp): Gp. chorda. Th巴twog巴日巴rawel巴
cl巴arlyc1istingllishecl by spermatangial configurations and cystocarpic 

features in日ccorclancewith previolls stuclies (Yama口10tO1975， Liao 

& Hommersancl 2003). The phylogen巴tictrees infen巴CIfrom Ollr rbcL 

gene seqllence analysis of the Hakata Bay plants ancl thos巴 fromoth巴I

localities verifiecl a singl巴， w巴II-sllpporteclclacle， which was sllbdiviclecl 

into two c1istinct clacles・theGracilaria clad巴 anclthe Gracilariaopsis 

clacle. Th巴 Gracilariaclacle comprises the species having cllp-shap巴d

01' pot-shap巴c1，sp巴rmatangialconceptacles ancl nlltritive filaments 

in cystocarps. Tn contrast， th巴Gracilariopsisclacl巴consistsof th巴
specl巴swith sllperficial spermatangia ancl cystocarps lacking nlltritive 

filam巴nts.Alllong th巴plantsin巴achspecies of the Graci/aria clacle， the 

rbcL gene seqll巴ncesw巴rec1iff巴r巴ntby one 01' two bas巴pairs.Similarly， 
those of Gp. chorda plants within the Hakata Bay w巴rec1ifferent by one 

01' two base pairs. While， thos巴 ofGp. chorda plants from ShizlIoka 

ancl Chiba were c1iff巴rentfrolll the Hakata Bay plants by more than fOlll 

base pairs. FlIrther stuclies will be requirecl to uncl巴rstanclthe g巴netlc

c1iv巴rsityof this species 

('九大 ・農 2福山大 ・生命工，官官大 ・水)
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P030石川彰造 1.阿部剛史 2・川井浩史 3.小亀一弘 1.褐

藻マツモ属 (Analipus)の分子系統学的解析

褐藻マツモ属 (Analipus)は，イソガワラ科 (Ralfsia回 ae)
に属し，マツモ (A.japonicus) ，イトマツモ (A.filiformis) ， 
グンジマツモ (A.gunjii)の3種が認められている。マツモ
属は同型世代交代を行い，藻体は旬旬部と直立部からなる。
マツモは多数の側枝を持つ直立部と伺旬枝が入り組んだ伺旬
部，イトマツモは側枝のない直立部とマツモと同様の伺旬部，
グンジマツモはわずかな側枝を持つ直立部と盤状の伺旬部を
もっ。これら 3種の聞での分子系統学的解析はこれまでなか
った。そこで，葉緑体コード rbcL，ミトコンドリアコード
cox3，核コードリボソーム遺伝子の ITS2領域の配列に基づ
く系統解析を行い，マツモ属の単系統性と 3種の独立性につ
いて調べた。東北，北海道，ロシアから得たマツモ 23サン
プル，イトマツモ 11サンプル，グンジマツモ 7サンプルに
ついて解析を行った。
イソガワラ科の他の種も含めた rbcLの系統樹においてマ

ツモ属がクレードを形成したことから，マツモ属の単系統性
が示された。また，マツモ属の中では，盤状の伺旬部をもっ
グンジマツモが最初に分岐し，伺旬枝が入り組んだ伺旬部を
もっマツモとイトマツモは近縁であった。cox3の系統樹では，
3種はそれぞれ明瞭なクレードを形成した。マツモではサプ
クレードが認められたが， ITS2系統樹ではそれと一致するク
レードは認められなかった。 ITS2系統樹においても 3種は
それぞれ明瞭なクレードを形成し， 3種の独立性が示された。
マツモとイトマツモにおいては，同一個体に複数の町S2ハ
プロタイプが見られる例が多数あった。
e北大・院理・自然史， 2北大・総合博物館， 3神戸大・内海
域センター)

P05北山太樹:小笠原のアントクメ(褐藻綱)について

アントクメは， Kjellman (1885)が長崎の藻体に基づいて
Laminaria radicosaとして記載し， Okamura (1927)が1属 1

種の Eckloniopsisradicosaとした大型褐藻で，食用にもされ
るコンプ科藻類である。本種は日本固有種であり，太平洋沿
岸では館山以南，日本海沿岸では隠岐島以南の南日本に分布
し，その南限は現在確認できるところで鹿児島県いちき串木
野市島平沖，古くは種子島とされ，これが本邦におけるコン
ブ科藻類の南限とも考えられてきた(新村・田中 2008)。と
ころが，国立科学博物館の相模灘調査の一環として 2009年7

月に実施された東京都小笠原水産センタ一所属「興洋」のド
レッジ調査によって，小笠原諸島母島近海の水深 98ー102m

の海底から，カシラザキやスジヤハズとともにアントクメに
同定されうるコンブ類が採取された。
藻体は縁辺に裂片や小突起をまったく持たない笹の葉状

で，幅7-11cm，長さ 43cmに達し，葉面に簸と粘液腺の細
胞群からなる灰白色の縦縞模様が多数みられた。このこと
からアントクメ，とくに Kjellmanが設けた品種に従えばt
elongataに同定できそうである。しかしながら茎をみると，
幅0.5cm前後，長さ1.5-2.5cmのやや肩圧した円柱形で，ア
ントクメ属を特徴づける短く扇平な茎でなく，側面からの根
枝や小突起もみられない。また，根枝は繊維状で茎の下端か
ら輪生して二叉分岐し，カジメやアラメのものと大きく違わ
ない。
日本列島から地理的に隔離された小笠原諸島にアントクメ

が生育していたことは，暖海性コンプ類の分布における黒潮
の影響を考える上で興味深い。
(国立科博)

P040岡元悠太・田中次郎 :褐藻カヤモノリ目フクロノリ属
の一種の形態と分類

フクロノリ属藻類 (Colpomenia)は袋状，中空の藻体を持
つ褐藻で，世界の亜熱響から亜寒帯までの海域に生育してい
る。本邦でも特にフクロノリ C.sinuosaとウスカワフクロノ
リC.peregrinaは潮間帯下部から潮下帯にかけての岩上や他
の海藻上で，全国的に広く見ることができ，そのほとんどは
滑らかな袋状の藻体を持っている。しかし春から初夏にかけ
ての関東近辺の磯の潮間帯では，藻体に顕著な雛が見られる
Colpom四 iasp.が岩やピリヒパ上を這うように生育している
群落を見ることができる。 Saund巴rs(1898) はカリフォルニ
アにおいて，繊の著しい個体群を C.tuberculataとして記載し
ている。しかしながら C.tuberculataと本分類群は皮層の細胞
層数などが明確に異なるため，同一の種であるとは言い難い。
そこで本研究では，他のフクロノリ属藻類と形態的に異なる
本分類群の分類学的位置やその生活環を明らかにすることを
目的とした。
使用した個体は神奈川県天神島で採集した。形態観察の結

果，本分類群の藻体の厚さ，複子嚢斑の形状といった点で，
ウスカワフクロノリと同等であることがわかり，本分類群は
ウスカワフクロノリ，もしくはそれに近縁であると考えられ
る。また培養実験では，袋状体から放出された遊走子が接合
を経ずに発生し，袋状体へ生長する，直接型の生活環を二世
代に渡って観察できた。このパターンは海外産のフクロノリ，
ウスカワフクロノリの個体群においては Clayton(1982)な
どいくつかの報告があるが，日本産個体群において観察され
た例は少ない。ただし本分類群は晩夏から初冬にかけて見ら
れないことから，異世代が存在する可能性も否定できない。
(東京海洋大・院・藻類)

P060江村望 1・森田晃央 2.倉島彰 2.上井進也 3.北関東

沿岸における褐藻ワカメ集団の遺伝的分化の解析

ワカメ Undariapinnatifidaおいては福島県小名浜と千葉県
小湊の集団とでミトコンドリアハプロタイプが完全に置き換
わっている。本研究ではこの地域のワカメにおける集団分化
の実態を明らかにするため，小名浜，茨城県小員，大洗，千
葉県銚子，勝浦の 5地点から胞子体を採取し，計 165個体に
ついて武NA遺伝子DNA塩基配列に基づくミトコンドリア
ハプロタイプを調べるとともに，核ゲノムにコードされる 4
つのマイクロサテライト遺伝子座について遺伝子型を決定
し，この地域における遺伝的構造の解析を行った。また，小
名浜・小貝・大洗の雌性配偶体培養株を用い，集団ごとの成
熟適温を比較した。
ハプロタイプについては，小貝以南の4集団からはよく似

たハプロタイプが見つかったが，小名浜集団からは大きく異
なるハプロタイプのみが見つかった。また，マイクロサテ
ライトの解析では，小名浜集団が他集団から強く分化 (Fst

= 0.46-0.56)する一方で，他の 4集団聞の分化は弱い (Fst= 
0.06-D.1O)ことが示された。解析ソフト sτ'RUCTUREを用
いたグルーピングでは，小員と大洗に小名浜の遺伝的要素が
わずかにみられた。培養実験においては成熟率に明確な違い
は見られず，成熟適温の差は確認されなかった。
以上の結果より，この地域には小名浜と小貝を境界として

2つの遺伝的グループが存在すること，また 2つのグループ
間ではわずかながら交配が生じていることが考えられる。
e新潟大・院・自然科学， 2三重大， 3新潟大・理)



P070坂山英俊 1・伊藤元己 2.日本産シヤジクモ科藻類の多
様性情報データベース構築に向けて

シヤジクモ科藻類は，淡水生態系中で「シヤジクモ幣」を
形成することによって底泥を覆い，淡水域の透明度維持の「か
なめ」となる役割を果たしている。しかしながら，平成 19
年に公表された環境省版レッドリストには日本に産するシヤ
ジクモ科藻類全77種類のうち， 62種類が絶滅・絶滅危倶お
よび情報不足として掲載されている。近年，このように生態
学的に極めて重要であるが絶滅の危機に瀕しているシヤジク
モ科藻類の実体解明に向けた研究や施策が多く行われ始めて
いる。しかしながら，シヤジクモ科藻類は形態による識別が
非常に困難であるため，淡水生態系保全に向けた研究や施策
の進展に大きな支障をきたしている。本研究では，シヤジク
モ科藻類の同定支援システムの構築を目的として，専門家が
同定した証拠標本情報，それに由来する DNAバーコードな
どの塩基配列情報，各分類群に関する形態や生態情報から成
る種情報のデータベース構築を目指している。現在，我々は
本構想の中で基本となっている証拠標本情報と塩基配列情報
のデータベース化を進めている。これまでに日本産シヤジク
モ科藻類全77種類のうち 29種類についてデータの収集が
完了している。本研究で日本産シヤジクモ科藻類に関する各
情報の集積が進めば， DNAバーコードによる候補種の絞り
込みと，種情報の活用によって，シヤジクモ科藻類の種同定
が，より過速かっ高精度で可能となるので，今後の研究や施
策の進展に大きく寄与するものと見込まれる。
(1神戸大・院・理・生物， 2東京大・院・総合文化・広域シ
ステム)

P09 OKhin Myat Soel • Yoshiaki Hara2 • Jun Yokoyama2 : 

Morphological and Phylogenetic Studies on a Hot Spring 
Cy掴 obacterium，M，ω噌ocloduslaminosus 

Morphological and molecular phylogenetic studies were carried 
out on hot spring cyanobacteria in Japan and Myanmar from the 

viewpoint of taxonomy and biogeography. 
Blue gr田 nmassive mat-colony samples collected from alkaline 

hot springs were cultured under 400C 12:12・hL:D， using BG 11 

culture medium. Some of the samples were observed in the light 

microscope. One of the thermophilic species， Mastigocladus 
laminosus was present in almost all of the culture samples. Of 
白eten strains established from hot springs as unialgal cultures， 
seven were from Japan and three were from Myanmar. This 

species is known to inhabit hot spring basins， as clumps of 
filamentous thalli. It is also well-known that the clump appe創加lce，
the cell shape constituting the filaments， the types of branching 
and other morphologies are diverse. After acertaining whether 
these morphological diversities are stable or not under culture 

conditions， the molecular analysis based on 16S rRNA gene 
sequences was performed in order to understand the relationships 
of曲emorphological and genetic diversity among them， as well as 
biogeographical differences between Japanese and Myanmar hot 

spnngs. 

(1山形大・院・地球共生圏科学， 2山形大・理・生物)
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P080西山未理 1・坂山英俊 2.渡遺信 1. 日本におけ

る，ヒメフラスコモ類Nお:ellaflexilis complex (Ch釘aI民

Ch釘 'ophyc回 e)の遺伝的多様性と分類に関する研究

シヤジクモ類は，現在その多くが絶滅の危機に瀕し，保全
が必要とされるが，保全単位の研究は少ない。そのため本研
究では日本に広く分布するヒメフラスコモ Nitellaflexilis v低
flexilisについて，保全単位を解明する事を目的とした。また，
形態的特徴をもとに分類された N.flexilisの3変種，ヒメフ
ラスコモ，オウフラスコモ，チュウゼンジフラスコモについ
ても，それぞれ遺伝的に独立したグループをなすのか解析を
行った。
オランダ産の 2サンプルと，日本全国の 26地点から N.

flexilisの形態的特徴をもっ 30サンプルを採集し用いた。
rbcLおよびatpB-rbcLIGS塩基配列を決定し系統解析を行っ
た。その結果， 5つの Haplotypeが存在することが示された。
3つの変種は独立した遺伝的グループを作らず，変種が存在
しない可能性が示唆された。また，大きな湖沼産のサンプル
を含むグループと奥日光産のサンプルを含むグループという
2つのグループが存在する事が示された。これらの結果から，
ヒメフラスコモは高い遺伝的多様性を有し，特に奥田光産の
ものは固有の進化的重要単位であると考えられる。今後，生
息環境の異なる生息地や，孤立した湖沼のサンプルを解析す
ることで，より詳しくヒメフラスコモの保全単位を解明する
ことができるだろう。
(1筑波大・院・生命環境， 2神戸大・院・理)

P100平田悦也・中野武登:地衣植物Clodoniaのphotobiont

に関する研究

地衣植物 Cladoniaconisteaに関して Takeshita他(1991)は
photobiontとして，標本によって緑藻類の Trebo山 'Iaericiとz
glomeraωの2種のどちらかの種が共生していることを報告
している。これは 1種の地衣植物における photobiontの取り
込みの多様性を示唆している。
本研究では，中国・四園地域から Cladoniaconisteaを採集し，

上記の報告を再検討することを目的とした。本研究において
phoω，biontは，子柄の部分から分離し， BBM寒天平板上で単
藻培養を行ったものについて，光学顕微鏡レベルで種の同定
を行った。その結果，C. conisteaの30標本から photobiontと
して，Trebo附 iaerici， T. glomerataおよび T.giganteaの3種
のいずれかを分離した。分離された Trebouxiaの種と標本が
採集された地域や生育環境に特別な関係は見出だされなかっ
た。同じ基本葉体から形成された子柄からは，全て同じ種の
phoωbiontが分離された。従ってこれらの photobiontは，c.
conisteaの胞子が発芽し，その場所に存在していた Trebouxia

の種と共生したと推測される。平田他 (2009) は，Cladia 
aggrega仰の同ーの基本葉体から形成された子柄における
photobiontの種の多様な共生関係を報告しているが，Cladonia 

conisteaではこのような現象は認められなかった。
(広工大・院・環境学)
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P刊 0渡港健司・船坂友子・高梨雅吏・渡 遁信:

Chlorococcum属およびその近縁属(緑藻綱)の系統

Chlor町 occum属は従来Chlorococcalesにまとめられてき

たもので，栄養細胞が不動性の単細胞緑藻である。この目
の分類には，栄養細胞の tetrad形成能や葉緑体の形状，細
胞壁の特徴など光学顕微鏡で観察できる形質が使われてき
たが，微細構造や分子系統による分類系の検証はほとんど
されてこなかった。本研究では Chlorococcum属 13種の他，
te回 d形成する Tetracystis属6種，葉緑体がスポンジ状の
Neospongiococcum属3種，葉緑体が放射状の Radiosphaera

属 2種，細胞壁が帽子状になる Nautococcus属3種を対象
に，既知データを含めて 18SrRNAの系統樹を構築した。対
象とした種はいずれも 2つの系統群 (Stephanosphaeriniaと
Moewusinia : Nakada et al. 2008) に分布するものである。い

くつかの種のピレノイドの形状を観察し，系統との関連を調
べた。

ピレノイドは次の 5型が認められた。 1) デンプンは多断

片的，チラコイドはマトリックス内を湾曲し，一定幅のスト
ロマ内にある。 2)チラコイドはマトリックスとデンプンを 2

分する。 3)デンプンは連続的，チラコイドは一定幅のスト
ロマとともにマトリックス内の途中まで棒状に貫入する。 4)

デンプンは多断片的，チラコイドはマトリックスの外周に沿
う。 5)デンプンは多断片的，チラコイドはマトリックス内
を不規則に曲がり，不規則な幅のストロマ内にある。これら
のピレノイドの型の分布は 18SrRNAによる系統樹で認めら
れたクレードにほぼ一致した。
(富山大院・理工・生物)

P130山口晴代・中山剛・井上勲:クリプト藻Chroomonas

属藻類のピレノイドへのチラコイド陥入様式

クリプト藻綱に属する Chroomonas属藻類は淡水及び海水

域に普遍的に存在し，いくつかの渦鞭毛藻のクレプトクロロ
プラストとなることが知られている。細胞は米粒型で，細胞
亜頂端から伸びる不等長2本の鞭毛を持ち，鞭毛基部の隣か
ら細胞後方に向かって伸びる陥入部がある。また，青緑色の
葉緑体を l個有し，主要光合成色素としてフイコシアニン
(PC 630または 645) を持つ。一方で，近年の分子系統解析
によって，Chroomonas属は多系統群であることが示唆され
ている。 Chroomonas属は，その葉緑体の色調から属レベル
での同定は容易だが，光顕的な特徴が乏しいため，種レベル
での同定は困難である。そこで，我々は Chroomonas属藻類
の微細構造レベルの分類形質を検討することを目的に，複数
のChroomonas属藻類に関して，透過型電子顕微鏡による微

細構造の観察を行った。
微細構造観察に先立って，Chroomonas属藻類における 18S

rDNAによる分子系統解析を行った結果，Chroomonas属藻類
は高いブートストラップ値で支持される 5つのクレードに分
かれることが示唆された。次に，それぞれのクレードの中か
ら複数の株を選択し，それらの株の微細構造を調べた。その
結果，それぞれのクレードごとにピレノイドへのチラコイド
陥入様式が一定であり，それらの陥入様式は 3つのパターン
に大別された。分子系統解析ではそれぞれのクレード間の分
岐順が明らかでなく，現時点では， どの形質が原始形質であ
るか不明だが，ピレノイドへのチラコイド陥入様式は少なく
とも Chroomonas属内のクレードを認識する上で非常に重要
な分類形質と成り得ることが示唆された。
(筑波大・院・生命環境)

P120安冨友貴 1・半田信司 2.中原一坪田美保 3・向井誠二人

坪田博美 3.氷雪藻Ancylonemanordenskioeldiiに近縁な日本

新産Heterothrichopsisviridisの形態と系統および分類学的な
扱いについて

広島県廿日市市宮島町の白糸川は， 2005年に起きた土
石流により植生が崩壊し，遷移の初期段階にある。白糸川
の崩壊地の藻類相を調査したところ，流水中の岩表面から
Heterothrichopsis viridisと形態的に同定できる株(YY0808-62f)

を単離した。この株について 18SrDNAによる分子系統解析
を行った結果，ホシミドロ目のAncylonemanordenskioeldii Iこ
近縁であることが分かった。しかし，H. viridisは形態的特
徴からヒビミドロ目やクレプソルミディウム目に置かれて
きた。 YY0808・62f株は両端が丸みを帯びた円筒形で，長さ
10-30μm， I幅ι8μm，葉緑体は 1-4(-8)個で，それぞれにピ
レノイドがある。増殖は隔壁形成またはくびれによる分裂，
あるいは 2個の胞子形成と，外見的には多様な分裂様式を示
す。この特徴はホシミドロ目の Mesotaeniumberggreniiと類
似している。なお，今回得られた株については原記載にある
不動胞子形成は観察されていない。ともに氷雪藻として知ら
れている A.nordenskioeldiiやM.berggreniiは，細胞が赤色を
示し，接合により有性生殖を行う点でH.viridisとは異なる。
今後生育環境の違いによる変化や詳細な生殖様式の観察を行
う必要がある。
e広島大・院・理・生物科学， 2広島県環境保健協会， 3広島大・
院・理・宮島自然植物実験所)

P140豊田健介・外丸裕司・長崎慶三 :PCR-RFLP法によ
る海産浮遊性珪藻ChaetocerosEhrenbergの種識別

Chaetoceros属は，珪藻類の中でも比較的小型の被殻を持つ

海産浮遊性中心目珪藻である。本属は，世界各地の海水域に
広く生育し，本邦周辺海域でも報告例が多い。しかし， SEM 
やTEMなどを用いても種同定が非常に困難で、あることから，
しばしば，出現種を総称して Chaetocerosspp.として報告さ
れる。そこで，光学顕微鏡観察および 18SrDNA解析により，
別種と考えられた 18株について， PCR-RFLP法による簡易
的な種識別法の開発を試みた。

標識には， PCRによる増幅が比較的容易であり，適度な
塩基長が得られ，変異が入りにくいシングルコピーであるこ
とから，葉緑体ゲノム rbcL領域を用いた。全 18株について
rbcL領域の塩基配列を解析し，以下の 3種の制限酵素を選
定した後，電気泳動ノ号ターンを比較した。 DdeI(C I TNAG)， 
Csp451 (TT I CGAA)， RsaI (GT I AG)。
結果， 18株中，DdeIにより 9株，Csp451により 3株，

RsaIにより 4株が特異的なフラグメントパターンを示し，こ
れら 3つの制限酵素より得られるパターンを組み合わせる
と， 18株全てが識別できることが明らかになった。

本手法により，これまで識別が困難であった Chaetoceros

属について数時間での種識別が可能になった。今後，さらな
る株について検証をすると共に，自然海域における珪藻植物
相やプランクトンの生態調査などでの応用を検証する。
(水産総合セ・瀬戸内水研)



P150平美砂歌・野水美奈・中山剛・井上勲・石田健一郎:

水面浮揚性黄緑色藻のー培養株の分類学的位置と浮揚様式

黄緑色藻は不等毛植物の一群で，約 600種を含む。近年の
分子系統解析により，これまでの形態に基づく分類体系を見
直す必要性が指摘されている。今回我々は，千葉県館山市の
淡水水表サンプルから黄緑色藻の培養株を確立した。本藻の

細胞は直径約5-25μmの球状で2個~多数の葉緑体を含み，
水面を膜状に被うように増殖する。水面に浮揚する黄緑色藻
には Leuvenianaωnsが知られるが，アメーパ状ステージが存
在する点で本藻とは異なる。

本研究では，まず本藻の分類学的位置を決定するため，細
胞形態の観察と SSUrDNA配列を用いた分子系統解析を行
なった。その結果，本藻が黄緑色藻に含まれることは明確に
示されたが，群内の分類学的位置に関しては十分な結果を得
ることはできなかった。今後，葉緑体コード遺伝子 (rbcL.

psaA) も用いた複数遺伝子解析を行なう予定である。次に，

黄緑色藻では珍しい水面に浮揚するという性質を詳しく知る
ため，水面浮揚細砲の詳細な形態観察を行なった。その結果，
水面浮揚細胞は一部が空気中に露出しており，細胞外被には
細胞直径よりやや小さい棒状の構造をもつことがわかった。
この襟状構造は，水表面とほぼ同じ位置に存在し，水面に浮
揚した細胞にしか見られないことから，浮揚に関係している
可能性がある。今後，本藻の生活環を解明し，どの時期に襟
状構造が形成されるかを明らかにするとともに，襟状構造の
詳しい構造を調べ，浮揚との関連を明らかにする予定である。
(筑波大・院・生命環境)

P170甲斐厚・川井浩史:不等毛藻Aurearenaにおける好オ
スミウム小胞の局在と細胞質分裂

不等毛植物は，分類群ごとに特徴的な細胞外皮を持つもの
が多く，褐藻綱，黄緑色藻綱，アウレアレナ藻綱を含む複
数の綱からなる単系統群 (PXクレード)ではシゾクラディ
ア藻綱を除き，セルロースを主成分とする細胞壁を持つこ
とが知られている。特に褐藻綱においては，細胞膜直下に
Physodeと呼ばれる好オスミウム小胞が局在し，いくつかの
種では，細胞壁伸長面への局在，細胞骨格系の阻害剤実験に
おける局在の撹乱による細胞壁形成の阻害などから細胞壁形
成への関与が示唆されている。またさらに，細胞分裂時にお
いて，ゴルジ体由来の好オスミウム小胞と，平板小嚢が分裂
面に局在，細胞質分裂を進行することが示唆されている。

演者らは，第 33回藻類学会発表により，アウレアレナ藻
綱Aurearenacruciataを始め，他の PXクレードの藻類につい

て細胞膜直下における好オスミウム小胞や平板小嚢に類似し
た小胞の局在が観察され.PXクレードにおける細胞質分裂
や細胞壁形成に関与する共通の構造である可能性が示唆され
ることを報告した。
本発表では，A. cruciaωについて，好オスミウム小胞や平

板小嚢様の小胞についてさらなる詳細な微細構造観察を行っ
た結果，球状細胞期，褐藻綱と同様に細胞質分裂における好
オスミウム小胞や平板小嚢様の小胞の分裂面への局在が観察
された。本発表では，褐藻における好オスミウムゴルジ、小胞，
平板小嚢との微細構造比較を行い， PXクレードにおける細
胞質分裂の多様性及び類似性について考察する。
(神戸大・内海域)
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P160須谷昌之 l・大谷修司 2.淡水産黄緑藻Pseudo-

stauras仰 menorme (Ral色)Chodatの分類学的検討

淡水産黄緑藻の Pseudostaurastrumenorme (Ralfs) Chodatの
クローン培養株四-1を，二層培地と CA培地を用い培養を
行ったところ，培養の初期と後期で形態が著しく異なること
が認められたのでその結果を報告する。
培養株UP-lは1999年7月，大田市の三瓶山浮布池の表面

水をポリ瓶に採取し細胞をピペット洗浄法で分離した。そ
の後， CA培地または水田の土壌を用いた二層培地を用い，
200C. 12時間， 12時間の明暗周期で継代培養を行っていた

ものを実験に供した。
二層培地の場合，培養開始から 2ヶ月後は，細胞の形は丸

みをおびた四面体であり， 4つの角から二股に突起がのび，
それぞれの突起の先端は 2または 3に分かれていた。 1年以
上，試験管上部にアルミホイルを覆い，弱い光が当たる条件
で保存しておいたものでは，四面体の形態を示すものは少
なし代わって平面の四辺形を基本とする形態が大部分を
占めた。 4つの角からは二股に突起がのびており，これらは
Pseudostaurastrum lobulatumに同定されるものであった。 CA

培地では，培養開始2ヶ月後は，球に近い形態であったが，
l年以上，試験管上部にアルミホイルを覆い，弱い光が当た
る条件で保存しておいたものでは，四面体の形態を示すもの
が大部分を占めた。このように本種は二層培地では四面体も
しくは四辺形， CA培地では球体から四面体を示し，培地や
培養期間で，形態が著しく変化した。
('島根県立出雲商業高校， 2島根大・教育・生物)

P180花房友香里 ，.高野義人 2・堀口健雄， .土壌性の

Paraphysomonas属(黄金色藻綱)と渦鞭毛藻類の分類学的

研究

黄金色藻綱の Paraphysomonas属は，従属栄養性で珪酸質
の鱗片を持つことが特徴である。主に鱗片の形態によって分
類され，約 60種が報告されている。しかしそのほとんどが
淡水や海水からの報告であり，土壌における Paraphysomonas

の研究例はきわめて少ない。また分子系統解析が行われてい
る種が少なく .Paraphysomonas属内の系統関係はほとんど
わかっていない。このような背景から我々は土壌に生息する
Paraphysomonas について分類学的な研究を行った。北海道を
中心に日本各地の表層土壌を採取し，培養株の確立を試みた。
確立した培養株について，電子顕微鏡による形態観察および
18S rDNAによる分子系統解析を行った。その結果 14株の土
壌性Paraphysomonas培養株を確立し， 14株全てが既知種と
は異なることがわかった。

lカ所の土壌試料から形態的・遺伝的に区別できる複数の
株が見つかったこと，また土壌性Paraphysomonasが属内で
独自のクレードを形成したこと(土壌性以外の種も若干含ま
れる)などから，土壌性 Paraphysomonas属には更なる多様
性が存在する可能性が示唆された。
渦鞭毛藻類の多くは，海産，汽水産または淡水産種で土壌

性の渦鞭毛藻類の報告は極めて稀である。本研究では 2カ所
から採集した種について分子系統解析を行った結果，汽水性
のPfiesteriaなどに近縁であることがわかった。
('北大・院理・自然史， 2長崎大・環東シナ海洋セ)
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P190高野義人 1.岩滝光儀 2・堀口健雄 3・松岡敷充 1.黒
潮及び対馬暖流域のNeoceratium属渦鞭毛藻類の出現種とそ
の分子系統学的研究

Ceratium属は，渦鞭毛蔀類の中では大型で300μm長に達
するものもおり，古くからよく観察されている。 Ceratium属
はもっとも古くに設立された属であり， 120以上の種，変種，
品種が記載されている。そのほとんどが海産種で，淡水産種
はわずか4種である。 Ceratium属渦鞭毛藻類については，ほ
とんどが外洋性であること，培養が非常に困難であることか
ら分子系統解析があまり行われてこなかったが， Oomezら
(2009)によって， 23の海産種の SSUrDNA配列が決定され
た。その結果，海産種はタイプ種を含む淡水産種のみのクレ
ードとははっきりと分かれ，形態的にも横溝板の枚数によっ
て区別できることから，海産Ceratium属渦鞭毛藻類に対して
Neoceratium属が新たに設立された。さらに，属以下の細胞
外形に基づく分類体系(亜属や節)の見直しの必要性も明ら
かとなり，さらなる系統解析が必要である。
本研究では， 2007年 1月から 2009年8月まで西日本から

南西諸島周辺海域において採水・観察を行い，得られた細胞
から LSUrDNA部分配列を決定し，さらに淡水産3種の配列
も加え系統解析を行った。その結果，合計48種(変種・品
種含む)を確認し，そのうち 37種の LSUrDNA部分配列の
決定に成功した。系統解析の結果，亜属や節に関しては SSU

系統樹と同様にそのほとんどが多系統群となった。また，少
なくとも 4つの変種・品種については遺伝的にも分化してお
り種として扱うべきであることが明らかとなった。この属内
の形態進化は考えられていたものよりもはるかに複雑であ
る。
(1長崎大・環東シナ海洋セ， 2山形大・理， 3北海道大・院・理)

P210新垣陽子 1.穴原知英 1・加藤亜記 2.須田彰一郎 1.

沖縄県沿岸のピコ真核植物プランクトンについて

ピコ植物プランクトンは直径2μm以下の極小植物プラン
クトンを指し，シアノバクテリアのシネココッカスとプロク
ロロコッカス及びピコ真核植物プランクトンで構成される。
ピコ真核植物プランクトンに関しては，地中海や東部太平洋
など，多くの海域からメタゲノム解析により盛んに研究され，
高い多様性が報告されている。ところが日本沿岸を含めた西
部太平洋からの報告は少なし特に琉球列島沿岸域を含む西
部太平洋及び東シナ海におけるピコ真核植物プランクトンに
ついての報告はほとんどない。また，メタゲノム解析では，
多様なピコ真核植物プランクトンの存在が示唆されるのに留
まるため，培養株を確立することも重要となる。
本研究では，沖縄島，宮古島，石垣島の沿岸域各地から表

層海水を採水し，稀釈培養方法により分離培養株を確立し
た。これらについて形態観察を行い， 18S rDNA塩基配列を
決定した。これらに基づきそれぞれの株の特徴づけをおこな
った。その結果明らかになったピコ真核植物プランクトンは，
Micromonas Sp.が8株，OstreocoCCUS Sp.が5株，ペディノ
藻類が2株となり，その他は PycnococcusSp.， Nanochlorum 
sp.，ピングィオ藻綱，ペラゴ藻綱が l株ずつであった。特に
Micromonas株については 18SrDNA塩基配列の系統解析によ
り， 3系統群に分かれ，そのうちの 1つは西部太平洋域の系
統群であった。
(1琉大・理・海洋自然， 2琉大・熱生研)

P20Sh油，Md.M油fuzurRahman1・加藤亜記 2.0須田彰一郎 3.

沖縄島沿岸から分離された Gambierdiscus属種について

熱帯・亜熱帯の沿岸域でおこるシガテラ中毒の原因は，底
生・付着性の渦鞭毛藻類の 1種Gambierdiscustoxicusとされ
てきた。本種が生産するシガトキシン及びその類縁体が，食
物連鎖の過程で魚類等に転換・蓄積し，それを摂食すること
により発症するというものである。ところが，当初原因生物
は1種類とされていたが，その後の形態及び遺伝学的研究に
より，Gambierdiscus属には，現在までに 10種類あることが
報告されている。

2008年7月から沖縄島沿岸各地から本属藻類を分離培養
し， 30株ほどを維持している。これらについて 18SrDNA 

の塩基配列を決定し，分子系統解析により沖縄島産の
Gambierdiscus属の種の多様性を解析した。その結果，沖縄
島産の Gambierdiscus属は4つの系統群に分けることができ，
そのうちの 3系統群は既知の 10種とは遺伝的に異なること
が示唆された。
本研究では， 18S rDNA系統解析により新規系統群と考え

られた恩納村真栄田岬地先より分離された 003株について，
28S rDNAのD1-D3領域と D8-D10領域の塩基配列を決定し
更なる系統解析を行うとともに，走査型電子顕微鏡および蛍
光顕微鏡観察を行い，本株を詳細に検討した。その結果， G. 

ruetzeliiおよび G.yasumonotiと形態的に酷似しているが，細
胞サイズが大型で，遺伝的に異なることが明らかとなった。
(1琉大・理工学研究科， 2琉大・熱生研， 3琉大・理・海洋自然)

P220中山卓郎・石田健一郎:有殻アメーパPaulinella
chromatophoraにおいて発見された核コード有色体遺伝子

有殻アメーパPaulinellachromatophoraは細胞内に共生シア
ノバクテリア由来の構造(有色体)を持ち，有色体の光合成
により独立栄養生活を行う。本種の有色体は宿主細胞外では
生育できないことや，宿主の世代を通じて保持されることな
ど葉緑体に共通する特徴を持つが，近年の分子生物学的研究
によって，既知の葉緑体とは全く異なる系統のシアノバクテ
リアに由来すること，そのゲノムは大きく縮小し，いくつか
の必須遺伝子を欠いていることが明らかとなった。さらに，
演者らの近年の研究によって少なくとも一つの光合成関連遺
伝子が有色体ゲノムから宿主核ゲノムへと転移していること
が確認され，P. chromatophoraは独立した一次共生の初期段
階にある生物として注目を集めている。
本研究ではどのような有色体遺伝子が核に転移しているか

を把握するため，P. chromatophoraのESTデータを用いて，
さらなる核コード有色体遺伝子の探索を行った。 ESTデータ
からは既に演者らによって報告された光化学系 Iサプユニッ
トIV遺伝子psaEのほか，光化学系Iの別のサプユニット遺
伝子である psal，および光ストレス応答遺伝子である hli遺
伝子が確認された。ゲノム上の配列を獲得し比較した結果
psaEとpsalの成熟タンパク質コード領域にはイントロンが
存在し，宿主核ゲノムにコードされることが強く支持された。
さらに宿主核から複数の異なる hli遺伝子が発現しているこ
とが示唆され，シアノバクテリア遺伝子との比較からそれら
は少なくとも 2回独立に核に転移し，その後多様化した可能
性が示された。
(筑波大・院・生命環境)



P230松崎素道 I.野崎久義 2・北潔 1.貝類寄生藻パーキン

サスへの遺伝子導入に用いる薬剤選択系の開発

パーキンサス (Perkinsus胸 rinus) はアメリカ東海岸でカ
キに大量舞死をもたらす水産学上重要な単細胞真核生物であ
る。ヤコウチュウやシンジニウム類を含めた渦鞭毛蔀全体に
対して姉妹関係にあり，また我々を含む複数の研究チームに
よって二次共生色素体の存在が強く示唆されていることか
ら，渦鞭毛藻の初期進化，あるいは色素体進化と寄生生活へ
の適応の関係を考察する上でもきわめて興味深い。
2008年パーキンサスに対する遺伝子導入系が報告されたこ

とで解析の進展が期待されるところであるが，利用可能な選
択マーカーがGFPのみであり，顕微操作によるクローン化
やセルソーティングを併用する必要がある。そこで今回我々
は，遺伝子導入のプロセスを簡便化するために，真核生物の
リボソームに作用するアミノグリコシド系抗生物質G418を
用いた薬剤選択系を開発したので報告する。

まず既報と同様の方法でmfGFPを発現するプラスミドを
作製した。ついでカナマイシン耐性カセットを除去し，その
コード領域にあるアミノグリコシドリン酸転移酵素を mfGFP

のN末端に融合したタンパク質を発現させるプラスミド
NPf/pMOE-m侶 FPAK加を作製した。野生型のパーキンサス
培養株が250Jlg I mlのG418添加により増殖阻害されたのに
対し， NPf/pMOE・mfGFP企Kanによって形質転換した細胞は
増殖し緑色の蛍光を示した。この結果に基づき，薬剤選択と
m侶FPにより簡便に局在解析を行えるベクターを開発中であ
る。
e東大・院・医・生物医化学， 2東大・院・理・生物科学)

P250木村聡・白岩善博・鈴木石根:ラン藻Synechocystis

sp. PCC 6803のヒスチジンキナーゼSphSとSphUの相互作
用解析

SphSは，ラン藻Synechocystissp. PCC 6803の無機リン酸欠
乏応答に関わるヒスチジンキナーゼである。これまでに，我々
はSphSのPASドメイン欠損体やドメイン内の 121番目のア
ルギニン残基 (RI21)を置換した株は，恒常的にリン酸欠乏
応答を起こすことを報告した。このことから SphSのPASド
メインは，リン酸十分条件で， SphSの活性を抑制している
と考えられる。また，SynechocystisはSphS活性の制御因子
であるとされている SphUの変異によっても同様の表現型と
なることから， SphSとSphUの機能に何らかの関連性がある
と考え解析を行った。
まず， SphSのPASドメインと SphUの関係を調べるため

に， PASドメイン欠損株に SphU変異を導入した二重変異株
を作製し，そのリン酸欠乏応答性を評価した。その結果，二
つの遺伝子の変異による相乗的な影響は見られなかった。従
って， SphUはSphSのPASドメインを介して SphS活性を抑
制することが示唆された。そこで， SphSとSphUが直接的に
相互作用するかどうかを，酵母2ハイブリッド法を用いて検
証したところ， SphSのPASドメインは SphUと結合するこ
とが初めて示された。また， R121変異を持つ PASドメイン
はSphUと結合しないこともわかった。これらの結果から，
SphSの活性は SphUとPASドメインの結合によって制御さ
れていることが強く示唆される。
(筑渡大・院・生命環境)
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P240市原健介 I.属国智 2.淡水産アオノリ Ulvalimnetica 

を用いた淡水誘導性遺伝子の単離と発現解析

緑藻アオサ属は世界中の沿岸域に生育し，世界で約 100種，
日本で約 18種が確認されている。我々は沖縄県石垣島にあ
る濁水池および与那国島田原川において淡水に生育するアオ
サ属藻類の新種目valimneticaを発見した。本種は分子系統
解析から海産ヤプレグサ属とアオサ属に挟まれるように位置
することが明らかなり，元々海で生育していたアオサ属が淡
水域に分布を拡大し生じたのではないかと考えられた。
今回の研究では本種の淡水域への適応進化の詳細を明ら

かにするため，淡水培養藻体と海水培養藻体から抽出した
RNAで合成した cDNAを用いサプトラクション法を行い，
淡水条件で発現が上昇する遺伝子群を単離した。さらに得ら
れた淡水誘導性遺伝子群について RT-PCRを用いて淡水移行
後の発現量とその継時的な変化(淡水移行後 1時間， 4時間，
12時間， 24時間， 3日， 7日)の確認を行なった。 cDNAサ
プトラクション法の結果， 215個のそれぞれ異なる淡水誘導
性遺伝子を単離することができた。この内 115個の遺伝子に
って RT・PCRで発現を確認したところ， 41個が淡水で発現量
が上昇することが認められた。ここにはデンプン合成酵素，
葉緑体のリボソームタンパク質， トリオースリン酸イソメラ
ーゼ，アスコルビン酸ペルオキシダーゼなどの遺伝子が含ま
れていた。またこれら遺伝子群の発現量は淡水移行後 1)一
時的に上昇するものと 2)維持されるものの 2通りのパター
ンが存在することが明らかになった。
e北大・理学院， 2お茶大・人間文化)

P260中田礼子・吉江由美子:海藻由来酸性多糖類の化学修
飾による構造と抗酸化作用の変化

植物由来の酸性多糖類であるペクチンと構成糖のガラクツ
ロン酸を化学修飾することで抗酸化物質を得られたという報
告がある。海藻由来の酸性多糖類を用いた場合でも，同様に
抗酸化物質が得られるかどうかをアルギン酸とカラギーナン
の2種類を用いて調べることにした。
アルギン酸を酸で加水分解したのち，エステル化し加水分

解物メチルエステルを得た。これを，アルカリとともに塩酸
ヒドロキシルアミンと反応させ，hydrolyzed alginate hydroxamic 

acidを得た。各処理段階の物質の分子量，糖含量および吸収
スペクトルの変化を， HPLC，フェノール硫酸法を用いて測定
するとともに抗酸化能を， DPPH除去活性と銅の還元力を用い
て評価した。カラギーナンについても，同様に試験を行った。
アルギン酸と同様に環状構造にカルポキシル基を有する安息
香酸，カラギーナンと同様に硫酸基を有するベンゼンスルホ
ン酸を上記同様に化学処理し，抗酸化能の比較の対象に用い
た。
アルギン酸およびカラギーナンの分子量は，加水分解処理

によって 800--2500になった。糖含量は処理が進むにつれて
低下した。 HPLCによって得られたピークの持つ吸収スペクト
ルに変化が見られた。アルギン酸，カラギーナンどちらの場
合も，処理を追うごとに抗酸化能は上昇した。安息香酸，ベ
ンゼンスルホン酸のメチルエステルは，活性を示さなかった
のに対し，アルギン酸，カラギーナンの加水分解物メチルエ
ステルは，抗酸化能を示した。 hydrolyzedalginate hydroxamic 

acidおよびhydrolyzedcarrageen佃 hydroxamicacid は，塩酸ヒ
ドロキシルアミンよりも 2--3倍強く抗酸化能を示した。
(海洋大)
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P270山本真紀 1.半田信司 2・宮村新一 3・南雲保 4.河野

重行 5.二分裂型トレボキシア藻の細胞壁合成と娘細胞接着

による糸状化

トレボキシア藻の多くは，内生胞子形成型であり，母
細胞壁開裂後に娘細胞が放出される。一方，ナノクロリ
ス(Nannochlorisbacillaris)やスチココッカス (Stichococcω

bac illaris )などの二分裂する種もトレボキシア藻に含まれる。
この 2種は母細胞壁が娘細胞壁上に残存することがTEMと
FE-SEMで観察されている。二分裂型は，母細胞壁が残存す
るという表現型を得て，別のクレードで収放したと考えられ

る。
内生胞子形成型のクロレラ (Chlorellavulgaris)では，細胞

質分裂前の細胞膜外層表面に娘細胞壁が新生される。この娘
細胞壁と母細胞壁は分離しており，両者の境目には空隙が観
察される。一方，ナノクロリスとスチココッカスの母細胞壁
と娘細胞壁は常に密着し一体化していた。母細胞壁と娘細胞
壁の空間的隔たりが失われると母細胞壁だけを脱ぎ棄てるこ
とが難しくなるのだろう。
スチココッカスでは，母細胞壁開裂後も 2つの娘細胞が接

着したままのことがあり，細胞が連結した糸状体を形成する
点がナノクロリスと異なる。スチココツカスの分裂溝やトラ
イアンギュラースペースには電子密度の高い細胞外分泌物が
観察された。この分泌物が分解されて娘細胞同士のつながり
がなくなると，母細胞壁開裂後に単細胞状態になる。
(1専修大・自然科学研， 2 (財)広島県環境保健協会， 3筑波大・
生命環境， 4日本歯科大・生物， 5東大・院・新領域・先端生命)

P290新山優子 l・辻彰洋 1・一柳英隆 2・高村典子 3.日本全

国のダム湖における植物プランクトンの網羅的調査

ダム湖の管理において水質管理は重要であるが，水質と動
植物プランクトンの発生は密接に関連している。動植物プラ
ンクトンの発生状況の把握や予測を適切に行うことは，ダム
湖の管理運営に必須の要件と考えられる。著者らはそのため
の植物プランクトン・モニタリングシステムを構築すること
を目的として，全国のダム湖における植物プランクトン発生
状況の調査研究に着手した。
2007年までに集積された日本全国におけるダム湖の植物プ

ランクトンに関する調査データのうち，顕微鏡写真と種名，
産地などに関して検討した。その結果，ダム湖聞で観察者や
観察方法などが異なるため，同定や顕微鏡写真撮影技術のレ
ベルは異なり，誤同定も少なくないことが明らかとなった。
このような結果を踏まえ，全国のダム湖から同時期に植物プ
ランクトンを一斉に採集した上で，同一者が実際に顕微鏡観
察を行う必要があると判断した。そこで， 2009年8月に日本
全国の 110のダム湖における植物プランクトン一斉調査を行
った。その結果について，各ダム湖で観察された優占種を中
心に報告する。盛夏の採集だ、ったが，Microcystisを代表とす

る藍藻の出現頻度は低く，アオコを形成しているダム湖は予
想外に少なかった。一方，緑藻 Volvocaceaeの数種，中心目
の珪藻，また Ceratiumなど有殻の渦鞭毛藻が優占するダム湖
が多かった。
('国立科学博物館・植物， 2ダム水源地環境整備センター， 3

国立環境研究所)

P280荻田信二郎 1.山村理恵 1・野村泰治 1.加藤康夫 1.

松村航 2.コンブおよびワカメのレーザー分光法を用いた細

胞周期の解析

藻類の細胞融合や倍加による育種を目指す上で，細胞周期
解析方法の確立は必須である。しかし，海産大型褐色藻類の
細胞周期解析については，十分な知見は得られていない。本
研究では，共焦点レーザー顕微鏡およびフローサイトメータ
ーを用いてマコンブ，ガゴメ，ワカメの幼藻体および単離・
精製したプロトプラストの細胞周期解析を行った。
簡便に細胞周期を確認することを目的として，培養過程の

幼藻体の組織(約0.5cm) を採取し，未処理のまま，あるい
はFAAなどで化学固定処理後に S汀 OXGreen (SG)で核染
色を施して，共焦点レーザー顕微鏡解析用サンプルとした。
未処理の場合，組織の状態によっては染色ムラを生じたが，
一定の染色結果が得られた。固定処理を行うことによって問
題が改善され，一様の染色結果が得られた。いずれのサンプ
ルでも SG染色特異的な解析用画像を分離することが可能で
あり， G1/G2期の相対DNA量を示すヒストグラムパターン
を取得することができた。
次にフローサイトメーターを用いた細胞周期解析を行なっ

た。陸上植物の方法に準じて，バッファー中で幼藻体組織を
カミソリで細かく刻みながら核抽出(裸核化)した場合，細
胞破片が多い他，アルギン酸などの影響により抽出液の粘性
が高まりフローサイトメトリーが困難であった。この問題は，
幼藻体組織をプロトプラスト化して，これを裸核化あるいは
固定処理することにより改善できることが分かつた。
('富山県立大学， 2富山県農林水産総合技術センター)

P30贋瀬孝太郎 1.。大谷修司 2・後藤敏一 3.香月興太 4・瀬

戸浩二 1 中海における過去 100年聞の藻類群集の変化ープ
ランクトンデータおよび堆積物中の遺骸群集から一

珪藻は沿岸域生態系において主要な一次生産者であり，ま
たその遺骸が堆積物から抽出可能であるため，モニタリング
データが採取される以前に遡って一次生産者の動態を検討す
るのに有効なツールである。またそのためには，実際の(生体)
珪藻群集の時系列変化と，それらが堆積中にどのような様式
で保存されるか(タフォノミー)をより詳細に把握すること
が求められる。
本研究では，中海の定点において 1996年以降毎月採取し

た水中から，珪藻の産出傾向を明らかにした。また過去に報
告された中海における生体プランクトン群集(秋山 1996な
ど)と堆積物中の珪藻遺骸群集の時系列変化 (Katsukiet al. 

2008) とを比較した。
1996年以降，。加lln属， SI励 ω問問co.政脚n，Ne.雌 'lphi・附

pelagicaなどが優占種として産出し，その時系列変化には明
確な傾向はみとめられなかった。また過去約 100年間におい
て，生体群集と遺骸群集はともに 1940'" 1960年頃に種組成
の大きな変化を示した。遺骸群集の変化は生体群集の産出傾
向とは矛盾しないが，一部に生体としてのみ産出が認められ
る種類があった。これらの種類は堆積物中に保存されにくい
ためであり，このような種類の生育が報告される水域では，
珪藻遺骸を用いた解析には注意が必要で、ある。
(1島根大・汽水域セ， 2島根大・教育， 3近畿大・医学， 4高知大・

コアセンター)



P310長谷川孝太 1.大谷修司 2.松江市近郊の不耕起水田と

耕起水固における淡水藻類相の比較研究

松江市近郊の不耕起水田に出現する藻類の種組成と季節変

化について耕起水田と比較しながら明らかにするため， 2008 

年 1・12月まで月に 1度淡水藻類の採集・観察を行った。不

耕起水田より 2地点，耕起水田より l地点の計3地点で調査
を行った。

不耕起水田の耕起水田を比較すると，不耕起水田では 100

種以上が出現しているが，耕起水田では半数以下の 42種し
か出現しなかった。特に緑藻の出現に大きな差が見られ，不

耕起水田では 50種前後の種が出現したが，耕起水田では 13

種にとどまった。また，不耕起水田では緑藻Scenedesmusな
どクロロックム目の藻類が出現したにも関わらず，耕起水田

ではほぼ出現しなかった。

2008年2月末より不耕起水田で，行った春期湛水の結果，
4-5月には緑藻クロロコックム目の Monoraphidium，デスミ

ッド類の Staurastrumなどを中心に 13属が出現し，春期湛水
を行うと水田に出現する藻類相が豊かになる傾向が見られ
た。田植え後は，稲の成長とともに，Trachelomonasなどの

ユーグレナ藻が優占したが，出現種数については，不耕起

水田内の 2地点でも 31種と 16種と差が見られた。稲刈り
に伴う落水後は水田の土壌表面に黄緑色藻拘ucheriaが観察

され，浮遊性として知られる Scenedesmusecornisや遊泳性の
Trachelomonas volvocinaなども出現した。
e島根大・院・教育， 2島根大・教育)

P330黛裕介 1・高橋春瑠香 1.河地正伸 2・出村幹英 2.白
岩善博 1・井上勲 1.田辺雄彦 1・彼谷邦光 l・渡遺信 1.炭

化水素産生緑藻ボトリオコッカスの自然界における季節的消

長

ボトリオコッカス (Bo句IOCOCCUSbraunii) は群体性の緑藻

で，炭化水素を大量に産生，蓄積(乾燥重量あたり 25-75%)

することから，バイオマスエネルギ一利用に向けた研究が進

められている。一方，イスラエル，英国，オーストラリア等，

世界各地の湖沼で，ボトリオコッカスの大量繁殖が報告され

ているが，その発生機構は明らかではない。そこでボトリオ
コッカスの大量繁殖を引き起こす要因解明を目的として，自

然界におけるボトリオコッカス動態について調査を行った。

2009年4月から圏内の4つの貯水池で，ボトリオコツカス
と他の植物プランクトンの季節的消長について，環境要因と
併せて調査を行った。 2007年から 2008年に行った調査結果

も一部含めて解析した。 4つの貯水池のうち富栄養化が進ん

だ貯水池では，ボトリオコッカスはごく稀にしか検出されな

かったが，中栄養から富栄養の貯水池では，水温躍層が形成

される夏期において，水深 1'"2.5 m付近でボトリオコッカ
スが優占しており，最大で 1，532コロニー/Lが計測された。
同貯水池では，年聞を通してボトリオコッカスが確認された
が，秋から冬にはシアノバクテリア (Microcystis)と渦鞭毛藻
(Peridinium)が優占，春には珪藻 (Aulacoseira)が優占した。

ボトリオコッカスの季節的消長と環境及び生物学的要因との
関連性について考察したい。
e筑波大・院・生命環境， Z国環研)
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P320溝淵綾 1.半田信司 1・中野武登 2.大気降下物より単

離された気中珪藻類

藻類が大気中に浮遊していることは 19世紀半ばから知ら
れ，気中藻類 (airbomealgae) と呼ばれている。気中藻類に

珪藻類が含まれることは，古くより報告されているが，その

多くがNaviculasp.， Nitzchia sp.， Pinnularia sp.とされ，種レ

ベルまで同定した研究は極めて少ない。圏内においては，降
雪中に含まれる気中緑藻類についての報告はあるものの，培

養により生きた気中珪藻類を確認した例はない。そこで，本
研究では採集した降下物等の単離・培養により，気中珪藻類

を確認したので報告する。

試料は， 2008年 5月から 2009年 11月に広島県広島市のピ

ル屋上で採集した。採集方法は，大気の吸引，降雨の採集，

水盤・寒天プレートによる降下物の捕集とした。それぞれを
BBM寒天平板上にて， 22 ~ IOC， 50μmol photons m-2 S-I，光

周期 12L:12Dの条件下で培養を行った。その結果， 4属 5

種の珪藻類，Diadesmis conten飽 V低 biceps，Luticola mutica， 
L.s田 ophila，Hantzschia amphioxys， Ni加 chiaperminutaが確

認された。これらは土壌藻類や気生藻類として一般的に見ら
れる種であるが，直近には生育に適した環境がないことから，

比較的遠方からの飛散がうかがえる。大気中から生きた珪藻

類が確認されたことにより，大気の流れが陸生の珪藻類の分
散に寄与していると推察される。
e広島県環境保健協会， 2広島工大・環境)

P340棲井克聡 1.平野央 2・粕谷和寿 2.藤田大介 1.山形

県女鹿漁港及び早田漁港における藻場の海藻の種組成と現寄

量の季節変化

山形県内には計 18の漁港・港湾があり，港内静穏域の藻
場は，海況の厳しい冬季にも活動できる磯根漁場として期待
されるが，その種組成や分布に関する報告はない。演者らは

2008年に 8漁港・港湾の海藻分布の概況を調査し第33回大

会で報告した。本研究ではこのうちの女鹿漁港(県北部，海

底が岩盤・砂，複数の海底湧水が存在)と早田漁港(県南部，
海底が醸)で， 2009年4月"'11月に，水温・塩分 (8月に

栄養塩)，海藻の分布・種組成および斜路(各2面)におけ

る現存量(各3枠)を調べた。女鹿漁港は全般的に低塩分で，
湧水直近は 8月でも 15.90C，19.7 psuであった。アナアオサ

が優占し 31種の海藻とスガモが確認されたが，ホンダワラ
類がほとんどなく，最大 (8月)平均現存量でも 4000g I m2 

に留まった。栄養塩濃度が高く，マクサは珪藻の大量付着に
よりアオクサとなっていた。海底付近にキタムラサキウニが

若干認められたが，植生への大きな影響はなかった。早田漁
港では 32psu以上で，ホンダワラ類が多く，スギモクをはじ
め65種の海藻とアマモが確認された。平均現存量は南側斜
路で6851.2g I m2 (8月)，北側斜路で 5627.2g I m2 (9月)が

最大で，その後いずれも減少し半分以下になった。栄養塩濃
度は低く，マクサが初夏に黄化した。植食動物ではアメフラ
シが目立ち，斜路には小型巻貝も多数生息していたが，やは

り植生への大きな影響はなかった。
e東京海洋大・応用藻類， 2山形県水産試験場)
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P350寺田竜太 1，川井浩史 2・田中次郎 3，坂西芳彦 4・倉

島彰 5，村瀬昇 6・吉田吾郎7・中川雅博 8・熊谷直喜 8，島
袋寛盛9・藤田道男由・脇山成二 10・水落朋子旧:環境省モ

ニタリングサイト 1000沿岸域調査における藻場のモニタリ
ングと展望

「モニタリングサイト 1000Jは，第二次生物多様性国家戦
略に依拠して 2003年から始まり，約 1，000ヶ所の調査サイト
における長期的なモニタリングによって生態系や生物の変化
を捉え，保全の施策につなげることを目的としている。海藻
藻場の調査は 2007年に分科会を設置し，サイトの選定や調
査法の検討を経て， 2008年から現地調査を開始した。調査サ
イトは，親潮流域の北海道厚岸と宮城県志津川，黒潮流域の

静岡県下田と鹿児島県長島，瀬戸内海沿岸の兵庫県淡路島，
日本海沿岸の兵庫県竹野の 6ヶ所を選定した。調査は毎年行
い，ライントランセクト法で帯状分布を把握した上で，生育
帯ごとに永久方形枠 (2m四方)等を複数設置し，生育種と
被度，現存量 (5年ごと)を記録することとした。

これまでに，東北以南の 5ヶ所で永久方形枠の設置を終了

し，モニタリングを開始した。今後の調査によって植生の変
化を迅速に捉えられることが期待されるが，事業を長期間に
わたり安定して継続するためには，趣旨に賛同する協力者の
充実と地域社会へ調査内容やその成果を普及することが重要
であると考えている。
(1鹿大水， 2神戸大内海域セ， 3海洋大海洋科学， 4北水研， 5

三重大院生費， 6水大校， 7瀬戸水研， 8国際湿地保全連合， 9

国際湿地保全連合(現:瀬戸水研)， 10環境省生物多様性セ)

P370木寅佑一朗 1，津山茂樹 2・鯵坂哲朗 2.和歌山県白浜

町臨海海岸における打ち上げ海藻類の季節変化

藻場から脱落して「流れ藻」になり，海岸に打ち上がった
海藻類は「打ち上げ藻」と呼ばれる。それは動物の餌となる，
または微生物による分解を通して海岸域の栄養源となると考
えられるが，その量や質についての基礎的データの研究例は
少ない。本研究では 2009年4月からほぼ 1年間，和歌山県
白浜町臨海の 2定点(田辺湾湾口に面した「北浜」および太
平洋に面した「南浜J)において，打ち上げ藻のバイオマス
および種構成の季節変化について調査した。
合計29属48種の海藻類の打ち上げがあり，量的に多い褐

藻ホンダワラ類は 15種が確認され，打ち上げ量は4-6月に
かけて比較的多かった。この時期には調査地定点周辺の藻場
の減衰が観察され，かっ成熟個体の打ち上げが多く確認され
るようになったため，当地における打ち上げ藻の大部分は周

辺藻場からの供給によるものであると恩われる。打ち上げ量
は7月以降急速に減少した。全調査期聞を通しての打ち上げ
量の平均値は，北浜および南浜で2半日周潮(約24時間 50
分)あたりそれぞれ249.55および 1157.79wet wt g / mであっ
た。
ホンダワラ類が打ち上げ海藻類バイオマスの 98%を占め

ており，ヨレモクモドキ，フクレミモク，フタエモクの順に
多かった。南方系の Sargassum亜属が占める割合は 50%であ
ったが，その中で近年生育域の拡大が指摘されているマジリ
モクがφ6月にかけて打ち上げが多く確認され，付着器を持
つことから，当地における自生が示唆された。
(1京大・農， 2京大・院・農)

P360倉島彰 1・森田晃央 1，岩尾豊紀 1・鈴木望海 2，竹内

大介 3・川崎泰司 3，前川行幸 1.三重県尾鷲市賀田湾の海藻

植生

三重県尾鷲市の賀田湾は，南方に聞いた湾口部と東，西，
北方に広がる 3つの枝湾を持つ十字形の湾で，面積 12.6km2，
湾中央部の水深は 50m以上に達し，外海的性格が強いとさ
れている。本研究では賀田湾における藻場造成の基礎資料を
得ることを目的に， 1997年および 12年後の 2009年に，浅海
域の海藻植生調査を行った。湾内に 17地点を定め， 1997年
5月22日， 23日， 6月6日， 26日，および2009年5月20
日， 21日に調査を行った。素潜りにより，水深5m以浅に生
育する海藻を採集して同定した。また，目視により地形を記
録すると同時に，海藻の出現頻度を 5段階に分けて記録した。
確認されたコンプ目，ヒパマタ目，アミジグサ目の種数から
LFD値を求めた。
本調査で確認された種数は 116種で， 1997年が緑藻 10種，

褐藻32種，紅藻35種の計77種， 2009年が緑藻 17，褐藻
27，紅藻60の計 109種，両年に共通して出現した種数は 65
種であった。 2009年は 1997年と比較して，確認されたホン
ダワラ科藻類の種数が 15種から 10種に減少し，ガラモ場が
ほぼ消失した調査地点もあった。一方，磯焼けが見られた調
査地点は 1997年の 7地点から 2009年の 10地点に増えた。
湾全体の LFD値は， 1997年は1.21，2009年は1.32であった。
過去 23年間の湾内の水温変化には一定の傾向は見られなか
った。
(1三重大院・生物資源， 2 (有)ダイビングテクノ， 3尾鷲市

水産農林課)

P38 ONISHIHARA， Gregory N.1 ，τ百RADA，Ryuta2 : Wavω 佃 d

functional form int1uence the algal richness of the intertidal 
zone 

Waves are a fundamental factor that affects the coastal 
environment. Wave energy controls th巴 geomorphologyof the 
coastline and the characteristics of the sediments. Furthermore， 
almost all abiotic processes that influence marine algae ∞V紅ywith 
wave energy (e.g.， nutrient concentration， turbidity， and gamete 
dispersal). The iぱluenceof waves on the biology of marine algae 
is not a new hypothesis， however the effects remain unc1ear. We 
show白紙waveenergy佃 d白ebath戸netryof the intertidal zone are 
fundamental factors出似合ive白especies richness of marine algae. 
Furthermore， by examining the effects of waves on marine algae 
based on血eirfunctional form， we demonstrate the importance of 
waves on the number of species that can occur in a given wave 
environment. These conclusions are based on the analyses of 437 

species of marin巴macrophytesdistributed over 200 sites along the 
eastem rim of the East China Sea， and through the application of 
ex回 mevalue theoryωexar叫nehow maximum values of species 
richness v釘ywithぬecharacteristics of the waves in白eintertidal 
zone. 
(1長崎大学， 2鹿児島大学)



P390細矢玲奈 1・鈴木平吉 1.伊藤田紀子 2.藤田大介 1.表

面形状の異なるカキ殻プロックにおける海藻植生の遷移

藻場の造成・回復用の人工基質として，天端面に凹凸のあ
る多孔質コンクリートプロックの優位性が報告され，近年は
員殻を骨材とした多孔質プロックも開発されているが，海藻
の遷移を詳細に観察した事例は少ない。本研究では， 2007年
4月に天端面の形状が異なる 3種(平坦，小凹凸，大凹凸)
のカキ殻プロックと対照区のコンクリートプロック(各 30x 

30 x 10 cm，以下，大型ブロック)を 1セットとし，千葉県
沖ノ島地先のアラメ海中林が形成された岩棚(水深約3m) 
縁辺部の空き地に設置した。また， 2007年 11月には上記4

種の小型プロック(各 10x 10 x 10 cm) を2セット設置し，
Iセットをかごで覆いウニ類(主にガンガゼ)の食害を防除
した。観察は 2009年 12月まで毎月 1回，スキューパ潜水に
よって行い，撮影した写真から海藻の被度(%)を算出した。
結果，大型プロックでは，パテイラやガンガゼの食痕や浮泥

の堆積が確認されながらも，珪藻，無節サンゴモ，小型海藻(ア
オサ属，テングサ類，フクロノリ属など)，大型海藻(アカモク，
ホンダワラおよびアラメ)が順次着生し遷移が進行した。海
藻の出現種数は各プロックで増加したが，大型海藻が長期間
生残したのは大凹凸プロックのみで，ほかのプロックでは幼
体の段階で消失した。小型プロックでは，食害防除を施した
区の各プロックにアカモクとホンダワラが着生したが，非防
除区ではすべて無節サンゴモが優占し，表面形状による差は
認められなかった。
(1東京海洋大・応用藻類， 2五洋建設(株))

P41藤田大介・ 0藤原一憲:室内培養における紅藻フサノリ

の最適培養条件

フサノリ属の紅藻は，市場には出回らないが，静岡県の一
部では「うみぞうめんJ と呼ばれ食用にされるほか，近年，
インドで多糖類の研究も行われている。この仲間は大群落を
形成せず資源量が限られるため，未利用資源として培養・増
殖技術を確立しておく必要がある。本研究では千葉県沖ノ島
産のフサノリの培養に適した条件を探る目的で，水温，日長，
光強度を変えた条件で室内培養を行った。沖ノ島では秋に幼
体が出現し初夏に消失するので，水温200C，短日でMGM
培地を用いて配偶体を培養し，放出された果胞子から糸状体
を得た。糸状体は 40μmollm2・S，短日(lOL: 14D)で水温

5， 10， 13， 15， 20， 25， 270Cの7通り，水温 150Cで長日
(14L: lOD) と短日(lOL: 14D)で光強度20，40，ω， 80， 
100μmoll m2.sの 10通りで培養した。結果，糸状体は水温
50Cと270Cで由化して枯死したが， 15 "" 250Cでは大差な
く培養27日で最大直径 1200μmに生長した。光周期別では，
短目で順調に生長したが，長日では培養35日目から糸状体
の塊が小さくなり，最終的に短日の 112程度に留まった。光
強度別では 100μmollm2.sで生長が悪かったが，それ以外で
は大差なく生長した。幼配偶体は，水温 15，20， 250C，長
日で培養33日目に出現した。ただし，過去に報告された四
分胞子は確認できず，糸状体の一部から直接幼配偶体が発芽
したように見えた。幼配偶体は，水温 150C，長日条件で静
置と通気で培養した結果，通気の生長が優った。
(東京海洋大・応用藻類)
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P40藤田大介・ 0渡辺梨里:海洋深層水で培養したモカサ属
I種の生長と成熟

地球温腰化に伴う海洋の酸性化(予測では 2100年までに
pH 7.8まで低下)により， CaC03骨格をもっサンゴモへの影
響が懸念されている。メソコスム試験では他の藻類の被覆に
よる無節サンゴモの減少も報告されているが，サンゴモ自体
へ反応は示されていない。演者らは， 2009年7月8日に千
葉県沖ノ島で採取したモカサ属 1種を，身近な天然の酸性海
水である海洋深層水 (pH7ム富山県入善町で取水)など各
種培養液・諸条件で約 1ヶ月間培養し，意外にも海洋深層水
(150C， 100μM I m2.s，長日条件)で最も良好に生長するこ
とを確認した(第 13回海洋深層水利用学会で報告)。深層水
培養藻体は，成熟しながら半年以上生き続け，国産モカサ属
では初めての長期培養例と考えられたので，その生長と成熟
について報告する。胞子は約2時間で着底し直ちに分割を始

めて，翌日には毛(早落性)を生じ，その後，個体によって
は藻体縁辺部に小盤が形成された。 40日目噴から生殖器巣が
生じ， 60日目にはその内部に胞子が確認された。 60"" 80日
目の成熟藻体毎の生殖器巣の数は藻体の大きさや小盤の有無
によらず 1"" 3個であったが， 6ヶ月後には平均 36個(""
70個)に増えた。生長や生殖器巣形成までの期聞は表層海水
での培養と変わらなかったが，表層海水培養藻体は 2""3ヶ
月で枯死し，多数の生殖器巣を形成するまでに至らなかった。
以上，本種は他の藻類による被覆がなければ酸性海水でも生
き残る可能性があるが，今後，着生基質アマモの挙動ととも
に検討する必要がある。
(東京海洋大・応用藻類)

P42藤田大介・0岩舘教博・小川晃弘・井上大輔・細矢玲奈:

館山市沖ノ島における紅藻ミリンの世代別海中育成と近年の
減少について

千葉県房総半島は紅藻ミリン(ミリン科)の分布北限に近
いが，和名の発祥地で，館山市沿岸では春になると大量に打
ち上がる。演者らの研究室では 2004年から沖ノ島で，本種
の季節的消長 (2004"" 6，第四回大会)，浮遊藻体の生長測
定 (2006，第 30回大会)，プロックを用いた海中育成 (2ω5

"" 6，第30回， 31回大会)などを実施してきた。このうち，
2回の海中育成では 10""11月に食害が認められ，これを防
除する必要性が指摘された。また， 2固とも 3月で終了して
いるので，今回， 2008年6月""2009年7月に，ほぽミリン
の生育期間を通して本種の世代別の海中育成を行った。コン
クリートプロック 6基を水深3m付近の砂醸底に設置し，成
熟した四分胞子体と果胞子体を 3基ずつ縛り付けて人工採苗
を行い (2006年と同じ方法)，食害防除の徹底のためプラス
チック製カゴに入れ，毎月潜水して経過を観察した。芽生え
は10月以降，翌年2月まで認められた。その後，生育個体
数は減少したが， 7月まで生育し，世代別では四分胞子体の
生長が良かった。しかし，過去の生長と比べると，カゴ内外
の藻体とも生長が劣り，減少傾向にあるようで，沿岸工事に
よる濁り・浮泥と魚類による食害が原因と考えられた。
(東京海洋大・応用藻類)
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P43藤田大介・ 0小林美樹:千葉県沖の島産紅藻ミリンの黄

化と栄養塩添加による体色改善

海藻の体色や色素組成は，商業的価値や藻体の健康状態を
知る上で重要な要素である。紅藻では夏期に藻体が黄色味を
帯びる黄化現象が知られており，産業上重要なテングサで体
色改善に向けた研究や，ノリの色落ちに関する研究が行われ
ているが，その他の分類群では全く知見がない。演者らは，
これまで千葉県館山市沖ノ鳥でミリン， トサカノリ，スギノ
リなどの紅藻，で初夏に藻体の色が黄色味を帯びる現象を確
認している。このうちミリンは，多肉質で粘性に富むカラゲ
ナン海藻で，南日本では盛んに採取され，今後，利用の普及

や拡大が期待されるため，演者らの研究室では，これまで生
態と増殖に関する研究を行ってきた(第 29"-' 31回大会)。
本研究では， 2009年7月に採集した黄化藻体を用いて，栄
養塩の中のどの成分がミリンの体色改善に働いているのか，
どの程度の栄養塩濃度で黄化や回復が起こるのかを明らかに
するために，以下の室内実験を行った。 MGMを基本として
窒素またはリンの濃度を調製した培養液で黄化藻体を培養
し，主枝の色彩測定，分枝の色素量分析，写真撮影を行い比
較した。栄養塩無添加海水と窒素無添加の MGMでは色彩値
はl.l倍，色素量は 0.7倍で，体色は改善せず黄化が進行し
た。最も体色が改善したのはリン無添加の MGMで培養した
藻体で，色彩値は 2.6倍，色素量は 5.3倍で、あった。結果から，
ミリンの体色改善には栄養塩が必要で、，窒素の影響が大きい

ことが示唆された。今後は光強度との複合条件下での体色改
善についても検討する予定である。
(東京海洋大・応用藻類)

P450鈴木平吉・細矢玲奈・前田高志・能登谷正浩・藤田

大介:神奈川県江ノ島(基準産地)におけるコトジツノマタ
の季節的消長と勢定個体の生長

先の大会では，江ノ島における紅藻コトジツノマタの季節
的消長 (1年間)を報告したが，今回は 2年目も含めた季節
的消長と男定個体の生長の結果を報告する。本種は 2年間，
直立体は消失せず，株の高さもほとんど変化しなかった。成
熟した直立体は周年存在し(但し約 50%以上が未成熟)，四
分胞子体株では 6"-' 12月に株内の 20%以上，雌性配偶体で
は5"-'8月に 25%以上を占め各成熟盛期と考えられた。藻
体の乾重量/湿重量(歩留まり)は，四分胞子体株，雌性配
偶体株，雄性配偶体株ともに周年約 20%であり，乾重量/直
立体は四分胞子体と雌雄配偶体で夏季に高い値を示した。男
定試験では， 2009年6月に 2株の直立体を高さ 1cmと5cm

に男定し， 1株を勇定せずに， 1ヶ月毎に上位20本の全長を
計測した。平均伸長量は lcmを残した株が最大(l.lcm /月)
で，茨城県での過去の報告(約 3ヶ月で平均 1-3cm /月)と
ほぼ同様で、あった。江ノ島(新江ノ島水族館取水)の水温
は13.4"-' 28.60Cであったが，コトジツノマタの分布域(東
京都を除く三重~青森県の太平洋岸)の水温(日本海洋デー
タセンター)は 0.6"-' 30.70Cで，広い水温帯で生育している
ことになる。しかし，江ノ島では成熟個体が周年存在するの
に対し，福島県小名浜で、は 3-9月に生育が確認され成熟期が
8-9月に限られるとの報告もあり，比較的狭い分布域の中で
も異なる生物季節ノfターンが存在する可能性が示唆された。
(東京海洋大・応用藻類)

P44 oRhea Joy Carton ・MasahiroNotoya • Daisuke Fujita : 

Physiology of the red alga， Gracilariopsis bailiniae Zhang et Xia， 
as a function of environmental factors and nutrient so町 'ces

Gracilariopsis bailiniae is one of the economically-important 
Gracilariales in the Philippines due to its use as human food and as an 
agar source. It can be found in habitats with highly variable temperature 
and salinity conditions and those farmed in earthen brackishwater ponds 
can b巴 occasionallyexposed to low irradiance levels due to highly 
turbid water and high salinity levels during summer. In this study， we 
inv巴stigatedth巴effectof the interaction of these environmental factors 
on the physiology of Gp. bailiniae grown in di妊erentnitrogen sources. 
Using a factorial design， plants were incubated at 3 temperature (20・C，
27・Cand 34・C)and 4 salinity lev巴Is(18%0， 25%0， 32%0 and 390/00) 

in either ammonium or nitrate-enriched medium. To determine its 
photosynthetic capacity， plants were incubated at 27・Cin irradiance 
levels台omOto 800μmol photons" m・2841 •

Our results showed that only the main effect of temperature 
had a significant effect on the growth and pigment content of Gp. 
bailiniae. Optimum temperature level was at 2TC while no significant 
difference was found between plants cultured at the highest (34 'C) 
and lowest (20'C) temperature levels. It was also shown to tolerate 

both brackishwater (18%0) and oceanic (39%0) salinity levels tested in 
this study. Ammonium and nitrate were suitable nutrient sources for 
the species due to similar e仔'ectson the growth and pigment contents 

of G. bailiniae. Photosynthetic param巴tersof the species showed low 
compensation point irradiance requirements with high photosynthetic 
capacity that indicates adaptability to poor Iight conditions. These 
r巴sultsshow that the suitability of plants for cultivation can be extended 
from brackishwater towards mariculture conditions. 

(東京海洋大・応用藻類)

P46藤田隆夫 l・鈴木雅大 2.。吉崎誠 2.青野川に生育する

5種の汽水性紅藻類の分布について

静岡県賀茂郡南伊豆の青野川は，感潮域が河口から上流お
よそ 3kmにも及ぶ。昨年，ここにはアヤギヌ，ホソアヤギヌ，
タニコケモドキをはじめとして多数の汽水性藻類が生育する
ことを報告した。今年は，ここに生育する 5種類の汽水性紅
藻類の水平分布を報告する。河口は弓ガ浜と弁財天岬の聞に
開け，弁財天岬の青野川よりの岩礁上にササパアヤギヌ，ア
ヤギヌ，ホソアヤギヌが混生している。河口から1.6km上流
に弓ヶ浜大橋があり，橋の上下流に葦原が見られる。橋の左
岸下流域にはハマゴウが群生している。これらの葦原とハマ
ゴウの根元にタニコケモドキがマット状に群生する。タニコ
ケモドキの下位にはホソアヤギヌが見られる。 2.4km上流の
日野橋と 2.8km上流の宮前橋の聞の左岸に葦原が発達し，こ
この葦梓にアヤギヌが群生する。葦の地下茎が洗われてむき
出しになっている位置にはホソアヤギヌが群生する。葦原の
対岸にはこじま橋があり，ここには上位にアヤギヌ，下位に
ホソアヤギヌが帯状に群生する。 2.9km上流に左岸からのび
た突堤がある。川の水は，満潮時には突堤をこえて遡る。干
潮時には突堤は高い壁となり，川の水は右岸沿いに激流とな
って流れ下る。ここには，この川でもっとも多様な種が出現
する。ここには，もっとも高い位置にアヤギヌ，ついでホソ
アヤギヌが群生する。アヤギヌに混生してササパアヤギヌが
生育する。突堤から加畑橋の聞の右岸には葦原が発達してい
る。ここにはホソアヤギヌとインドオオイシソウが生育する。
('日大習志野高校， 2東邦大・理)



P47馬場将輔:クロメの生育に及ぼす温度，光量，塩分の
影響

クロメは西日本の広い範囲に分布し藻場構成種として重要
な大型褐藻類である。本研究では，クロメの配偶体と幼胞子
体について，温度と光量，温度と塩分の複合的な影響が成長
や生残等に及ぼす影響を検討するために室内培養を行った。
本研究は経済産業省原子力安全・保安院委託調査の一環とし
て実施された。

福井県三国町の漁港内でクロメ成熟藻体を採集し，その遊
走子から培養した配偶体と幼胞子体を材料とした。成長に及

ぼす温度と光量の影響は， 10ー30あるいは 5-300CとIOー100
μmol m.2 s"の36-40条件で 10ー21日間の培養を行った。成

長に及ぼす温度と塩分の影響は， 10ー30あるいは 5-300Cと
ふ36psuの56ー70条件で7-21日間の培養を行ったほか，生

残に及ぼす影響は， 10ー340Cと8-32psuの70条件で24時間
接触を行った。すべての培養は PESI培地を用い光周期 12hL-

12hDとした。その結果，成長に適した温度と光量は，配偶
体では雌性体が22-240Cと5ι100μmolm.2 s"，雄性体が20-

220Cと100μmolm.2 s"，幼胞子体では 150Cと100μmolm"s"

をそれぞれ組合せた条件であった。生育上限温度は配偶体が
280C，幼胞子体が260Cであり，雌性配偶体の成熟上限温度
は22-240Cであった。成長に適した温度と塩分は，配偶体で
は20ー.240Cと28-36psu，幼胞子体では 150Cと32psuをそれ
ぞれ組合せた条件であった。雌性配偶体の成熟率は 15-200C

と24ー32psuの条件で8ι95%に達した。高温と低塩分によ
る生残率の低下傾向が，配偶体は 240C以上，また幼胞子体
は220C以上でそれぞれ認められた。
((財)海洋生物環境研究所)

P490申宗岩 l・徐台畏 ，.朴光錫 2・朴憲字 2.玉政珪 3• 

鄭翼教4.海藻類CDM賓謹のための模焼事業場における海
藻栽培

海藻類の CDM(Clean Development Mechanism)賓謹のた

めに，韓園慶尚南道南海郡南面平山地先の模擬事業場におい
て2009年7月から 12月までカジメとツルアラメの栽培賓験
と環境調査を行なった。表層の平均水温は 13.6-27.90C，平均
盟分濃度は 26.8-32.2pptであった。カジメの場合，全長は
22.0土 3.86cmから 37.0~ 5.81 cmまで，全重量は 10.8~ 4.43 

gから 26.8~ 8.94 gまで生長した。ツルアラメの場合，全長
は34.3~ 10.63 cmから 59.3~ 14.86 cmまで，全重量は 20.5~ 
11.44 gから 45.0土 19.45gまで生長した。相封生長率をみる
と，カジメの全長と全重量は 0.002と0.003，ツルアラメの全
長と全重量は 0.002と0.003であった。これは 9月に生長が
減少したためであろうと考えられる。
(1全南大・海洋技術挙部， 2浦項産業科拳研究院， 3釜山大・
海洋研究所， 4釜山大・地球環境システム皐部)
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P48津田藤典 '.0秋野秀樹 2.高橋和寛 2・蔵田護 2.ホソ

メコンプの初期発生における栄養塩濃度と施速の関係

北海道日本海沿岸の磯焼け海域では冬季水温が上昇してお
り，水温上昇に伴う栄養塩濃度の低下が磯焼けの要因のーっ
と考えられている。現在の磯焼け海域におけるホソメコンブ
群落の分布は，波当たりの良い浅所 (0- 2 m)が中心である。
浅所では低い波高でも大きな流速が発生し，流速の早いとこ
ろを好まない植食動物のキタムラサキウニの摂餌率を低下さ
せる効果と，ホソメコンプの栄養塩の吸収効率に寄与する効
果があると考えられている。そのため流速は，栄養塩濃度の
低下を補う要素として重要であると考えられる。そこで，ホ
ソメコンプの生活史のうち，冬季の生長段階である配偶体の
成熟と胞子体の初期発生に着目し，栄養塩濃度と流速の変化
に対するホソメコンプの初期発生及び生長の関係を明らかに
する培養試験を実施した。
窒素 (NOf) 濃度を 1-6μMの6段階に調整した改変

ASP12培地を用い，それぞれの濃度について流速を 0-20
cm.s"の4段階に設定した。この 24条件について，スライ

ドグラス上に着生させた配偶体から誘導した幼胞子体を，
100C， 200μmo卜m.2・s"，12L:12D下で生長を比較した。その

結果，同じ栄養塩濃度では流速が高いほど生長速度が大きく
なり，流速の効果が示された。また，栄養塩濃度が高い系列
では流速の違いによる成長速度の差は小さくなった。
(1道立釧路水試， 2道立中央水試)

P500林裕一 l・矢田大輔 2.染川勝英 2・能登谷正浩 3.ツ

ルアラメ養成藻体移植による藻場形成

2004年 10月，長崎県平戸島沿岸の水深6ー7mの転石 (φ
1-2 m)帯に，コンクリート製の人工構造物を設置し，それ
に種苗ロープに生育させたツルアラメ(島根県隠岐産)養成
藻体 (5本1m) を移植した。移植藻体は中央葉長 8.2~ 1.0 
cm，中央葉幅5.0土0.8cm，茎長4.1~ 1.2 cmで，移植密度は
65 ~ 15個体1m'とした。それらは4年 8か月後(2009年6月)
には被度58.3~ 7.6%となり，新たに加入したクロメは 26.7

~7.6%，アラメは 15% 認められた。平米当りの生育葉体数
は本種が351土 35.1本，クロメ 21~4 本，アラメ 9.6 ~ 3.6本
で，その重量は本種が7，177gで優占し，クロメ 3，027g，ア
ラメ 1，809gであった。本種の種苗ロープ 1本の葉体数は 8.4
倍，伺旬枝の占有面積は 476~ 68 m'となり約 18倍に増加し
た。葉体の年級組成は 1齢から 4齢まで，それぞれ61.5%，
28.4%， 8.3%， 1.7%で，そのうち 1齢と 2齢で 80%以上を
占めた。その結果，栄養繁殖個体の比率が高く，安定した年
級構造の大型群落が短期間で形成され，裸地面には他のクロ
メやアラメなど大型有用褐藻類が加入して混生群落となっ
た。このことから，本種は栄養繁殖による定着性が高く，群
落維持に有効と考えられた。また，本種の伺旬枝の隙聞には
サザエ稚貝が蝿集し，生育空間として利用されていることも
判った。本移殖藻体は生育地から 450km以上西に離れた海
域であったが，良好に生育したため，現分布域より広範囲に
生育可能なことが分かつた。
('阿部株式会社， 2長崎県平戸市役所， 3東京海洋大・応用藻類)
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P510林裕一 1・能登谷正浩 2.磯競け海域に移植したツルア

ラメの生育

2006年 3月，長崎県佐世保市宇久島沿岸の水深9mの岩
盤，転石(ゆ2m以上)帯に，銅製の防護フェンスを付設し

たコンクリート製の人工構造物を設置した。フェンス内にツ

ルアラメ(島根県隠岐産)を種苗ロープ上に養成した藻体(葉

形が異なる 2形 ;A型， D型)や，アラメ種苗を付着させた

建材プロックを設置した。本種の A型と D型の移植藻体は
それぞれ685葉体， 528葉体で，アラメは 140葉体であった。
当該海域ではノコギリモク大型個体が2004年頃に多数認め

られたが，それ以降は減少し続けて 2008-2009年には消失し，
多量のガンガゼ類の生息やアイゴやイスズミが観察されてい

る。移植から 3年4か月後 (2009年7月)には，本種の A

型と D型がそれぞれ22個体， 49個体が認められ，アラメが
l個体となった。防護フェンスの外側にはミル類が繁殖して

遮光し，内部に浮泥が堆積した。フェンス内には，遊走子に
よる繁殖と見られるツルアラメ 143個体が生育し，それぞれ

からの栄養繁殖も認められた。ツルアラメはフェンスの外側
にも遊走子による繁殖は認められたが，数ヶ月以内に魚類に
よって採食され，残存個体はなかった。防護フェンス内では，

フェンスへの付着生物による遮光や浮泥の堆積によってアラ
メの個体数は減少したが，本種は定着して増殖した。本種は，
天然の分布域とは約 500km西に離れた海域でも食害を回避

することで旺盛に生育できることから，当該海域のような食
植生動物の食害による「磯焼け」海域でも，藻場造成には有

効と考えられた。
(1阿部株式会社， 2東京海洋大・応用藻類)

P530岩尾豊紀 1・倉島彰 l・奥固まき 2・斎藤洋一人田中

次郎 4.青木優和 5.前川行幸 1.褐藻ネジモクの分布

ホンダワラ科に属するネジモクはその分布範囲が非常に狭
く，紀伊半島東岸および南岸にのみ生育するとされてきた。

しかし，ネジモクが生育しているとされる三重県尾鷲市や紀
伊長島において，演者らが潜水調査を行ったところヒラネジ

モクは確認できたがネジモクは見られなかった。この理由と

して，環境の変化により以前に比ベネジモクの分布域が狭く
なっていることに加え，ネジモクの外部形態はヒラネジモク

とよく似ておりさらに 1983年以前は同一種として認識され
ていたこともあげられる。過去の分布調査においても両種を

混同したと思われる報告がある。そこで現在の正確なネジモ

クの分布範囲を検討する必要があると考え，潜水による分布

調査を行った。
本研究ではまず三重県における分布を確認するために，紀

伊半島東岸の鳥羽市から尾鷲市までの合計約40地点の調査
地域を設定した。調査は素潜りおよび SCUBA潜水による目
視確認により 2∞9年 1月から 2010年 1月まで行った。その
結果，現在までのところ三重県におけるネジモク分布範囲は
鳥羽市石鏡町から志摩市志摩町までの約 30kmだった。紀北

町紀伊長島区から尾鷲市賀田町の範囲では確認されなかった
が，過去に紀北町の北隣の大紀町でネジモクの報告がある。
本研究では錦湾を含め志摩市浜島町から南西に約40kmの沿
岸域は調査を行わなかったので今後その範囲も調査する必要
がある。
(1三重大院・生物資源， Z三重県度会郡， 3鳥羽市水研， 4海洋大・
藻類， 5筑披大・下回臨海実験セ)

P520林裕一 1.藤川義一人能登谷正浩 3.フシスジモクの

付着器からの栄養繁殖

2009年9月3日，青森県深浦沿岸でフシスジモク藻体の付

着器からの栄養繁殖個体が観察された。当調査地点のフシス
ジモクの生育密度は 52-68個体1m2(平均ω土8.0個体1m2)，
現存量0.9-1.3kg I m2 (平均1.1土0.2kg 1m2)で，大型藻体上

位 10個体の体長は 14.0・36.0cm(平均 22.1土7.4cm)，主枝数

は2-7本(平均4.2土1.7本)で，付着器の大きさ(長径x短径)
は25mmx15mm (平均 16.3::1::3.9 mm x 12.9土2.3mm)であ

った。そのうち栄養繁殖個体が認められた藻体は 32-40個体
1m2 (平均 9.3::1::1.2個体 1m2)で出現率は 63.0土12.3%であ

った。栄養繁殖個体は 3・10本/個体(平均4.6::1::2.3本/個体)

で，大型の栄養繁殖個体上位 10藻体の最大の葉長と葉幅は
それぞれ33mm，5mm(平均 17.9土8.9mm， 3.0 ::1:: 1.2 mm)で，

葉の形成数は 2-4枚/個体(平均 2.8::1::0.9枚/個体)であった。
栄養繁殖による幼体は，付着器の中部表面から斜めに棒状

の直立枝(直径約 1mm長さ牛6mm) を複数の発出し，一
般に，直立枝先端には球状の幼芽をもち，倒卵形の葉を 2-3

枚の形成していた。また，直立枝は盤状根の縁辺基部から放
射状，または数段をなして多数発出する場合も認められた。
さらに，斜めに発出する直立枝の基質と接する部分には小さ

な盤状根が形成され，基質への付着構造が認められた。
(1阿部株式会社， 2青森県水産総合研究所， 3東京海洋大・応

用藻類)

P540天野裕平 1.土屋勇太郎 1• Gregory N. Nishihara2・寺田

竜太 1.鹿児島県長島と桜島におけるヒジキの季節的消長と

温度耐性

鹿児島県北西部の長島は県内有数のヒジキの産地だが，東
シナ海に面した西部で生育不良が報告されている。また，鹿
児島湾内の桜島周辺には大規模な本種群落が見られるが，薩

摩半島の東シナ海沿岸にも生育不良の地域があり，原因の解
明が求められている。本研究では，長島と桜島におけるヒジ

キの季節変化と温度耐性を明らかにすることを目的とした。

調査地は長島町内4ヶ所(唐隈，指江，汐見，諸浦)と鹿児

島市桜島とし， 2009年4-11月までほぼ毎月調査を行った。
調査では大型20個体を採集し，形態や成熟状祝を観察後

に体長，重量を測定した。また， Imaging-PAM (Heinz Wa1z 
GmbH)を用いて，様々な温度条件下での電子伝達速度 (rETR)

を測定した。調査の結果，乾重量と体長は指江で4-5月，諸

浦で4ー7月，桜島で5-6月に増加・伸張し，その後枯死流失
した。また， 5月の収穫期に成熟体は見られず，指江の 6月

採集個体に放卵を確認した。指江，諸浦は 11月に，桜島は
10月に新規加入個体を確認したが，いずれも越夏する繊維状
根(座)は見られなかった。ヒジキは一般に座が越夏・栄養

繁殖して主枝が再生するが，長島と桜島のヒジキ群落は新規
個体のみで維持されていることが示唆された。 rETR活性は
30・C以上で減少したが，温度耐性については明瞭な結果が得
られなかった。今後は，培養による繊維状根の生残試験等と
併せて検討する必要があると考える。
(1鹿大・水産， 2長大・環東シナ海セ)



P550原口展子 1.平岡雅規 2・村瀬昇 3.井本善次 2・奥田

一雄 1 高知県沿岸に生育する南方系ホンダワラ類の季節消

長と温度に対する生育特性

高知県沿岸では， 1990年代以降，温帯性ホンダワラ類が衰
退し，南方系ホンダワラ類の分布の拡大が指摘されている。
しかし，南方系ホンダワラ類については，生育が確認されて
いるだけで，それ以上の知見がほとんどない。そこで本研究
では，土佐湾中央部の荻崎地先に生育する南方系ホンダワラ
類のフタエモク，マジリモクおよびキレパモクの季節消長を
30ヶ月間にわたり調べた。また，フタエモクの冬季採集藻体
を用いて低温域の生育特性を，発芽体を用いて生育適温を培
養実験により調べた。
生態観察から，南方系種の 3種は，一時的に群落を形成し

ているのではなし継続的に群落を維持していることがわか
った。成熟時期については，フタエモクおよびマジリモクで
6"'7月，キレパモクで 7"'8月であった。低温域での培養
実験結果から， 10 '" 140Cまでは，温度の上昇とともに生長
率が増加したが， 140C以上では生長率に有意な差が認めら
れなかった。この結果を温帯性種と比較すると， 140C以上
のフタエモクの生長率は，温帯性種より高いことがわかった。
発芽体の培養実験結果から，生育適温は 250Cおよび 300Cで
あり，これまでに報告されている温帯性種ものより高い傾向
を示した。
培養実験の結果と調査期間中の水温が 140C以上であった

ことを踏まえ，高知県沿岸は南方系ホンダワラ類の生育しや
すい水温環境下であることが示唆された。
(1高知大・院・黒潮圏， 2高知大・総合セ・海洋生物， 3水産

大学校)

P570土屋勇太郎 1• Gregory N. Nishihara2・寺田竜太 1 鹿児

島県桜島におけるホンダワラ属4種の季節変化と生長特性

温帯，亜熱帯性ホンダワラ属藻類が混生する九州南部では，
近年亜熱帯性の藻場が増加傾向にあるとされている。鹿児島
湾中央部の桜島は温帯性の藻場が主に形成されているが，亜
熱帯性種も見られるようになってきた。本研究では，桜島に

生育する温帯性種(ヤツマタモク，マメタワラ)と亜熱帯性
種(コプクロモク，キレパモク)の季節変化と光合成特性を
把握することを目的とした。
調査は 2009年5月から 10月まで毎月行い，毎回それぞ

れ大型 10個体を採取した。また，各群落内に 50cm四方の
方形枠を 5ヶ所設置し，被度を測定した。藻体は形態や成
熟等を観察後，体長，重量を測定した。また， Imaging-PAM 
(Heinz Walz GmbH)を用いて 9-360Cの温度条件で電子伝達
速度 (rETR)を測定した。調査の結果， 1個体当たりの生物
量は温帯性種で5月，亜熱帯性種で7月に最大となった。ま

た，前者は 5-6月，後者は 6ー7月に成熟した。その後，亜熱
帯性種は枯死流失したが，温帯性種は基部と新主枝が生残し
た。また，年輪状組織の形状から温帯性種は最大4齢まで生
残することが示唆された。一方，各温度条件における rETR
活性は種によって異なり，特に低水温条件で違いが見られた。
薩摩半島南西部の笠沙(桜島より南西約 50km)ではヤツマ
タモクやマメタワラも夏季に消失しており，季節性が異なっ
た。今後は，幼匪や付着器等の温度耐性を培養試験等でも明
らかにする必要があると考える。
(1鹿大・水， 2長大・環東シナ海セ)
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P560田中幸記 1.川俣茂 2・田井野清也 3.原口展子 4・平

岡雅規 5.高知県におけるホンダワラ類の分布様式一波当り
の強さとの関係について一

藻場を構成するホンダワラ類の構成種・水平垂直分布を決
定する環境要因として，波当りの強さが与える影響を理解す
ることを目的に研究を行った。太平洋に面した高知県竜串湾
の湾口部から湾奥部にかけて設けた 5カ所の調査地点におい
て，ライントランセクト法によるホンダワラ類の群落調査と，
難溶性石膏半球HP-80と流速計ウェープノ、ンターを用いた流

速測定調査を行った。各調査地点に 50'"80 mのラインを 3
本設置して海藻の生育状態を記録し，また， 1地点に約 1カ

月開設置した流速計から得たデータと，各5地点の同一水深
に設置した石膏半球 (6回交換)の減少速度から，各地点の
平均流速Uabs(cml s)を求めた。
平均流速 Uabs(cm I s)は，湾口部に位置する 2地点、で47.3

'" 36.5 cm I s， 47.9'" 17.9 cm I sと高い値を示し，湾内から
湾奥部にかけての 3地点、では 29.2'"14.5 cm I s， 18.4 '" 9.4 
cm I s， 16.3'" 8.9 cm I sと値が低かった。平均流速が高い値
を示した 2地点、ではタマナシモクの藻場が見られ，両地点で
の生育水深は， 0.7 '" 2.4 m (最繁茂 2m)， 2.0'" 8.5 m (最
繁茂4m) と差が認められ，より流速が早かった地点の方が
生育水深が深い傾向があった。また，湾奥部に行くに従って
藻場を構成するホンダワラ類の種数が徐々に増加していく傾
向が見られ，最奥部の調査地ではフタエモクやキレパモクな
ど，合計7種が藻場を構成していた。流速のデータと共に，
水温などの環境データも加えて解析を行いたい。
(1財)黒潮生物研究所，高知大・院， 2水産総合研究センター，
3高知県水試， 4高知大・院， 5高知大・総研セ)

P58藤田大介 1.0尾形梨恵 1.中田敬子 1・高木康次 2.御

宿昭彦 1.ガンガゼ優占域に移植したホンダワラ類と加入し

た幼体の減耗要因

静岡県内浦湾ではガラモ場が衰退し，ガンガゼが優占する
ウニ焼けが続いている。石井らはヨレモクモドキとその種苗
の囲い実験を行い，ガンガゼによる食害を主要因とした(第
31回大会)。佐藤らはフェンスによる防護区 (10x 10 m)を
設け， 2007年 11月に中層フロート(高さ 1m) にアカモク
幼体を移植した結果，順調に生育し， 2008年2月に成熟が確
認された(第 32回大会)。周辺では 4月以降，幼体が確認で
きたが，フェンスの劣化に伴い防護区にガンガゼが侵入し，
8月以降，幼体は減少し 12月に消失した。 10月に新たにア
カモクとマメタワラの幼体を移植した結果， 11月にプダイに
食われて消失した。そこで， 12月に，魚による食害を防ぐた
めペットボトル等で藻体を覆って移植した(覆いに珪藻等が
大量に付着したため 2月にこれを外した)結果，藻体は伸長
し3"'4月に成熟した。 2009年4""'5月に，中層網(1.3x 5 
mの2重網)にマメタワラ母藻を挟み込み土嚢で海底に沈め
た結果，藻体は 6月に成熟し， 7月には周辺に幼体が確認で
きたが，やはり 8月にガンガゼが大量に侵入し大半が消失し
た。なお，防護区には小型巻員ギンタカハマも多数確認され
たので，幼体が付着した土嚢袋の一部を持ち帰り，室内水槽
で摂餌試験を行った結果，盛んに幼体を摂餌した。以上の結
果から，この沿岸のウニ焼けは，主要因のガンガゼだけでな
く，プダイやギンタカハマによる食害も持続要因と考えられ

た。
(1東京海洋大学， 2静岡県水産技術研究所伊豆分場)
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P590八谷光介・清本節夫・吉村拓:ホンダワラ類の衰退

期における植食性魚類ノトイスズミの胃内容物の変化

近年，九州沿岸では，春から初夏の間だけホンダワラ類な
どが繁茂し，秋から冬には磯焼けの景観となる地点が増えて
きた。このような季節的な藻場の衰退には，ノトイスズミや
アイゴなどの植食性魚類の摂食活動との関連も示唆されてい
るが，実際にどのような海藻が食べられているかは明らかで
ない。
そこで，長崎県西彼杵半島西岸手熊地先の小型定置網で

2009年6月下旬から 9月中旬に漁獲されたノトイスズミを
入手し，胃内容物の重量組成を調べた。また，手熊地先近傍
の見崎地先において潜水調査を行い，寵場の優占種の変化を
調べた。
藻場の優占種とノトイスズミの胃内容物の変化は以下のよ

うであった。 (1)6月下旬から 7月中旬には，マメタワラと
キレパモクが成熟し繁茂しており，この期間の胃内容物には
マメタワラが多く，ヒジキが次に多かった。 (2)8月上旬には，
マメタワラやキレパモクが枯死流失し，ウミウチワ，シマオ
オギ，シワヤハズなどの下草が相対的に多くなった。胃内容
物には浅所に生えるヒジキやウミトラノオが多く，ウミウチ
ワの多い個体もあった。 (3)8月中旬にはホンダワラ類がほ
とんどなくなり下草が残った。胃内容物にはウミウチワが多
かった。 (4)9月上中旬には，ウミウチワが減少しシマオオ
ギやシワヤハズが残った。胃内容物にはシマオオギが多かっ
た。
以上の結果から，ノトイスズミはホンダワラ類を下草より

も優先して食べること，ホンダワラ類や下草の中にも優先順
位があることが示唆された。なお，褐藻類以外の海藻類や動
物類はごく僅かに混入しただけであった。
(西水研)

P610平岡雅規 1.岩幡大地 1・朱文栄 2.馬家海 3.中国青

島産グリーンタイド Ulvasp.とスジアオノリ U.proゆ'raの培
養下における分枝頻度の比較

2008年6月北京オリンピックのカヌー競技会場になって
いた青島沿岸で，莫大な量のアオノリ UlvaSp.が発生した。
このとき回収されたアオノリは 100万トン以上とされてい
る。この青島産アオノリは DNA配列 (ITS領域)比較によ
り，スジアオノリ U.proliたraと近縁であることが示されてい
る。本研究では，青島産アオノリを格養して生活史を明らか
にし，培養条件下における発生形態，特に分枝頻度に注目し
てスジアオノリと比較した。その結果，青島産アオノリはス
ジアオノリと同じく有性生殖を伴う同型世代交代をすること
が明らかになった。光量 100-200μmol/m2/ s，明期/暗期=
12hr/12hr， 200Cの静置培養条件下では，青島産アオノリ幼体
の分枝頻度は 5.6士0.67本/mm (n = 50)で，スジアオノリの
1.8 :f: 0.55本 /mmと比較して有意に高かった。また，青島産
アオノリとスジアオノリの交雑体は正常に発生し，スジアオ
ノリよりも高い分枝頻度が観察された。
(1高知大・総合セ・海洋施設， 2象山旭文海藻開発， 3上海海

洋大)

P600芹津如比古 I・芹津(松山)和世 2.静岡県，御前崎の

緑藻相と気温・水温の長期的変動

近年，温暖化による生物の分布域の撹乱が問題となってお
り，現時点における生物相の把握や過去の生物相との比較は
重要な課題である。御前崎は過去からの海藻相に関する知見
が集積し，過去と現在の海藻相を比較可能な数少ない海岸で
ある。また， 2000年には相良・御前崎沿岸のサガラメ海中林
約8000ヘクタールが消滅した事が伝えられている。演者ら

はサガラメ海中林消滅後の御前崎地先の海藻相と海藻群落に
ついて研究を継続中である。今回は同地における緑藻相と気
温・水温の長期的変動について詳らかにしたので報告する。
2005年5月 -2009年 12月までほぼ毎月 1回，大潮の干潮

時に御前崎地先において海藻類を採集し，種の同定を行った。
気温については御前崎測候所で測定された 1932-2009年ま
でのデータを，水温については 1963-2006年までは気象庁
が御前崎港で測定したものを，それ以降は演者らが設置した
温度ロガーのデータを基に解析を行った。

その結果，調査期間中に確認された緑藻類は 27種であり，
この内，スジアオノリ，ナヨシオグサ，ツヤナシシオグサ，
ヒメアミノ、，モツレミル，ウスパミル，フサハネモ， ミルツ
ユノイトなど 11種が本調査で新たに御前崎地先から確認で
きた。また，気温，水温はともに長期的に上昇傾向を示し，
気温は 78年間で0.9度，水温は47年間で0.85度上昇して
いる事が明らかとなった。過去の文献との比較により，最近
同地では緑藻種が増加している事が明白となり，温暖化との
関連が示唆された。
(1山梨大・教育， 2山梨県環境研)

P620山岸幸正 1.垣本健吾 2.岡勇輔 1・郷力慶浩 1.三輪

泰彦 1.広島県因島大浜町のグリーンタイド形成アオサの分

類と生態

日本各地の閉鎖的海域で発生し問題視される浮遊アオサ
Ulvaの大量繁殖(グリーンタイド)について，近年分子系統
学的手法により日本における複数の構成種が明らかにされ，
U. armoricana， U. scandinavicaおよび U.californicaといった
移入種とされる種の存在も明らかにされている。今後も，各
地のグリーンタイド構成種についてデータを蓄積することが

重要である。
本研究では，瀬戸内海中央部の広島県尾道市因島大浜町小

浜海岸において昨年度に引き続きグリーンタイドの調査を行
った。干潟潮間帯の 21定点において毎月堆積したアオサの
湿重量(w.瓜 kg/ m2)を測定した結果，平均湿重量は 2008年
6月(1.57kg / m2)から次第に減少し， 11月から翌年 1月まで
浮遊アオサがほぼ完全に消失した後， 2月から再び増加した。
一方， 2009年は春から初夏(0.55-0.73kg / mうから 9月に向
かつて減少したもののアオサは消失せず， 12月(1.06kglm2) 

にもピークがみられた。 rbcL塩基配列により，アナアオサ，
リボンアオサ， ミナミアオサ，U. armoricana型アオサ，アミ
アオサ型 Ulvasp.の5つの浮遊藻体およびリボンアオサを除
く着生藻体が認められた。優占種を明らかにするため， 2009 
年3月から毎月ランダムに 30の浮遊アオサ断片を採集し
rbcL配列により種を同定したところ，アナアオサが87-100%
を占め，年間にわたり優占していた。
c福山大・生命工， 2福山大・院・工)



P630野中圭介 I 久保田康裕 2.移植したリュ ウキュ ウスガ

モ (Thalassiahemprichii)の地下茎の仲長について

リュウキュウスガモは，沖縄島周辺で代表される熱帯性海

草の一種であり ，海草藻場を形成する。演者らは，こ の海草

藻場の形成において重要な役割を果たす と考える海草の地下

茎の伸長を 2006年から沖縄県沖縄市泡瀬地先にて観察 して

いる。本発表は，第 32回大会に続く第 2報である。

調査は本種の地下茎を先端から約 30cm に切断し，地下茎

の先端が有るものと先端を切除 したものを各 5サンフ。ルず、つ

移植した。先端が有る地下茎は 2008年 5月に移植 し，以後

2009年 3月まで，先端を切除した地下茎は 2008年 8月に移

植し，同じく 2009年 3月まで毎月 l巨|追跡調査を実施 した。

その結果，先端が有る地下茎は 2008年 5月からの 10ヶ月

間で，主茎が 60"-' 70 cm程度伸長した。また主茎から複数

の側茎の分校もみられ， 1サンフ。ルで・最大 10本の側茎が分校

し， その総伸長量は50"-' 1 00 cm に達した。これらの測定結

果を，2006年に同所で、実施した自然に生育 している地下茎の

伸長量(第 32回大会報告)と比較する と概ね同程度であった。

一方，先立i討を切除した地下茎では，主茎の伸長はないものの

移植した翌月には側茎の分校がみられはじめ 1サンプルで

最大4本の側茎が分校した。その総{I!I長量は 2008年 8月か

らの 7ヶ月間で 40"-'70 cm に達 した。また， 地下茎の先端

が有るもの切除したもの共に月別の伸長量は，夏から秋にか

けて多く冬は少なくなる傾向を示 し， 自然に生育する地下茎

と問機であった。

C7中縄環境調査 (株)，2海洋プランニング(株)) 
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P64 J:話回佑紀子1.2.0塚田早紀 l・津田洋平 1・小暮はるか I

白岩 善博人波溢信 3.湯ノtlVJにおけるシヤジクモ類の保全

を目指した分布と生態のfg1{明

相Sオサ県日う'er!'iの?易ノ 湖にはカタシャジクモと ヒメフラス

コモが生息 しているが，J973年に侵入 したコカナダモの影

響で数が激減 した。両極の保全へ向けて，その生育状況を

明らかにするために， 2008年 4月"-'2009年 10月まで，湖

面が氷結する 12月"-'3月を除き， 2年間の分布 ・生態調査

を行った。その結果，カ タシヤジクモは浅い地点では 6月

頃からパッチ上に生え始め，夏に繁茂し，冬に消滅する事

が示唆された。深い地点で、は藻体は一年を通 して生育して

いた。春先は主に新芽形成による栄養繁殖で増殖し，生殖

器官形成は両年とも 6月に始まったが，地点 ・深度ごとに

時期に差が見られた。 ヒメフラス コモはカタシヤジクモよ

り深所に一年を通して生育し，春先は新芽形成による;憎殖，

6月頃から生殖器官形成がみられた。底泥には両極の卵胞

子が存在 し， 浅所におけるカタシヤジクモの生育に重要な

役割を果た していると 思われる。シヤジク モ類及びコカナ

ダモの分布については，コカナダモの刈 り取りが始まった

2002年と 比べ 2008年では，コカ ナダモの分布域が縮小し，

シヤジク モ類の分布域が拡大 していた。 このこ とから刈 り

取りはシヤジクモ類の保全に効果はあると考えられる。た

だし 2009年の調査では，シヤジクモ類の分布が前年と比べ

て大きく変わっている場所やコカナダモが増えた場所もあ

ったため，引 き続き生育 ・分布状況を監視する必要がある。

C筑波大・生物学類，2 (株)エス ・エム・エス 3筑波大・院・

生命環境)
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公開シンポジウム
r未来を拓く藻類エネルギー』

日時:2010年 3月21日(日) 15:00'"'-' 17:00 
場所:筑波大学総合研究棟 All0(パス停「筑波大学中央」正面)

現在，私たちは地球温暖化とエネルギー資源の枯渇という 2つの重大な問題に対面しています。植物などが産生する
オイルは，再生可能でカーボンニュートラルなエネルギー資源として注目されていますが，務類のオイル産生のポテン

シャルは陸上油脂植物の 10-700倍もあることから 2つの重大な問題を同時にJ拝決できる次世代環境エネルギー資源
として非常に注目されるようになりました。公開シンポジウムでは，部類エネルギー開発の重要性と必要性を示し，現

在科学技術振興機構の戦略的創造研究推進事業 (CREST)においてエネルギー技術開発プロジェクトを推進している

3つのプロジェクトについて紹介します。

講演

15:00 -15:30 藻類エネルギー開発の重要性

15:30 -16:00 炭化水素を産生する藻類ボトリオコツカス
16:00 -16:30 トリ グリセリドを産生する海産珪蕗ナビキュラ
16:30 -17:00 藻類エタノ ール増産に向けたシンセティックバイオエンジ、ニアリング

i度迫信 :藻類エネルギー|期発の重要性と必要性

今， 人類は，その存続を脅かす地球温暖化とエネルギー資源枯渇という重大な問題に直面している。この問題を解i決
するため，カーボンニュート ラノレな植物ノTイオマスエネルギーが注目されている。 しかし，陸上植物ノTイオマスは食糧

と競合することや大規模な生産は自然生態系の破壊をもたらすことが懸念されている。微細藻類は植物と同様に太陽光
を利用し， 二酸化炭素を固定し， 炭水化物を合成する光合成を営み，その副産物としてオイルを生産する。藻類のオイ
ル生産効率は陸上油脂植物と比較すると非常に高いことがわかってきている。たとえば， トーモロ コシの場合は年間 haあ

たり 172リットルのオイルが生産されるが，これで世界の石油需要をすべてまかなうとしたら，世界の耕作面積の 14.3倍に

あたる 28，343M (メガ)haの土地が必要となり ，またオイル含有率の高いパームでは， 5.95トンのオイルが生産されるが，
世界の石油需要をすべてまかなうためには世界の耕作面積の 41.3%の土地が必要となる。これに対して微調u務類の場合は，

年間 haあたり 58.7'"'-' 136.50トンのオイルが生産され，世界の石油需要をすべてまかなうためには， I立界の耕作面積の 1.8
'"'-'4.3%の土地が必要となるだけである。このように藻類のエネルギー資源としてのポテンシャルは極めてたかいことから，

I Algal bloom agail1J (Nature 2007)の記事の掲載が契機となって，欧米やその他の国では産学連携体制のもとで，政府やベン
チャーキャピタル等からの投資による部類ノTイオマスプロジェ クトが進行している。日本では科学技術振興機構の戦111各的創
造研究推進事業 (CREST) において 3つの藻類エネルギープロジェク トが実施されている。藻類エネルギー技術が開発され

たときには，人類は，地球瓶|暖化と石油枯渇の問題からはM放され，完全な炭素循環社会へ移行で、きる可能性が見えてくる

であろう。
(筑波大学生命環境)

。河地正伸 1・1度溢信 2 炭化水素を産生する部類ボト リオコ ッカス

ボトリオコ ツカス (80tl')町 occusbraunii)は， 群体性緑藻の l種で，重油相当のオイルを産生する。多くの藻類は細胞内に

オイルを蓄積するが，ボトリオコツカスは細胞外にオイルを分泌，群体内紛|胞間隙に蓄積することで，オイル含量が乾重量

の60% に達することがある。ボトリオコッカスは湖沼，ダムなどの陸水環境を中心に世界各地に分布しており，時に大量
繁殖するこ とも知られる。化石燃料のオイルシエールには，ボトリオコッカスの痕跡が認められており，化石燃料の原材料

となった生物としても著名である。我々は これまでにボトリオコツカスや他のオイル産生藻類を対象 として，その高度利用

のための基盤技術開発を目的として，自然界からの新たな系統収集と保存，そして基礎研究から応用利用に必要な研究を展
開してきた。科学技術振興機構の戦略的創造研究推進事業 (C阻 ST) においては，ボトリオコツカスのオイル生産効率のー

桁向上を実現することを目標として，基礎，応用，工業化の各研究グループに培養試料を提供する培養センター並びに培養
株の特性や新たな知見を統合した情報センターを構築して，オイル生産の最適培養条件の把握，高度な品種改良の実現，オ
イル生成物の効率的抽出法の開発と高度利用法の発見，屋外デモプラン 卜の製作と実証データ取得等を行ってきた。
( I国立環境研究所 2筑波大学生命環境)

問中岡~ :トリグリセリドを産生する海産珪藻類の探索

当研究グループでは，微細藻類を始めとする l万株以上の海洋微生物のカルチャーコレクションを構築してきた。その中
で，海水ベースで良好な生育が見られ，中性脂質を高合有することを指標に，バイオ燃料に転換できる中性脂質産生微細部
類のライブラリー化を図ってきた。本研究でで、は，選抜した株の 18邸S["のDNA解析，及び
ンを千行子つた。

中性脂質高生産株として，珪務Naviculasp. JPCC DA0580株，緑務Scenedesmusrubescens JPCC GA 0024株を選定した。こ
れらの株は，海水ベースの培地において 60'"'-'73% (w/w)の中性脂質を産生した。ボンベ型熱量計を用いて乾燥藻体重量あた
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りの熱量を測定したところ，それぞれ， 26.9 MJ / kg (Navicula sp. JPCC DA 0580株)，25.8MJ / kg (5. rubescens JPCC GA 0024株)
であった。これらの値は石炭の熱量とほぼ同等の値であり，藻体バイオマスをデイ ーゼルエンジンの粉体燃料や発電用の固

形燃料としても直接利用できることを示唆するものである。さらに，ガスクロマトグラフ ィー/マススペク トロ メトリ ーに
よる解析から，Navicula sp. JPCC DA0580株は，パルミチン酸，パルミ トオレイン酸を主成分とするトリグリセリド生産株

であることが分かった。一方， 5. rubescens JPCC GA0024株の含有脂質の主成分は hexadecaneや l-docos巴ne等の直鎖脂肪族

炭化水素であることがわかった。中性脂質の顕著な蓄積，生育における海水要求性を有する本株に対し，これまで報告され

ている 5.rubescensが中性脂質の蓄積が認められない点，3%程度の慌耐性を有するが好塩性ではない点において表現型が異

なっていた。
(東京農工大院 ・工)

近藤昭彦:藻類エタノ ール増産に向けたシンセティ ックバイオエンジニアリング

再生可能資源であるバイオマスを利用し，液体燃料や化学品を生産する「バイオリフ ァイナリ ー」の構築は，持続可能な

エネルギーの安定供給に寄与することができる。我々の研究室では，微生物の細胞表層に酵素などの機能性タンパク質を発
現させる「細胞表層工学技術」を確立することにより ，陸生バイオマスからの糖化および発酵を一貫して行うバイオプロセ

スを構築し、バイオエタノ ールやバイオ由来の化学品の生産を行ってきた。一方，バイオマスの供給に目を転じると，陸生
バイオマスの場合はどうしても耕地面積の限界や， 利用できる水資源の限界が大きな問題になるため，水生特に，海洋バイ
オマスを利用できれば水資源や耕作における食糧との競合が避けられ，通年の収穫が可能になるこ とから理想的で、ある。
微細藻は太陽光を利用 して二酸化炭素を直接液体燃料に変換できる大きなメ リットを持ち，近年再びエネルギー源として

の利用に大きな期待が集まっている。しかしながら，微R:III藻を海洋で、バイ オエネルギー源として利用するためには，光変換

効率や物質産性能の向上，増殖速度の向上，クローズドおよびオープンポン ド型を組み合わせたバイオ リアクターシステム

の最適化， 微細藻類の効率的な分離 ・回収，高密度大量培養方法，微細説類からの効率的な標的物質の分離回収方法，等，
今後の検討課題も多い。これまで藻類利用に関する研究は米国に先行されているが， I立界的に見て海洋性微細|藻類の多くに

ついては，その増殖 ・利用について十分な研究が行われてきた とは言い難い。
そこで我々は，これらのボトルネック問題を解決するために，遺伝子およびタンパク質発現， 代謝フラ ックスの観点から

制胞をシステムとして理解するためのシステムバイオロジー解析に立脚して，微細藻類を最適化し，海水環境下で高性能(高
増殖能，高光合成能，高デンプン生産能，高耐塩性能)を示す，微細藻 ・セルファクトリ ーの創製を目指した研究開発を進

めている。本講演ではこうした我々の取り組みついて紹介する。
(神戸大 ・院 ・工)

。M.M. Walanabe 




